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口絵1

遺跡と遺跡周辺の空中写真（国土地理院発行のものを複製したものである) 1975年9月撮影
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1 米原4復元土器集合

2 宮戸4復元十器集合
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1 宮戸4水田部分遠景(南東から）
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2 S地点調査風景(南東から）
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1 宮戸4 S地点土器片囲い炉

2）1－3－1） 3 土器片囲い炉復元土器(図、2 土器片囲い炉復元土器(図V 3I
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本書は国土交通省北海道開発局室藺開発建設部が行う日高自動車道厚真門別道路工事に伴い財団
むかわちようよれはら

法人北海道埋蔵文化財センターが平成12年度および平成14年度に実施した鵡川町米原4遺跡、
みやと

同宮戸4遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

発掘調査については平成12年度；第1調査部第2調査課、平成14年度；第1調査部第4調査課が

担当し、整理作業は平成14年度に2か年分をまとめて第1調査部第4調査課が行った。

本書の執筆は第I章；遠藤香澄・芝田直人・山中文雄第Ⅱ章；笠原興、第Ⅲ章；鎌田望・

芝田、第Ⅳ章；山中・鎌田・笠原、第V章；芝田・鎌田、第Ⅶ章；山中・芝田が担当し、鎌田が

編集を担当した。文責は文末に記してある。

遺物の整理は米原4遺跡・宮戸4遺跡の土器を鎌田、米原4遺跡の石器等を山中、宮戸4遣跡の

石器等を芝田が担当した。

現地調査時の写真撮影は担当職員が各自の責任において撮影し、笠原が一括して写真整理を行っ

た。また、整理作業時の遺物撮影は笠原が行った。

炭化物の放射性炭素年代については、㈱地球科学研究所に依頼した。

黒曜石の原材産地同定については、京都大学原子炉実験所藁科哲男氏に依頼した。

Tピット内堆積物の花粉分析および植物珪酸体分析についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に依

頼した。

土器石器などの実測・ トレースは藤内まゆみ、河崎まなみ、木下はるみが行った。

調査報告終了後の出土資料および記録類については鵡川町教育委員会が保管する。

調査にあたっては下記の諸機関、各位からご協力、ご指導を頂いた（順不同、敬称略)。

北海道教育委員会、鵡川町教育委員会、門別町教育委員会、早来町教育委員会、新冠町教育委

員会、 ウタリ協会鵡川支部、 日高山脈館、門別町図書館郷土資料館川内谷修・橋本晋、厚

真町教育委員会乾哲也・乾希、平取町沙流川歴史館森岡健治・長田佳宏、浦河町教育委

員会川内基、新冠町郷土資料館新川剛生、穂別町立博物館山田正、苫小牧市立博物館

赤石慎三・宮夫靖夫、苫小牧市教育委員会兵藤千秋・工藤肇、苫小牧市勇武津資料館佐藤

一夫、帯広百年記念館山原敏朗、南茅部町教育委員会阿部千春、鵡川町四季の館まなびラン

ド図書室高地美穂子、鵡川町議会片山幹雄札幌国際大学深澤百合子、 ヌーシャテル大学

フィリップ・ダレス
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記号等の説明

1 ．本文中の遺構の表記は以下に示す記号を使用し、原則として確認順に番号を付した。

H:住居跡・土器片囲い炉、 P:土壌TP:Tピット、 F:焼土、 S:集石、

HP:住居内の柱穴、HF:住居内の焼土

2．遺構図の方位は真北を示す。遺構平面図の＋はグリッドラインの交点で、傍らの名称記号は右下

のグリッドを示している。遺構平面図の・小数字とセクションレベルは標高（単位m)である。

3．遺構図の出土遺物は下記の記号を使用した。

床面 覆土 床面 覆土 床面 覆土

土器： ● ○ 剥片石器： ▲ △ 礫石器： ▼ ▽

剥片： ■ 口 礫・礫片： ◆ ◇ その他： ★ ☆

4．掲載した実測図の縮尺は原則として以下のとおりである。各図にはスケールを付けている。

遺構 1 ：40 遺物出土状況図 l : 20復元土器 l : 4 土器拓本 1 : 3

剥片石器 1 ： 2礫石器 1 ： 3 石斧 l : 2 台石 1 : 4土製品・石製品 l : 2

5．遺構の規模については以下の要領で示した。なお、一部破壊されているものについては現存長を

（ ）、不明のものは－で示した。

住居跡・土壌･Tピット

確認面での長軸長×短軸長／床面（底面）での長軸長×短軸長／確認面からの最大深(単位m)

焼土確認面での長軸長×短軸長／確認面からの最大厚（単位m)

集石確認面での長軸長×短軸長（単位m)

6．土居の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構の覆土についてはアラビア数字で表した。

7．火山灰については下記の略号を用いた場合が在る。

樽前a降下軽石堆積物:Ta-a 樽前b降下軽石堆積物:Ta-b

有珠b降下軽石堆積物:Us-b 白頭山一苫小牧火山灰:B-Tm

樽前c降下軽石堆積物:Ta-c 樽前d降下軽石堆積物:Ta-d

8・土層説明には『新版標準土色帖19版』 （小山・竹原1997) と『土壌調査ハンドブック改訂版」 （ペ

ドロジスト懇談会編1984)を引用した。

堅密度 軟 ：はっきりと深い指の跡が容易にできる。

堅 ：強く押しても指の跡がわずかしか残らない。

9．石器・土製品・石製品の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」 （単位cm)で示した。なお、破損

しているものについては現存最大値を（ ）で示した。なお、実測図中でたたき痕は「V－V｣、

すり痕は「 l-l」で範囲を示した。
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l 調査の概要

I 調査の概要
1 調査要項

事業名： 日高自動車道厚真門別道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者：国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

道教委登載

番号
調査期間所在地 調査面積遺跡名

ゆうふつぐんむかわちようあざよれはら

勇払郡鵡川町字米原400-

5ほか

よれはら

米原4遺跡 平成14年5月7日～7月26日975mzJ-14-42

ゆうふつぐんむかわちようあざみやと

勇払郡鵡川町字宮戸180一
あざよれはら

1，字米原404ほか

600m2 平成12年7月31日～9月26日

4,550m2 平成14年5月7日～8月28日

みやと

宮戸4遺跡 J-14-40

受託期間：平成12年4月1日～平成13年3月31日、平成14年4月1日～平成15年3月31日

整理期間：平成14年11月1日～平成15年3月31日

この図は国土地理院発行の地形図、 l : 50,000｢富川」(NK-54-9-13、昭和63年3月30日発行） と、

鵡川町役場の1 : 50,000 「鵡川町全図」 （承認番号平10,道複第874号）を合成したものである。

図1-1-1 鵡川町の位置と遺跡付置図

I
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1 調査の概要

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

（平成12年度）

理 事 長 大澤 満

専務理事 宮崎 勝

常務理事 木村尚俊

第1調査部長 木村尚俊（兼務）

第2調査課長 佐藤和雄（宮戸4）

主 任 鎌田 望

主 任 袖岡淳子（宮戸4）

文化財保護主事 芝田直人

文化財保護主事 大泰司統

（平成14年度）

理 事 長 満（6月31日まで）

楯一（7月1日から）

勝

宏明（6月1日から）

宏明（兼務）

香澄（宮戸4）

望（米原4）

裕香（宮戸4）

興（米原4）

直人（宮戸4）

文雄（米原4）

大澤

森重

宮崎

畑

畑

遠藤

鎌田

中田

笠原

芝田

山中

専務理事

常務理事

第1調査部長

第4調査課長

主 査

主 任

主 任

主 任

文化財保護主事

＊発掘担当者； （ ）内に該当遺跡名を記載した。

3 調査にいたる経緯

日高自動車道は苫小牧市から浦河町まで、 日高地方太平洋岸の町を通る総延長120kmの高規格幹

線道路である。建設事業は昭和63 (1988)年度から着手され、 この間平成10 (1998)年7月には苫小

牧東ICから沼ノ端西ICまでの4kmが、続いて同10月には厚真ICに至る15.7kmが開通し、 い

ずれも暫定供用区間となっている。厚真静内間の55kmが着工準備を含む事業区間で、その先浦河ま

では計画区間である。現在、厚真門別間20kmの建設工事が進められており、 このうち厚真IC～鵡

川IC (8.6km)間は平成15 (2003)年夏に供用開始の予定である。

この厚真門別間の道路建設にかかる埋蔵文化財包蔵地に関しては平成5 (1993)年6月北海道開発

局室藺開発建設部と北海道教育委員会（以下道教委）の間で事前協議がなされ、 これを受けた道教委

では平成5年8月に所在確認調査を実施その後平成8 (1996)年8月以降平成11 (1999)年、平

成12年および平成13年に順次範囲確認の試掘調査を行っている。 このうち米原4遺跡の調査について

は平成11年11月、宮戸4遺跡については同8月と11月、平成12年9月にそれぞれ実施され、調査を要

する範囲が決められている。

範囲確認調査を行った遺跡のうち工事計画の変更が困難で発掘調査を必要とする埋蔵文化財包蔵地

は鵡川町内4か所（宮戸3遺跡、宮戸4遺跡米原3遺跡米原4遺跡)、厚真町内1か所（浜厚真

3遺跡)、門別町内2か所（チャシコツパナクシナイ遺跡コムカラ遣跡）の計7か所である。

平成12 (2000)年度より、財団法人北海道埋蔵文化財センターが室蘭開発建設部から委託を受け発

掘調査を実施している。今年度が第3年次である。 これまで平成12年度に鵡川町内の4か所の遺跡を、

平成13 (2001)年度には宮戸4遺跡を調査しそれぞれ報告書が刊行されている（北埋調報153、北埋

調報168)。 このうち宮戸3遺跡と米原3遺跡の調査はすべて終了している。今年度は鵡川町内の残る

2遺跡の継続調査である。

なお、宮戸4遺跡については平成13年度調査中に包蔵地の範囲が拡大することが予想されたため、

同年7月および10月に本調査とは別に道教委文化課の指導のもと範囲確認試掘調査を実施している。

この結果、東側（水田部分）および北側（宮戸3遺跡に連続する樹林部分）において新たに発掘を必
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l 調査の概要

要とする範囲は工事中の立会調査部分(2,930m2)を含め11,700m2となった。 さらに米原4遺跡につ

いても工事計画が具体的に進む中、同年9月上旬に道教委文化課により試掘調査がなされ、新たに町

道米原l1線部分とそれに続く北東側の牧草地あわせて1,200m2が調査範囲に組み込まれることとなっ

た。 これら試掘調査の経過と結果については昨年度の報告書に詳しく説明してある（北埋調報168)｡

また、次節でも述べてあるが、今年度発掘を予定していた宮戸4遺跡において工事計画の変更や河

川の付け替え等の周辺整備が整わないことからその一部に調査できない範囲が生じ、その代替えとし

て厚真町浜厚真3遺跡の調査を実施している。浜厚真3遺跡については7月下旬から表士・火山灰除

去を始めとした諸準備に取り掛かり、 9月上旬から本格的調査を開始し、 10月末までの調査期間中に

173基ものTピットが検出されている（北埋調報186)｡

このほか門別町内の遺跡については平成14 (2002)年9月～11月に門別町教育委員会がチヤシコツ

パナクシナイ遺跡の調査を実施し､早期・中期の遺物とTピット9基が検出されている(発掘担当者；

文化財係長川内谷修氏)。

4調査の経過と概要

平成14年度は前年度の試掘結果と高速道路建設計画に伴う優先順位をもとに調査範囲を設定した。

米原4遺跡と宮戸4遺跡は鵡川の支流であるイモッペ川を挟む河岸段丘上の緩斜面から平坦部にある

連続した這跡であり、 このことから両遣跡の調査を同時に展開することを前提に計画を立てた。

米原4遺跡については、①イモッペ川に臨む細長い範囲(400m2) と②現町道米原11線部分と北東

側の牧草地(1,200m2)あわせて1,600m2である。また、宮戸4遺跡については、①町道米原1号の

南側にあたる平成12年度の調査範囲に続く部分(S地点1,200m2)、②水田部分とそれに連続する|日町

道部分(2,720m2)、③現町道米原2線部分(780m2)および前年度の試掘で明らかになった④樹林部

分の一部(1,300m2)のあわせて6,000m2を調査する計画である。なお、宮戸4遺跡S地点について

は平成12年度に一部(600m2)調査を終了しており、本書ではこの部分を合わせて報告する（図1－

4－1）。

調査に先立って4月中旬から、重機を導入し表土客土や前年度の排土、越冬養生のため積み上げた

土襄等を除去する作業を行った。引き続き厚さ40～50cmほどで遺物包含層を覆っている火山灰層(樽

前a降下軽石層、有珠b降下軽石層など）の除去作業を行い、本調査は5月7日より、宮戸4遺跡

のS地点と米原4遺跡の川に臨む部分から開始した。米原4遺跡については北東側の牧草地部分に

現町道が切り替ることから、 この範囲を含め最優先であった。

調査が順調に進む中、 6月中旬に現地調査事務所において、室藺開発建設部苫小牧道路事務所（以

下道路事務所） と埋文センターの間で進捗状況の報告・確認と宮戸4遺跡の今後の状況についての打

ち合わせが行われた。 この際、道路事務所側から宮戸4遺跡の「樹林部分」の発掘調査範囲8,000m2

のうち本線部分の海側寄りの3,200m2については道路設計の精査の結果「工事未施工範囲」 となるこ

とが示された。 この結果、 「樹林部分」において調査を必要とする範囲は4,800m2となり、 さらに当

初発掘を予定していた1,300m2の範囲の線引きも変更する必要が生じることとなった。また、 「樹林

部分」の調査に関しては、樹木伐採以前にイモッペ川の改修工事および町道米原2線の付け替え工事

が完了していることが前提条件として付加されていた。

樹木の伐採については5月の発掘開始当初から、早急に実施して頂きたい旨道路事務所側に要請し

ていたが、対外協議が難航し、 7月中の伐採は困難な状況となった。そのため「樹林部分」への調査

着手は9月を過ぎることが予想された。 しかし、発掘作業の進捗状況を推測すると町道部分を除く米

5



原4遺跡および宮戸4遺跡の調査は8月中には終了することが見通せた。 この時点で道路事務所側か

ら 「樹林部分」のうち樹木が少ない範囲を調査する方法の検討が示された。

以上のような現地の実情打ち合わせの結果を北海道教育委員会文化課へ報告した。 これを受けた文

化課では道路事務所と今後の発掘調査について協議した。文化課では道路事務所から提示された樹木

を伐採しない調査方法では作業効率が低く、 また工事着手時期に不確定要素が多いことを指摘したう

えで、新たに厚真町浜厚真3遺跡を取り込む内容の検討を道路事務所側に打診している。浜厚真3遺

跡は平成15年度の調査が予定されていたものである。宮戸4遺跡の現場においても文化課からこの調

整内容についての連絡を受けた。

宮戸4遺跡の「樹林部分」等の取り扱いを含む道教委文化課と道路事務所間での調整は引き続きな

されていた。その間発掘調査は進展し、樹木の少ない部分の調査を進めるため道路事務所との間で

範囲の確認、 また線引き等の作業を進めていた。

このような中、 7月4日苫小牧道路事務所から、 「樹林部分」については次年度以降に先送りし、

その代替えとして厚真町浜厚真3遣跡を取り込む内容が提示され、 7月中旬には協議がなされた。そ

の結果、今年度の宮戸4遺跡の調査対象面積は1,300m2減の4,700m2となり、 これに代わり浜厚真3

遺跡の2,600m' (当初計画）が新たに組み込まれることとなった。 これに伴い、 7月下旬からは宮戸

4遺跡水田部分の調査と並行し、浜厚真3遺跡の調査準備に取り掛かった。

米原4遺跡は6月下旬に町道米原11線部分を除くすべての調査を完了、 また宮戸4遺跡については

7月の豪雨、 8月の天候不順で、水田部分が何度も冠水するなど調査にやや手間取ったところもある

が、 8月下旬には町道米原2線部分を残し終了した。 8月末には調査再開に備え一部現地事務所は宮

戸4遺跡に残し、調査員作業員はともに浜厚真3遺跡に移動し、 9月上旬には本格的調査に着手し

た。

10月下旬までの現地調査期間内に2か所の町道およびイモッペ川の切り替え工事は行われなかった

ことから、両遺跡の町道部分は樹林部分同様次年度以降の調査範囲となっている。今年度の最終的な

調査面積は米原4遺跡が975m2、宮戸4遺跡は4,550m2である。現地発掘終了時には宮戸4遺跡の町

道路肩に凍上、崩落防止のため土襄による越冬養生を施した。 （遠藤香澄）

5 調査結果の概要

（1） 米原4遺跡

米原4遣跡は、現海岸線から約3.5km内陸のイモッペ川右岸、標高20～30mの段丘上に位置する。

対岸には宮戸4遺跡がある。平成12年度に町道米原1号線の西側(A地区)と東側(B地区)、合計2,311

ln2が発掘調査されている（北埋調報153)。今年度はB地区の975m2を発掘調査した。

調査区内の地形は、平成12年度調査区を挟んだ南北で異なる。南側はイモッペ川へと下る斜面で、

上流側では傾斜が幾分緩やかになっている。北側は段丘縁辺の緩斜面にあたる。中央から東側は削平

されていたが、西側ではイモッペ川へ向かう沢地形が検出された。

土居は平成12年度と同様で、 I層：表土・耕作土、 I層：樽前a、樽前b、有珠bの各テフラ、 Ⅲ

層：黒色腐植土、 Ⅳ層：褐色腐植土、 V層：黒色腐植土、 Ⅵ層：褐色土（漸移層)、 Ⅶ層：明黄褐色

ローム質土、 Ⅷ層：支笏第1テフラ、である。遺物の多くはV層中～下位の出土である。 Ⅳ層は沢な

どの窪んだ地形で部分的にみられた。なお、Q55区付近ではⅢ層以下が礫層となっている。その一部

を50cm程掘り下げたが遺物は出土しなかったため、調査は部分的に行った。

今年度検出された遺構は、住居跡H－4の未調査部分、土坑2基(P-5 ･ 6)、 Tピット1基(TP

6



l 調査の概要

表1－5－1 検出遺構数一覧
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表1－5－2 米原4遺跡出土遺物点数一覧
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表1－5－3 宮戸4遺跡出土遺物点数一覧
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l 調査の概要

－8）、焼土10か所(F-14～23)、集石lか所(S-2)である。平成12年度は、竪穴住居跡6軒、土坑

4基、 Tピット4基、焼土1lか所が検出されており、時期は縄文時代中期後半～後期初頭とされてい

る。今年度調査した遺構も、検出された層位や遺物の出土状況からみて同時期のものが多いと推測さ

れる。なお、平成12年度に一部報告済のH－5は、今年度南西部分を調査した結果、風倒木痕と判

明したので住居跡としての報告を訂正する。

遺物は土器3,068点、石器等4,406点が出土している。土器は縄文時代中期後半のものが比較的多く、

以下、 同前期前半、早期後半、後期初頭、晩期後葉の順となる。晩期後葉の土器は前回の調査では出

土していない。前期後半、中期前半、後期中葉の士器もあるが数点に過ぎない。石器等は石鎌、石槍

・ナイフ、つまみ付ナイフ、スクレイパー、石斧、すり石、砥石等がみられる。なお、平成12年度の

遺物点数は土器12,908点、石器等23,497点である。 （山中文雄）

（2） 宮戸4遣跡

遺跡の立地基本土層については(1)で述べたので省略する。今年度は、 S地点と水田部分、合わせ

て4,550m2を調査した。 これまでに、遺跡全体で住居跡1軒、土器片囲い炉lか所、 Tピット25基、

焼土44か所、 フレイク・チップ1か所、集石4か所が検出されている。

①s地点

平成12･ 14年度の2か年にわたり、計1,800m2を調査した。遺構は土器片囲い炉lか所、 Tピット

10基焼土17か所、集石3か所を検出した。土器片囲い炉に使用されている土器は、縄文時代後期前

葉のタプコプ式に相当する時期のもので、 5個体分の破片が浅く掘り窪めた楕円形の穴の壁面に貼り

付けるように廻っている。炉の内側は非常に強く焼けており、黒曜石製の石槍1点のほか、多量のフ

レイク・チップが出土した。Tピットは宮戸3遺跡や斜面部分検出のものと同様に沢地形を意識して

作られている。焼土は大部分がV層下位～Ⅵ層上面で検出されており、 いくつかがまとまって形成さ

れている。集石はいずれも沢地形の内部に形成されたもので、大半の礫・礫片が被熱している。検出

層位や周辺の包含層出土の遺物などから、 Tピットは縄文時代中期後半～後期初頭、焼土・集石は同

前期前半の時期の遣構と考えられる。

遺物は、土器11,677点、石器等21,447点、石製品2点の計33, 126点が出土した。土器は縄文時代前

期前半の綱文式が最も多く、同後期前葉のタプコプ式がこれに次ぐ。他に早期後半の東釧路系、同前

期前半の静内中野式、同中期後半の天神山式、柏木川式、北筒式、 同後期前葉の余市式擦文時代の

ものが出土している。石器等も大部分がこれらの時期の所産と考えられる。

②水田部分

平成13年度調査区と接する部分、計2,750m2を調査した。現在は農業用水路として整備されている

イモッペ川の旧河道が確認された。上部の堆積状況などから、縄文時代後～晩期のころまでの河道と

推測される。検出遺構はTピット1基、焼土lか所、集石lか所である。Tピットは台地へと続く斜

面上に検出された。焼土・集石は旧河道の氾濫原で検出され、検出層位や周辺の遺物などから同早期

の所産と考えられる。

遺物は、土器3, 538点、石器等5,020点、土・石製品2点の計8,560点が出土した。土器は縄文時代

早期後半の東釧路系が最も多く、 同前期前半の綱文式これに次ぐ。他に、 同前期前半の静内中野式、

同中期後半の柏木川式などが出土している。石器等も大部分が早期後半～前期前葉のものであろう。

また、蛇紋岩製と考えられる勾玉1点が出土した。 （芝田直人）
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Ⅱ遺跡の位置と環境
1 位置と環境

北海道の南西部苫小牧市から日本海に抜ける地域は、地理学上の呼称として「札幌・苫小牧低地

帯」または「道央低地帯」 と呼ばれている。 この道央低地帯の南東端の太平洋に面する位置に遺跡の

所在する鵡川町がある。鵡川町は、道内屈指の一級河川鵡川の下流に位置し、北西は厚真町、北東は

穂別町、東は平取町、南東は門別町に接している。

鵡川町は昭和39年に道央新産業都市に指定され、隣接する厚真町とともに胆振地方を代表する穀倉

地帯である。その基幹作物は水稲が殆どを占め、酩農や軽種馬の牧場地帯にもなっている。

河川鵡川は日高山脈北部道央に源を発し、山間部を開折して南下する流路135km、流域面積1,251

km2を有する河川である。川名の鵡川には諸説あるが、 アイヌ語の「ムッカ・ペッ」 （塞がる川）か

らきたもので、 「鵡川が上潮のために砂で河口が塞がれるからである｡」 と言う説や、 「ムカプ」 「Muk
ツルニンジン ムカハ

-ap」羊乳草．ある・所）が鵡川となった説等がある（山田 1983)｡

鵡川はシシャモが遡上することでも知られており、 10月中旬から11月中旬までが漁期である。

この時期には多くの観光客が訪れる。また、河口域には、草原と干潟が発達しており、 ここは草原

性の烏や海岸性の烏が良く見られることから探烏会の場所として知られている。渡り鳥にとっては重

要な中継地の一つである。 「北海道野烏愛護会｣が1971年秋から1999年までに行った探烏会記録(2001

年6月）には多くの渡り烏が報告されている。なかでも春・秋に北上、南下するシギ・チドリの類は

多くの種が確認されている。

宮戸4・米原4遺跡はJR鵡川駅の東南東約5kmに位置している。鵡川の市街地からは一級河川

鵡川を隔て、その東岸の支流イモッペ川の両河岸にある。標高約20mの段丘上である。

イモッペは鵡川町宮戸の古名で、語義については諸説があるが、永田方正による「北海道蝦夷語地

名解」 （初版1891年：明治24年）の復刻版(1984年）には次の様に記してある。胆振国勇払郡の項で

ある。 Imokpe イモクペ陥（ヲトシ） ノ餌（エバ） ヲ置ク虚井目戸（井モクベ）村

イモッペとは魚を釣る「餌」などのことで、 このあたりでは昔よくミミズを掘ったといわれている。

（鵡川町史第二編第三章鵡川周辺のアイヌ文化／更科源蔵）

宮戸4・米原4遺跡は丘陵の末端部に立地しており、緩やかな沢地形が繰り返し入り込む場所であ

る。遣跡よりも上流側と丘陵上は畑や牧草地、あるいは荒地となっている。道路を含んだ土地の区画

は直線的で、樹林は土地区画に応じて直線的に延びるものが多い。針葉樹林はカラマツを主にするも

ので、広葉樹林はカシワを主とするものである。下流側には水田がある。これよりさらに下流域の｢川

東南幹線用水路」より北側の平坦部にも、一面に水田が広がっている。 しかし水田そのものの区画は

小さく、微地形の起伏に従ったものである。河川改修以前の自然地形は図1－1－2 ． 3を参照され

たい。調査区内の土性は、一様ではないが、 ほぼ全域に17世紀中葉の降下火山灰が認められた。

1663年降下の有珠b降下火山灰:Us-b、 1667年降下の樽前b降下火山灰:Ta-bである。 この火山

灰の下に縄文時代の遺物包含層である黒色土があり、その下位に褐色のローム質土がある。

基盤となる砂礫層の上面部分は、河川の浸食、 あるいは凍上現象の影響を受けた事が考えられ、波

打つところがある。また、連続性はないが、黒色土の上位には、 10世紀に降灰したと思われる白頭山

苫小牧火山灰:B-Tmも一部で確認することができた。 （笠原興）
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図Ⅱ－1－1 遺跡付置図
(この図は1999年、国土地理院発行の｢鵡川｣を複写したものである）
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図Ⅱ－1－2 50年前の地形図（ 1 ）
(1948･52年撮影の空中写真をもとに2001年12月に作成した地形図に加筆）
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~

図I-1-3 50年前の地形図(2)
(1948･ 52年撮影の空中写真をもとに2001年12月に作成した地形図に加筆）
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2 歴史的環境

「道央低地帯」の南東端に位置する鵡川から勇払、苫小牧にいたる広大な海岸低地帯はいつ頃形成

されたのであろうか。河野広道『続北方文化論』の中の「苫小牧地方古代史」の項には、千歳市美々

の貝塚付近が海岸から湖沼地帯に移った時期を約4千年前以後に想定しており、その頃から隆起し陸

化したものとされている。 日高国境の段丘地帯ができた洪積世後期頃（約2万年前）には気温の低下

により海水面は後退し、 日本列島は大陸と地続きとなっていた。 ところが沖積世（約1万年前）の初

め頃気候が温暖化し、海水面が上昇、北海道は2つに分かれ、苫小牧から石狩が海峡となって太平洋

と日本海はひと続きの海となっていた。その後も大小の温度変化による海水面の低下や、火山活動等

による変動がつづいた。 この頃、活発な火山の噴出等によって支笏湖や、洞爺湖等が誕生した。現在

の千歳市から苫小牧に向かう一帯は樽前山等の噴出物によっておおわれ、徐々に苫小牧から石狩は現

在の陸地に変わっていった。 これらの変動によって、鵡川を含む勇払原野一帯が海面下から誕生した

（鵡川町史第一編第二章地史・地質など)。

「ムカワ」は近世の頃、東蝦夷地の要地であった。苫小牧から勇払を経て海岸沿いに日高路へ抜け、

十勝や釧路、 または遠く根室へ通じる幹線陸路の主要経路であった。川・鵡川は舟で渡るのである。

この鵡川の東側約5kmにほぼ平行して南西へ流れる沙流川がある。沙流川と鵡川は、古来よりめお

と （夫婦）川としてアイヌ伝承がつたえられている。山田秀三は『アイヌ語地名の研究2」の中で次

のように注記している（山田 1983)｡

（中略） ｛鵡川のアイヌ系古老から聞いた話｝並んで流れている沙流川は男で、鵡川は女であった。

沙流川の古名がシシリ ・ムカなのに対し、鵡川は女なのでモ・ムカ（小さい．ムカ） と呼ばれ、そ

れから鵡川の音が生まれた。 《註、 この二つの並んだ有名な川が、共にmukaの音を持っていた。そ

こにこれら川名の謎がありそうである｡》

鵡川アイヌの人々の間では、 この鵡川を秋に遡上するシシャモは重要な食料資源であった。昼夜を

問わずに捕り、乾燥して一年中の食料として保存していた。シシャモは神の魚とされており、その漁

のある頃には河口に人々が近づく事、特に妊婦が近づく事を禁じていた。明治以前は、シシャモの漁

業権だけには取り決めがあり、ユクペツ（旭岡） 、キリカチ（花岡） 、モイベツ（春日） 、 カーナイ（春

日)、ケナシロ （豊城)、 イモッペ（宮戸)、チン（汐見）の各部落の人々のみが捕る権利を有してい

た。 このため、他の部落の人々はト．キ（坏）かエコロ （宝物）を持って行き、 シシャモをわけても

らうほかなかった。豊漁の時は川を歩くときに足が川底につかず､踏みつけるほどであったという(鵡

川町史第二編第三章)。

遺跡のある宮戸地区は鵡川の市街地の東側一帯日高国境の低い丘につながる地域である。

昭和の字名改正までは「イモッペ」 とよばれ、 「井目戸」 と表記されていた。明治の初期には柏山

（汐見3区）の地域にかけて広葉樹の密林であり、鵡川の河口につづくチンコタン（汐見2区） とと

もに、 アイヌの人々が群居する大きなコタンがあった。

会津常蔵『胆振管内概要』によれば、 「コシヤマインの反乱により各方面より旧土人が鵡川へ集結

し、そのまま住して今に至れり｡」 とある。それは現在の宮戸、汐見の両地区を示すものである。

また明治時代の鵡川はエゾシカ猟が盛んで、特に宮戸地区には猟師や仲買人が集まり、 当時の「勇

払郡役所日記』には、 「明治7， 8年頃は、胆振・日高一の賑わいを呈せり｡」 と記されている。

米原地区は宮戸の西側にある。昭和18年の字名改正まではオサネップと呼ばれていた。アイヌ語で

「熊が流れ出る程いる」または「魔物のいるところ」などという意味がある。開拓当初、 このあたり

はカツラやヤチダモなどの巨木が昼でも暗いほど生い繁っており、現在の春日あたりから犬の吠える

声を聞いて、向う岸にも部落があるらしいと想像する有様であったという。 （笠原）
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図Ⅱ－2－1 5万分の1地形図
(この図は1921年、大日本帝国陸地測量部発行の｢鵡川｣を複写したものである）
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3 周辺の遺跡

北海道教育委員会作成の埋蔵文化財包蔵地カードによると、鵡川町には43か所の遺跡が登録されて

いる。そのほとんどが鵡川本流とその支流の河岸段丘に分布している。 これまで昭和30年代に花岡・

汐見・春日・二宮の所在確認調査、鵡川盛土墳墓群および花岡l遺跡の調査昭和50年代の町内遺跡

の所在確認調査、鵡川盛土墳墓群の範囲確認調査が行なわれている。そして、平成12 ･ 13年には日高

自動車道建設に伴う宮戸3遺跡・宮戸4遺跡・米原3遺跡・米原4遺跡の発掘調査と米原5遺跡の工

事立会調査が行なわれた。

縄文時代の遺跡は38か所で、縄文時代早期18か所、前期21か所、 中期21か所、後期3か所、晩期8

か所である。続縄文時代の遺跡は8か所、擦文時代の遺跡は6か所、 アイヌ文化期の遺跡が6か所で

ある。そのほとんどの遺跡において時期が重複する。 （表Ⅱ－3－1）。

縄文時代早期の遺跡には花岡1遺跡、二宮遺跡春日遺跡花岡3遺跡トンニカ遺跡宮戸遺跡、

花岡2遺跡パンケニウキナイ1遺跡、パンケニウキナイ2遺跡、ニクトンナイl遺跡ニクトンナ

イ2遺跡、ピタルシナイ2遺跡豊城4遺跡、米原3遺跡宮戸3遺跡、宮戸4遺跡米原4遺跡

米原5遺跡がある。 このうち、早期前半の二宮遺跡からは多数の石斧と共に暁式土器が出土している。

平成12年度に当センターで調査した宮戸3遺跡からは条痕文土器等が出土した。 （北埋調報153)｡

縄文時代前期の遺跡には、花岡1遺跡、春日遺跡柏山遺跡、花岡3遺跡、チン川左岸2遺跡豊

城2遺跡、パンケヤラ遺跡モイベツ遺跡、 トンニカ遺跡、宮戸遺跡、花岡2遺跡、パンケニウキナ

イ1遺跡ペンケニウキナイ遺跡オブスケ遺跡、チン川左岸3遺跡、豊城4遺跡、二宮2遺跡米

原3遺跡、宮戸3遺跡宮戸4遺跡米原4遺跡がある。 このうちの柏山遺跡は、 ライパチン川の右

岸段丘緩斜面の標高10～20mに位置している。 1976 (昭和51)年の苫東開発の団地造成に伴う範囲確

認調査により、静内中野式や、植苗式系の土器等が出土している。また、モイベツ遺跡パンヤケラ

遺跡等からも静内中野式土器が出土している。

縄文時代中期の遺跡には、花岡1遺跡、春日遺跡花岡3遺跡チン川左岸l遺跡、豊城2遣跡、

トンニカ遺跡サッペサ遺跡、オルイカチャシ跡、花岡2遺跡パンケニウキナイ1遺跡ペンケニ

ウキナイ遺跡、ピタルシナイl遺跡オブスケ遺跡、米原第一遺跡、米原第二遺跡米原3遺跡宮

戸4遺跡、米原4遺跡がある。平成12年度の米原3遺跡の調査では中期末葉の竪穴住居跡2軒と土壌

を検出し、円筒土器上層式、萩ケ岡1式、柏木川式、北筒式土器等が出土している。 （北埋調報153)｡

縄文時代後期の遺跡は少なく、花岡1遺跡パンケニウキナイl遺跡米原3遺跡、宮戸4遺跡が

ある。今年度の宮戸4遺跡の調査では、 タプコプ式に相当する土器片囲い炉がlか所検出されている

（第Ⅳ章－2参照)。

縄文時代晩期の遺跡では、花岡l遺跡二宮遺跡豊城2遺跡豊城3遺跡藤高沼遺跡、 トンニ

カ遺跡パンケニウキナイ2遺跡がある。花岡l遺跡は鵡川の左岸河岸段丘の標高約25mに位置して

いる。 1963 (昭和38)年4月に鵡川町教育委員会によって調査が行なわれ、縄文時代晩期から続縄文

時代初頭の土壌墓20基が検出されている（大場・扇谷1964)｡

続縄文時代の遺跡には、鵡川盛土墳墓群花岡1遺跡、春日遺跡、 トンニトイ遺跡豊城3遺跡、

藤高沼遺跡パンケニウキナイ1遺跡米原3遺跡がある。鵡川盛土墳墓群はチン川とライパチン川

の合流地点の東、標高20mほどの河岸段丘上に位置している。周溝をもつ墳墓内から6基の土壌墓が

検出された。昭和41年に北海道指定史跡に登録されている。擦文時代とアイヌ文化期が主である汐見

2遺跡は多数の竪穴住居跡があることが想定され、ムカワプトコタンの跡地である可能性が示唆され

ている（扇谷1977)｡ (笠原）
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I 遺跡の位置と環境

表1－3－1 鵡川町の遺跡一覧(1)

所在地

汐見189 1･6

花岡10

春日70－1

二宮117-2ほか

春日245-1ほか

汐見94－1 ．2

汐見243-1ほか

花岡236-17

汐見301-1

汐見230 1

豊城347

豐城347

春日308-128

春日176

豐城176

汐見197･198

汐見204-2

汐見316ほか

宮戸157-2～5

宮戸263

米原490-1･2

花岡285-8

花岡308

花岡288-1ほか

生田240-22

生田241 1～3

生田244-12

生田244-13

生田167

有明87

有明47－1

有明15ほか

汐見225-4

春日70-13

二宮435 3

米原585-1ほか

米原517ほか

米原449-1ほか

宮戸183-1

宮戸179-1ほか

二宮487-6ほか

米原394ほか

米原704ほか

立 地

鵡川左岸､チン川･ライパチン川合流点東位段丘

鵡川左岸段丘

鵡川右岸､ケナシロ川左岸の舌状台地

ニタチナイ川右岸台地の南向き傾斜地

鵡川右岸台地先端～河川敷

鵡川左岸､海岸段丘の西端

ライパチン川右岸段丘緩斜面

鵡川左岸､ポンハルオマナイ左岸段丘

別
墓
墓
訓
認
識
訓
誰
識
訓
謎
謎
認
識
認
識
訓
誠
謎
謎

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

種
墳
墳
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤

名 称

鵡川盛土墳墓群

花岡1 (旧花岡)遺跡

豐城1 （旧豊城)遺跡

二宮遺跡

春日遺跡

トンニトイ(旧汐見l区)遺跡

柏山(旧汐見団地)遺跡

花岡3遺跡

チン川左岸1遺跡

チン川左岸2遺跡

豊城2遺跡

豊城3遺跡

パンケヤラ遺跡

モイベツ遺跡

藤高沼遺跡

汐見2遺跡

汐見3遺跡

トンニカ遺跡

サッペサ遺跡

宮戸遺跡

ケナシノシケオマナイ遺跡

オルイカチャシ跡

ルベシナイ遺跡

花岡2遺跡

パンケニウキナイ1遺跡

パンケニウキナイ2遺跡

ニクトンナイl遺跡

ニクトンナイ2遺跡

ペンケニウキナイ遺跡

ピタルシナイ1遺跡

ピタルシナイ2遺跡

オブスケ遺跡

チン川左岸3遺跡

豊城4遺跡

二宮2遺跡

米原第1遺跡

米原第2遺跡

米原3遺跡

宮戸3遺跡

宮戸4遺跡

二宮3遺跡

米原4遺跡

米原5遺跡

霊
－
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

５

６

７
’
８
’
９
｜
恂
一
Ⅶ
｜
吃
一
個
一
脚
幅
一
旧
一
Ｔ
旧
一
旧
一
加
一
訂
一
理
一
銅
一
浬
一
路
一
配
刀
一
調
一
羽
釦
訓
詑
調
一
訓
一
弱
詑
一
師
犯
調
一
如
一
酬
一
蛇
一
網

チン川左岸段丘舌状台地

チン川左岸段丘舌状台地

鵡川右岸､オコツ山南斜面

鵡川右岸､オコツ山南斜面

鵡川右岸､モイベツ川左岸山裾

鵡川右岸､モイベツ川･鵡川合流点南東舌状台地

鵡川右岸､藤高沼(鵡川旧河床)西岸

ライパチン川左岸段丘

ライパチン川右岸段丘

チン川右岸､人口池の北側台地

鵡川左岸沖積地の舌状台地

鵡川左岸沖積地の舌状台地先端

鵡川左岸段丘

鵡川左岸｡オルイカ川右岸台地舌状先端部

鵡川左岸｡ルベシナイ水源地東位

鵡川左岸段丘

鵡川左岸段丘

鵡川左岸段丘､ニクトンナイ川岸

鵡川左岸｡ニクトンナイ川北東

鵡川左岸｡ニクトンナイ川北東

鵡川左岸｡ペンケニウキナイ川西の台地下

鵡川左岸｡オブスケ川とアリアケ川の間

鵡川左岸｡アリアケ川右岸

鵡川左岸｡オブスケ川南岸の台地

チン川左岸段丘

鵡川右岸台地上

入鹿別川支流､イリシカベツ川右岸台地

チン川源流部の丘陵､南北に伸びる舌状台地

オサネップ川源流部の丘陵

イモッペ川上流右岸の台地

イモッペ川中流左岸の台地

イモッペ川中流左岸の台地

入鹿別川左岸の台地

イモッペ川中流右岸の台地上

チン川上流右岸の台地

遺物包含地

遺物包含地

鋤
認
識
誠
誠
識
訓
訓
訓
識
識
識
鈍
誠
訓
誠
誠
訓
鈍
認
識
訓

寿
鎚
鋤
鋤
蝿
鋤
鎚
恥
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鞭
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鎚
》

文献

1 ,大場利夫・扇谷昌康

2，鵡川町史編纂委員会

3，扇谷昌康

4，赤石慎三

5，財団法人北海道埋蔵文化財センター

6，兵藤千秋

7， 田才雅彦・宗像公司・今村繁吉

8，財団法人北海道埋蔵文化財センター

｢勇払郡鵡川遺跡」 『北方文化研究報告』第19輯

『鵡川町史』鵡川町

『鵡川町遺跡分布調査報告書』鵡川町教育委員会

｢鵡川町パンケニウキナイ遺跡出土資料について」 『北海道考古学』第19輯

『鵡川町米原3遺跡・宮戸3遺跡・米原4遺跡』 （北埋調報第153集）

『北海道勇払郡鵡川町米原3遺跡』鵡川町教育委員会

『米原5遺跡』鵡川町教育委員会

『鵡川町宮戸4遺跡』 （北埋調報第168集）

４

８

７

３

１

１

２

２

６

６

７

８

０

０

０

０

９

９

９

９

０

０

０

０

１

１

１

１

２

２

２

２
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表Ⅱ－3－2 鵡川町の遺跡一覧(2)

期時

縄 文

早期|前期|中期|後期|晩期

文献番号 特徴・その他アイヌ

文化期
続縄文 擦文

昭和38年､大場･扇谷ほかの調査により艦土墳墓(続縄文初頭)確認。

1号墳墓で墓塘6基検出｡昭和41年､道指定｡標柱あり。
○ ◎

1 心勾

L ・色｡｡1

昭和38年､大場･扇谷ほかの調査により墓壌(縄文晩期)20基検出。

昭和43年造田工事で包含層は破壊され畦に若干残存｡遺構は現存。
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○○２ 1．3

時期不明 豊城2遺跡と沢ひとつ隔てた北東岸舌状台地。3

暁式土器｡中央部は土取りにより消滅。

高田氏宅裏手から二宮公民館に至る範囲で遺物採取。
○ ○4 3

○’○○ Ｐ
Ｆ
ｏ
庁

○
’
○

川西幹線用水路が中央を貫通。

遺跡北側70×50mが土砂採取のため消失｡これにより包蔵地消失。

苫東開発に伴う住宅団地3予定地｡標柱あり。

ほとんどの部分が削平され造田されているが､一部現地形を残す。

農道カット面に遺構｡標柱あり。

削平され腐植土露出｡標柱あり。

５
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
ｕ
ｌ
岨
一
喝
Ｍ
喝

３
３
ｌ
３
ｌ
３’

○
’
○
’
’
○

○
’
○
’
’
○
’
○

’

○

｜

｜

’

:+5
３

ｌ

３

ｌ

３

３

３

○
’
○ 中央部を道路貫通。

○’ ○

相当数の竪穴を有する住居跡群｡ムカワプト･コタン跡地の可能性大。

八王子千人同心の開拓用水路が付近にある。
○ ○16 ３

時期不明

○○○ ○

○

○○

○

○

時期不明

○○○

○○○○ ○

○ ○

○

○

○○

○

○

○○

○

○○

○

○

○

○○○○ ○

○○

○○○○ ○

時期不明

○’○’○’ ’ ’
○l l l l

造田工事により土砂採掘された崖面から黒曜石細片多数出土。

トンニカ･コタンの跡地。

サッペサ･コタン跡地。

白樺を植林し保護しているので保存状態良好。

東方にアイヌ墓地､土葬墓現存｡｢米原遺跡｣は墓地付近一帯と推定．

弧状の満が東西各一本残存｡

３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
郷
－
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
３
ｌ
３

Ⅳ
｜
鳩
一
四
一
別
一
刻
一
型
羽
型
一
妬
一
羽
”
鍋
羽
一
釦
一
別
一
弛
一
粥
弘
一
妬
一
調
一
訂
一
羽
一
羽
一
如
姐
一
蛇
一
媚

○
’
○

○

昭和40年の農地改善事業でほとんど破壊され丘陵の一部に残存。

近年の農地改良で撹乱を受けている。

上取りによりほとんど壊滅｡背後にアイヌ墓地あり。

アリアケ川を挟み､ピタルシナイl遺跡と対時｡背後にアイヌ墓地あり。

周囲を沢が囲む。

長年の心土破砕により､撹乱されている｡破壊に近い状況。

保存状態良好｡

保存状態良好。

南端部～南東側緩斜面で土器･石斧片出土｡台地中央部にTピット。

丘陵の頂部付近でTピット確認。

縄文時代早期後半の焼土､中期末の竪穴住居跡｡平成12.13年洲査。

繩文時代のTピット､焼土｡平成12年発掘調査。

縄文時代早期の石器制作吐｡縄文時代のTピット｡平成12.13.14年調査。

隣接地の農地造成事業に伴う表面踏査により石槍片採集。

縄文時代中期後半の竪穴住居跡｡平成12.14年発掘調査。

縄文時代のTピット｡早期の遺物｡平成13年発掘調査。

邪
－
５
’
８

５

７
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Ⅲ調査の方法、遺物の分類

Ⅲ調査の方法、遺物の分類
1 調査区の設定と調査の方法

（1） 調査区（グリッドの設定）

基本図

基本図には国士交通省北海道開発局室蘭開発建設部の「日高自動車道鵡川町田浦米原間用地測量業

務現況平面図1,000分の1図」を使用した。

調査区（グリッド）設定

平成12年度に諸事情から、 STA.30300から90．北東に振った線とMラインとの交点をM49として

5m方眼を設定したため、 これを踏雲した。 この方眼は北東端交点にあるアルファベットとアラビア

数字の組み合わせで呼称し、 さらに必要に応じて2.5m方眼に4分割して小発掘区とした。小発掘区

は北西端から反時計廻りにa、 b、 c、 d， と呼ぶ（例:M10) (図Ⅲ-1－1)｡

座標値

世界測地系のTKY2JGDによる座標変換(ver. 1.3.79、 parJGD2000-TokyoDatumVer.2. 1. 1)

は以下の通りである。

STA.30100 B=42｡ 33' 56.8998" L=141｡ 58' 45.0513" X=-159285.025mY=-22235.488m

G-9 B=42｡ 33"57.9000" L=141｡ 58' 47. 1786" X=-159254.321mY=-22186.872m

STA.30300 B=42｡ 33' 51.4302" L=141｡ 58' 49.75741"X=-159454. 123mY=-22182.693m

G-49 B=42｡ 33' 52.4303" L=141｡ 58' 51.8847" X=-159423.420mY=-22080.077m

（2） 調査の方法

今年度の調査範囲は、鵡川支流のイモッペ川と町道米原1号と交わる付近である。町道米原1号南

側の右岸が「米原4遺跡｣、左岸が「宮戸4遺跡S地点｣、北側の左岸斜面から河川敷が「宮戸4遺

跡水田部分」である。工事の工程上、米原4遺跡と宮戸4遺跡S地点の調査を先行した。

包含層調査

厚さ40～60cmの表土（米原4遺跡と宮戸4遺跡S地点・水田部分の斜面）および水田客土・耕作

土（宮戸4遺跡水田部分)、 17世紀中葉の降下火山灰層である樽前b降下軽石層(Ta-b)、有珠b降下

軽石層(Us-b)を重機で除去し、その下の黒色土層（Ⅲ層）から人力調査を始めた。まず、表土除去・

杭打ち後にⅢ層上面に残った厚さl～5cm程の火山灰をジョレンで除去した。 Ⅲ～Ⅵ層の各層は、調

査区ごとに遺物の多寡土層の変化を見極めながら移植ゴテと三角ホーにより2cmずつ掘り下げ、遺

構・遺物が確認されなかった部分については、スコップにより深さ2～5cmの細かい刻み目を入れた

後、 ジョレンにより土を除去するという方法を繰り返して掘り下げて調査した。本来的な遺物包含層

であるV層については、上位・中位・下位の3段階に分けて調査した。

遺構調査

包含層調査の際に遺物がやや集中して出土した部分については、土居観察用のベルト （土手）を十

文字に残して薄く平面的に掘り下げた。落ち込みが確認されたTピットについては、その短軸で半裁

して土層観察用の面を残して掘り下げた。いくつかのTピットは長軸で半裁してある程度掘り下げ、

遺構の確認面を実測後に土層観察用の面側を残してその手前を掘削する、いわゆる「縦割り調査」を

行なった。焼土は、その周囲の同じ面の遺物との関係、焼土同士の関係の把握に努めた。集石は層位

ごとに各グリッドで1rn方眼を設定して取り上げた。
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Ⅲ調査の方法、遺物の分類

遺物の取り上げ

包含層の遺物は位置や層位を記録し、小発掘区ごとに取り上げ番号を付け取り上げた。微細な遺物

の密集部分や焼土は土壌ごと取り上げて水洗により遺物を採集した。遺構の遺物は実測図により位置

層位、標高を記録して取り上げた。出土状況に応じて写真や出土状況図など詳細な記録化に努めた。

遺物整理の方法

出土した遺物は、野外作業と並行して現地で水洗作業大まかな遺物の分類、カード作成、遺物収

集帳作成、注記を行なった。秋からは遺物を江別の埋文センターに搬送し、分類カード・遺物収集

帳・注記の点検や補正、土器の接合、石器の実測を進めた。冬期の室内作業では、土器の個体識別、

接合・復元、石器や黒曜石剥片・礫片の接合、土器・石器の実測・製図、集計、写真撮影、記録類の

整理を行なった。土器の接合・復元作業においては、 同一個体ごとにまとめて遺構間、遺構と包含層

間や層での破片の接合状況を明らかにすることに努めた。

注記作業の実際

10円玉大以上の土器片、注記が実測を妨げない石器等、有意の礫・礫片を対象とし、遺跡略号（ヨ

ネ4、 ミヤ4)、調査区・小発掘区または遺構名、遺物番号、層位の順に、 白のポスターカラーによ

り記入し、その上にラッカーを塗布した。例えば、米原4遺跡のH－4の覆土2から出土した遺物

番号204の遺物は「ヨネ4.H-4.204.フク2｣、宮戸4遺跡S地点のY36グリッドb小発掘区のV

層下位から出土した遺物番号17番の遺物は「ミヤ4.Y-36-b・ 17.V下」 と記入される。

（鎌田望）

2 土層の区分

（1） 基本土層

米原4・宮戸4遺跡の土層は、以下に示した区分を用いた。米原4遺跡のイモッペ川に面した急斜

面は、水流により土砂が大きく快られて崩落しており、層序の不整な堆積を示す。宮戸4遺跡S地

点のイモッペ川へ向う沢の内部と小高い尾根上では、特にV層より下部の土層に違いが見られた。す

なわち、沢内部では低位のWll層に含まれる礫がV～VI層まで自然営力で上がってきている。 これに対

して尾根上ではⅥ･ VI層が見られず、 V層の直下にVII|層の火山灰が分厚く堆積している。また、水田

部分は、 V～Ⅵ層中にイモッペ川の旧河道を挾み込んでおり、広範囲に水成層の堆積が見られた。 こ

れらの局地的な特徴は各遣跡の土層断面中に説明を付した。

I層現地表面直下の土層。近現代の土地利用の有無により2つに区分した。

Ia層耕作土・盛土人為的撹乱層。層厚約40～60cIn・調査区の大部分を覆う。

Ib層表土黒色(7.5YR1. 7/1)腐植土 Ⅱa層が土壌化したもの。層厚約5～15cm・標高の

高い部分では耕作によりほとんど残存していない。

Ⅱ層縄文～擦文時代の遺物包含層の上部に堆積する火山灰を一括してⅡ層とした。火山灰の降下年

代とその種類により4つに区分する。

Ⅱa層浅黄榿色(10YR8/3)火山灰樽前a降下軽石(A､D. 1739年）主体層厚10cm前後。粒径

0. 5mm以下。耕作が及ばない地形の低いところにみられる。

Ⅱb層黄灰色(2.5Y6/1)火山灰樽前b降下軽石(A.D. 1667年） 層厚15cm前後。粒径1.0～1.5

,,'と、粒子は粗めである。

Ⅱc層褐灰色(10YR4/1)火山灰有珠b降下軽石(A.D､ 1663年）主体層厚1～2cm程度と

非常に薄い。有珠b－l～6のいずれかに属する。粒子が細かく、一部は腐植化している。
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Ⅱd層灰白色(10YR8/1)火山灰有珠b降下軽石(A.D. 1663年)。 層厚15cm前後。粒径1.0

~3.0111m。 この軽石層の直下にフオール・ユニットを異にする粒子の細かい褐灰色(10YR5/

l)火山灰が見られる。

Ⅲ層黒色(10YR2/l)腐植土層厚3～5cm･水分を含むとやや粘性を帯びる。縄文時代晩期～擦

文時代の遺物を包含する。 Ⅳ層が見られない部分ではV層との層界は不明瞭である。

Ⅳ層火山灰と腐植土からなる、風成と腐植化が成因の層。以下の2つに区分される。

Ⅳa層にぶい黄榿色(10YR6/4) 白頭山一苫小牧降下火山灰(A.D. 10世紀中頃）主体層厚2

~5cm程度。斜面や低地部分にのみ見られる。

Ⅳb層褐色(7.5YR4/4) 樽前c降下軽石(B.C.300年頃）を一部に含む腐植土層厚5cm前後。

比較的広範囲に見られるが、標高の高い部分で厚くなる傾向がある。

V層黒色(10YR1. 7/l)腐植土層厚約20～40cm。 Ⅲ層よりも粒子がきめ細かく、よくしまる。縄

文時代早～晩期の遺物を包含する。上位・中位・下位に分層して調査した。

Ⅵ層褐色(10YR4/4)～にぶい黄褐色土(10YR5/3) 漸移層層厚40～50cm・上面には縄文早期

の遺物を包含する。

Ⅶ層支笏第1降下軽石の風化層水分を含むと粘性に富む。以下の3つに区分される。局地的に様

相が異なっており、標高の高い部分以外ではⅦa･mb層のどちらかは見られない。

Ⅶa層にぶい褐色(10YR4/3) ローム質粘土層厚20～30cm・上部に粒径の小さい軽石のブロ

ックが見られる。 Ⅵ層との層界は明瞭ではない。

Ⅶb層明黄褐色(10YR6/8) 未風化の軽石が主体層厚15～30cm・部分的にロームがラミナ状

に入る｡Ⅷa層との層界は明瞭ではない。

Ⅶc層褐色(10YR4/4)～暗褐色(10YR3/4) シルト質粘土層厚

約30～60cm・細砂が幅1～2cmでラミナ状に入る。 Ⅶb層との層

界は明瞭である。

Ⅶl層明黄褐色(10YR6/8)火山灰支笏第1降下軽石層厚2m以上。

沢地形の内部では円礫もしくは亜円礫がぎっしり充填する礫層となる。

（2） 遺構の土層説明

米原4．宮戸4遺跡の調査では、基本的に各遺構の調査担当者による土

層の観察方法をそのまま用いて表記している。

米原4遺跡の遺構内覆土の土層注記については、土色と堅密度（『土壌

調査ハンドブック』ペドロジスト懇談会1984)を用いて示した。ただし、

一部の焼土については『新版標準土色帖』 （小山・小笠原1997)によって

土色を判断したものである。

宮戸4遺跡の遺構の士層説明は、基本的に平成13年度『鵡川町宮戸4

遺跡』 （北埋調報168)での表記方法に準じている。土色は、現場での調査

段階では『新版標準土色帖』により観察したが、土層の一様でない色調の

内、代表的なもののみを記した。土質は、明確に由来が判断されたものに

は基本土層の層序を、それ以外には客観的に肉眼で観察される腐植土・ロ

ーム・パミスなどの表記を用いた。 1種類の土壌が80％以上の割合を占め

る士層については「主体｣、複数の土壌が混じり合う土層については、割

合の多いものから順に「混合」 として表した。他に必要に応じて、土のし

まり ・粘性・含有物などの特徴を記した。 （芝田）
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Ⅲ調査の方法、遺物の分類

3 遺物の分類

（1） 土器

分類にあたっては、石狩低地帯、噴火湾～太平洋沿岸での調査結果を基にした分類を踏襲した。出

土した土器には縄文時代早期から晩期のもの、続縄文時代のものがある。縄文時代早期の資料をI群

とし、以下順次前期中期、後期、晩期をⅡ群、 Ⅲ群、 Ⅳ群、 V群とした。続縄文時代のものはⅥ群

擦文期のものはⅦ群とした。

I群縄文時代早期に属するもの。

a類：貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などのある土器群。

b－1類：東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b－2類：コッタロ式に相当するもの。

b－3類：中茶路式に相当するもの。

b－4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

II群縄文時代前期に属するもの。

a類：縄文の施された丸底・尖底の土器群。

a－1類：綱文式に相当するもの。

a－2類：春日町式、静内中野式に相当するもの。

b類：円筒土器下層式、植苗式、大麻V式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属するもの。

a類：円筒土器上層式、萩ヶ岡1式に相当するもの。

b類：円筒土器に後続する土器群。

b－1類：天神山式、萩ケ岡2式、 ・萩ケ岡3式に相当するもの。

b－2類：柏木川式、萩ケ岡4式に相当するもの。

b－3類：北筒式、 トコロ6類煉瓦台式あるいは静狩式に相当するもの。

IV群縄文時代後期に属するもの。

a類：余市式、 タプコプ式、手稲砂山式、入江式、大津式に相当するもの。

b類：ウサクマイC式、船泊上層式、手稲式、鯆澗式に相当するもの。

c類：堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類：大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類：大洞Cl式、大洞C2式に相当するもの。

c類：大洞A式、大洞A'式、 タンネトウL式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属するもの。

a類：大狩部式、 トニカ式、東歌別式に相当するもの。

b類：恵山式に相当するもの。

c類：後北式に相当するもの。

Ⅶ群擦文時代に属するもの。 (鎌田）
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（2） 石器等

平成12年度に調査した米原3 ･宮戸3 ･米原4遺跡での袖岡による石器分類（北埋調報153)を基

本的に踏襄したが、 3か年の調査結果を踏まえて新たな要素を加味し、若干の修正を行った。石器の

特性や機能に直接言及するため、記号は用いていない。それぞれの未製品や破損品破片、剥片など

は本来の分類に含めた。

1 ）剥片石器

石鍼 スクレイパー 両面調整石器

石槍・ナイフ ピエス・エスキーユ 石核・原石

石錐 Rフレイク

つまみ付ナイフ Uフレイク

2）剥片

フレイク・チップ（｢フレイク」で統一した）

3）磨製石器

磨製石斧・石斧石材・擦切残片（すべて「石斧」に含めた）

4）礫石器

たたき石 北海道式石冠 石鋸（今年度は出土していない）

くぼみ石 扁平打製石器 砥石

すり石 石錘（今年度は出土していない） 台石

5）礫・礫片

加工痕のある礫

礫・礫片（人為的な打ち割り ・被熱の可能性があるもの）

軽石（砥石の一部の可能性があるもの）

（3） 土製品・石製品

1 ）土製品

円盤状土製品 板状土偶（今年度は出土していない）

焼成粘土塊 三角形土製品（今年度は出土していない）

2）石製品

勾玉 異形石器 石のみ型石製品

（4） 黒曜石

米原4遺跡から出土した黒曜石製遺物828点（微細遺物回収用の土壌から検出されたタ米原4遺跡から出土した黒曜石製遺物828点（微細遺物回収用の土壌から検出された分

(芝田）

を除く）に

ついて、 肉眼観察により以下の7つに分類した(A～D、 G、 I、 Z)｡ (A)挟雑物がみられず色みのない

もの、 (B)赤みが混じるもの、 (C)梨肌のもの、 (D)粒状の球穎が混じるもの、 (G)暗い灰色が不定形に

混じるもの、 (1)暗い灰色地に黒色の流紋がみられるもの、 (Z)被熱により観察できないもの。さらに、

原石面があるものについてはその形状を区別するため、 (a)円礫(b)角礫に分け、 どちらか判断し

難いものは(c)有、 とした。また、原石面のないものには(d)無という記号を付し、上記7つの分類

と組み合わせた。 （例）赤みが混じり原石面がないもの→Bd｡

(A)～(D)以外は、整理の過程で特徴的な黒曜石が見つかるごとにアルファベットの記号をつけ増や

していった。 FやHがないのは、分類の見直しを行い2つの分類を1つにしたことによる。なお、

同じ黒曜石であっても、部分的な違いのために2つ以上の分類になってしまうことがある。 （山中）
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Ⅳ米原4遺跡

Ⅳ米原4遺跡
1 遺構および遺構出土の遺物

（1） 慨要

今年度の米原4遣跡B地区では、住居跡1軒(H-4の未調査部分)、土坑2基(P－5 ･ 6)、 Tピ

ット1基(TP-8)、焼土9か所(F-14～23)、集石lか所(S-2)が検出された。

住居跡(H-4)はイモッペ川への斜面肩部分に位置する。平成12年度に南西壁部分を除く大半を

調査済である。時期は床面出土等の土器から、縄文時代中期後半と推測される。

土坑はH-4の東側で1基(P-5)、北側調査区の沢への肩付近でもう1基(P-6)検出された。

平面形態はどちらも楕円形で規模も類似する。覆土と周囲の遺物出土状況等から、 P-5 ･ 6とも縄

文時代中期後半の可能性がある。

Tピット(TP-8)は北側調査区で検出された。北側調査区の中央から東側は削平されていたが、

周囲の地形からみて緩斜面に構築されたものであろう。底面は溝状を呈し、杭跡等はみられない。形

態の類例から、縄文時代中期後半～後期初頭の時期と推測される。

焼土は2つのまとまりがみられる。 1つは北側調査区にある沢への肩付近で8か所(F-14～21)、

もう1つは南側調査区のイモッペ川への肩部分で2か所(F-22･23)である。北側の焼土は検出され

た層位と周囲の遺物出土状況から、縄文時代後期初頭のものであろう。 F-15出土の炭化材について、

放射性炭素年代測定(AMS法）を依頼したところ、 3,520±40(yBP)という測定結果が得られた。南側

の焼土は、周囲の遺物出土状況等から縄文時代中期後半の可能性がある。

集石(S 2)は南側調査区のイモッペ川への肩部分で検出された。被熱したと考えられる礫．礫片

851点が2.5×2. 0m程の範囲にまとまっていた。層位と周囲の遺物出土状況から、縄文時代中期後半

の可能性が高い。

なお概要でも触れたが、平成12年度に一部報告済のH－5は、南西部分を調査した結果、風倒木

痕と判明したので住居跡としての報告を訂正する。 （山中）

表Ⅳ－1－1 検出遺構一覧

名

４

５

６

８

Ｍ

幅

帽

而

唱

旧

釦

創

理

謁

２

構
一
一
一
ト
ト
ト
ー
ト
停
停
ト
ト
ト
ト
罪

遺

Ｈ

Ｐ

Ｐ

Ｔ

遺構種類

竪穴式住居跡

士坑

土坑

Tピット

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

集石

時 期

縄文時代中期後半

縄文時代中期後半

〃

縄文時代中期後半～後期初頭

縄文時代後期初頭

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

縄文時代中期後半

発掘区 検出層位

M39b、N40a･bⅥ層上面

N40d Ⅵ層

I46a･d Ⅵ層

I47a･d Ⅶ層

I45c V層下位

H45c， I45d V層下位

I45d、 I46a V層下位

I45d V層下位

I46a V層下位

H46b V層下位

I45c V層下位

I45d V層下位

O55a Ⅵ層

O55c Ⅵ層

O51d、 O52a V層中位

規 模(m)

2． 55×2. 10/2.24×1.94/0.26

1.22×0.65/1. 10×0.42/0.30

(1.25)×(0.76)/0. 92×0.56/0. 12

1． 71×1．08/1.75×0.32/1.26

0. 57×0.41/0.08

0． 50×0,32/0．07

0． 59×0.32/0．03

0.26×0. 16/0.03

0． 57×0.33/0．08

1． 51×0.88/0．04

0.54×0.49/0. 12

0. 19×0. 13/0.02

0．87×(0. 50)/0. 15

0．45×0.32/0．07

（2, 5)×(2. 0)

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

向

一

一

一

鱸
邦
子
群
予
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜

長

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

縄文時代中期後半
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Ⅳ米原4遺跡

表Ⅳ－1－2遺構出土遺物一覧

点数遺物名 分類

Ib

Ib 1

Ⅲb

Ⅲb－2

Rフレイク

Uフレイク

石核

フレイク

石斧.石材

台石

礫・礫片

層位遺構名
１
４
別
“
１
３
１
３
１
１
鯛
腿
３
認
ｌ
１
１
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
ｍ
ｌ
細
一
ｌ
ｌ
２
Ｉ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
叩
－
１
’
３
’
３
｜
旧
一
ｌ
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
２
ｌ
７
ｌ
９
ｌ
３
｜
哩
一
昭
一
３
｜
侭
－
１
｜
師
－
１
｜
副
－
２
｜
妬
－
１
｜
咽
Ｊ
１
｜
Ⅳ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
９
ｌ
６
Ｉ
１
ｌ
１
ｌ
郷
一
Ｗ
｜
恥

土器

覆土

石器

礫・礫片H－4

計
Ⅲb

Ⅱb－2

スクレイパーニ
Rフレイク

たたき石

フレイク

礫・礫片

土器

床面
石器

礫・礫片
ヨー

同｜

今計ロ

Ⅲb

~不明土器覆土
P－5

合計

Ⅲb

Ⅲb 3

不明

Uフレイク

フレイク

礫・礫片

十器

覆 ~十

P－6
石器

礫・礫片

合計

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

き

’

土器

礫・礫片

Ⅲb

礫・礫片
覆土

TP－8

合計

十器

石器

不明

フレイク
焼土中

ヨー14

合計

土器

石器

不明

フレイク
焼土中

F-15

今二＋
ロ ロ’

土器

石器

礫・礫片

不明

フレイク

礫・礫片

焼土中
F-18

合計

Uフレイク

フレイク

礫・礫片

石器
焼土中

F-19
礫・礫片

合計

土器

石器

礫・礫片

Ⅲb

フレイク

礫・礫片

焼土中
F-20

合計

焼土中

合計

十器 Ⅲb
F-22

lb-1

Ⅲb

Ⅱb－3

たたき石

すり石

礫・礫片

土器

V中位
S－2

石器

礫・礫片

合計

総合計

※H-4は平成12年度分と合わせた点数。
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（2） 住居跡

H-4 (図Ⅳ－1-2/表Ⅳ－1-1～5/図版3－1～3， 5－1～3)

位置:M39b、N40a｡bイモツペ川への斜面肩部分規模: 2. 55×2. 10/2.24×1.94/0.26m

床面積3.44m2 地床炉規模: 0.32×0.20/0.04m

特徴：平成12年度に南西壁付近を除く大半を調査済であり、地床炉が検出されている。調査区境界

の壁面で遣構の断面を確認したが、平面形が不鮮明であったため周囲とともにⅥ層まで掘り下げ、半

円状の輪郭を確認してから調査した。覆土は2層に分けられ、 l層は黒色でV層が主体、 2層は暗褐

色で下位にはⅦ層が多く混じる。床面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは明瞭である。南西壁の中央部

分は内側へ入り込む。平成12年度の平面図と合わせると、平面形は不整な隅丸方形を呈する。竪穴の

規模は小さいが、地床炉が検出されており住居跡と判断される。柱穴は検出されなかった。

遺物：床面から礫片2点、覆土から土器47点(I群b－1類1点、 Ⅲ群b－2類41点、 Ⅲ群b類5

点)、石器4点、礫・礫片58点が出土している。多くは覆土中からの散発的な出土であるが、南西壁

の中央部分から床面にかけてⅢ群b－2類土器のまとまりが確認された。床面と土器の間には土壌の

堆積が3cm程みられたことから、住居が埋没し始めた頃に遺構内に落ち込んだ、或いは捨てられたも

のと推測される。平成12年度に東側の床面から出土したⅢ群b-2類土器と接合し、底部を除く大半

が復原された。他に特徴的なこととして、覆土中での礫・礫片が58点と多い。調査区の東側には集石

(S-2) も検出されており、住居埋没過程での関連を窺わせる。 S－2や包含層出土の礫片と接合を

試みたが、周囲のものと接合するにとどまった。

l ･ 2はⅢ群b－2類土器である。 1は過年度出土分と合わせ床・覆土・周辺から83点出土し70点

が接合した。 口径29.2cm、残存器高35.5cmを計る。 口縁・頸部の貼付帯を縦の貼付帯で繋ぐ際口縁

に6か所の小突起をつくりだす。 口縁貼付帯には縄端刺突文、それ以外は縄で刻まれる。凹凸が残る

内面はなで調整、胎土に黄白色火山灰・細礫・砂粒を含む。 2は覆土・周辺から出土した。 口縁が内

傾気味、無文地に幅1mm以下の沈線文をもつ。器面となで調整された内面に凹凸が残る。胎土に砂粒

が多い。3は覆土2層から出土した黒曜石製の石核(残核)である。角礫の原石面がみられる。

時期：床面等の土器から縄文時代中期後半、 Ⅲ群b－2類土器の頃と推測される。 （山中）

表Ⅳ－1-3 H-4掲載土器一覧

掲載

番号

遺物

番号

破片

点数|掲載|総数
遺構名 層位 分類 同一個体破片の情報発掘区､層位､点数（ 1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした

（掲載)H-4-25床(4), 同26同， 同40同， 同41同， 同45覆土， 同204覆土(4),

同212覆土3@3, N39d3V中, N40b2I.

（非掲載)H-4-ll覆土2, 同13床， 同25同(2), 同391司， 同43同(2), 同212覆土3(3),

M39b29V下, N39d3V中, 053a26V下~

床H－4 lll b-21 1q
」U 31 70 83

(掲載)N40blOW, 同dlI

(非掲載)H-4-204覆土l , 同206n, 同216覆土2(2), 037d7V中， 同47cllV下
N40b VI llb-2２ 10 1 4 19

表Ⅳ－1-4 H-4掲載石器一覧

|震｜ 遺構名 |遺物番号
掲載
番号

遺物番号遺構名 | 石質 ｜ 備考 |備考石質層位 分類 長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9)

| 3 1H-4 1 202 1 覆土1層 ｜石核（残核) | 2.42×3.59×1. 18 1 93 1黒曜石Db l I

表Ⅳ－1－5 接合礫-"(H-4関係）

接合

番号
ｊ

古

田

Ⅲ

市

叩

Ｃ
く

長さ

(cm)

厚さ

(cm)

重さ
′ 、

（gノ

破片

点数

接合・

残存状態
形状 接合関係 備考石質

亜円礫

亜角礫

亜角礫

亜角礫

亜角礫

“
一
町
一
粥

的
一
ｍ

即
一
即
一
町
｜
“
｜
邪

５

１

８

０

１

・

０

８

６

９

２

３

４

６

２

５

５

４

１

２

１

１

１

２

１

土

土

土

土

土

覆
覆
覆
覆
覆

酷
一
塗
峰
濡
涯

卵
一
蜘
一
岬
一
”
｜
唖

皿

“
｜
“
｜
那
一
邪

1+覆土2, 1

3

3

2

1+N40a, 1．N40b, 1

端
羅
一
職
一
瞬
一
瞬

２
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
３

煤付着
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b25.80ma

~
Ⅵ
｜
Ⅶ

2
’

d25.70mＣ
ｌ

３

坐一

f25.80mｅ
’

一
一

H－4土層

1 黒色

2暗褐色

3褐色

Ⅳ Ⅲ

V層主体堅癖麻里

下位ではⅦが多く混じる堅露庶堅

焼土炭化物を含むやや締まりがある

0 1m

Ｉ

，

E「
HA

0瓢
，

1の出土状況

FL
Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｇ
Ｇｄ

ロ C

S＝1 ：20 S＝1 ；20

H－4床而出十遺物の分布

0 5cm

瀞
３

0 10cm
1 1

0 5cm

図Ⅳ－1-2 H-4とその遺物

qワ
Jノ



（3） 土坑

P-5 (図Ⅳ－1-3/表Ⅳ－1-1 ･ 2/図版3-4･ 5)

位置:N40dイモツペ川への斜面肩部分規模: 1.22×0.65/1. 10×0.42/0.30m

特徴：調査区境界の壁面で、 Ⅶ層との層界が明瞭な黒色の落ち込みがみられた。平面形を確認する

ため周囲とともにⅥ層まで掘り下げたところ、半円状の輪郭が現れた。北側半分(平成12年度調査区）

は既に掘り下げられていたが、僅かに残る落ち込みの痕跡から全体として楕円形を呈することを確認

し、明瞭な層界と整った輪郭から土坑と判断した。底面は平坦であるが南西側へ緩く傾く。壁の立ち

上がりは明瞭である。覆土は埋め戻しか自然堆積か判然としなかった。

遺物：覆土からII群b類土器1点、分類不明土器2点が出土している。散発的な出土である。

時期：掘り込み面がV層中～下位であること、覆土と周囲の遺物出土状況から、縄文時代中期後半

の可能性がある。

P-6 (図Ⅳ－1-3/表Ⅳ－1-1 ･ 2 ･ 6/図版3－6， 4－1， 6-2)

位置: I46a･d沢への肩部分規模: (1.25) × (0. 76)/0.92×0. 56/0. 12m

特徴：Ⅷ層上面で楕円形をした黒色土の輪郭を確認した。南西側半分の土壌をⅦ層が出るまで除い

たところ、 Ⅶ層との層界が明瞭な皿状の断面が観察され、整った輪郭とあわせて土坑と判断した。底

面は西側へ傾き、立ち上がりは緩やかである。覆土はV層が主体とみられる。埋め戻しか自然堆積か

は判然としなかった。

遺物：覆土から土器12点（Ⅲ群b－3類1点、 Ⅲ群b類1点、分類不明10点)、石器5点、礫・礫

片2点が出土している。特にまとまってはいなかった。 lは器面に綾絡文が認められる。なで調整さ

れた内面に指頭痕があり、胎土に砂粒を多く含む。

時期：覆土と周囲の遺物出土状況から、縄文時代中期後半の可能性がある。 （山中）

(4) Tピット

TP-8 (図Ⅳ－1-3/表Ⅳ－1-1 ･ 2/図版4-2 ･ 3， 6-3)

位置: I47a･b･c･d規模: 1.71×1.08/1.75×0.32/1.26m

特徴：Ⅶ層で黒色土と軽石が混じった楕円形の輪郭を確認した。北側半分の土壌をⅦ･ WI層が出る

まで除き、埋没状況、断面形態を観察した結果、 Tピットと判断した。覆土は黒色土の堆積や壁面の

崩落が繰り返されており、 自然堆積と考えられる。底面は溝状を呈し平坦であり、杭跡等はない。短

軸断面の東壁は中位まで垂直に近く、本来の形状に近いと推測される。西壁は崩落により確認面まで

段のない開いた形となっている。縦断面は底面の両端付近がオーバーハングする。上部は削平により

失われているが、周囲の地形から西側の沢へ下る緩斜面に構築されたものであろう。

遺物：覆土からⅡ群b類土器1点、礫・礫片4点が散発的に出土している。いずれも本遺構に伴

うとは考え難い。 lは底部が張り出し、器面にLRの縄文が認められる。胎土に砂を含む。

時期：形態の類例から、縄文時代中期後半～後期初頭と推測される。 （山中）

表W-1-6 P-6掲載土器一覧

遺物

番号

破片

層位点数|掲載|総数分類同一個体破片の情報発掘区､層位､点数( 1点の場合(司
覆土1 1 1 3 1 4 111b-3 (掲載)H45c7V下, 145c2V中~ （非掲載) I46bl5V中

層位 分類 同一個体破片の情報発掘区､層位､点数（ 1点の場合は
掲載

番号
遺構名 省略)前に同じ部分は同とした

l lP-6 1 1

表Ⅳ－1-7 TP-8掲載土器一覧

葺 逼構名|鑿|層位|点数關総数
l TP-81 ' 覆土| 1 1 1 1 5

遺物

番号
遺構名 層位

掲載

番号
分類 同一個体破片の情報発掘区､層位､点数( 1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした

mb l (特徴)051d2V上4
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IV 米原4遺跡

P-5
-lN4, ｡-h4｡｡

b25‘90,~ａ
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P－5土層

1 暗褐色

2黒色

3暗褐色

堅

堅

一

一

堅

軟

軟

度

度

度

密

密

密

堅

堅

堅

Ⅶ
平成12年度調査区

~~~~~~巳ｌ
ｑ

~~~~~

0 1m
1 1

頭剰0ma

P一s

Ⅶ

３

P－6土層

1 黒色V層主体堅密度軟下部にはⅦが斑状に混じる

驚騨
I

d26.70m~
Ｃ
ｌ

一今～_一皇一一 0 5cm

ノ ｍｑ
Ｉ
■
１
．

０

１

-！｢4s。

TP-8
b27. 10ma~ TP－8土層

1 黄褐色堅密度軟

2黒色堅密度軟

3暗褐色堅密度軟

4黒褐色堅密度軟

5黒褐色堅密度軟

6黒色堅密度軟

7黒色堅密度軟

8黒褐色堅密度軟

9黄褐色堅密度軟

10黒色堅密度軟

11 暗褐色堅密度軟~堅

12黒褐色堅密度軟

13褐色堅應麻璽

14黄褐色堅密庶唾

15暗褐色堅密度軟～堅

16黒色堅密度軟

‘

.､．,． d

__ノー‐

/･ 16

ノ

Ｏ
」

1m

Ｃ
ｌ d27． 10m

、

Ⅶ

Ⅶ

一

Ⅷ
一

ノ
ー
畝
一

Ⅷ

1

ノ①~
0 5cm

② ①にぶい黄褐色（10YR5/4) 粘潜性弱堅密度堅～すこぶる堅

②明黄褐色(10YR7/6) 粘潜性中堅密度軟まとまりでみると白っぽい

P-5 ･ 6、 TP-8とその遺物図|Ⅳ－1－3
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（5） 焼土

F-14～21 (図Ⅳ－1-4･ 5/表Ⅳ－1-1 ･ 2 ･ 8/図版4-5 ･ 6， 6-1)

特徴:F-14～21の焼土9か所は、北側調査区にある沢の肩付近でまとまって検出された。いずれ

もV層の下位が燈みを帯びた部分を半裁し、断面観察の結果焼土と判断した。 F-14･20は焼土の

まとまりより2nl程離れている。土色では表せなかったが、他の焼土と比べて彩度が強い。断面は比

較的厚く明瞭なレンズ状を呈する。他は薄い焼土であるが、 F-15の断面は比較的明瞭で厚い。F-15

･ 17は風倒木痕の窪みを利用したものとみられる。 F-19は形が整わず、幾つかの焼土が連続してい

るのかもしれない。焼土の周囲では破片化した炭化材（径lcm程）の散らばりがみられ、 F-15の傍

らではⅣ群a類土器の大きな破片がこれらとともに出土している（図Ⅳ－1-5)｡ F-14～21の焼

土は検出した層位が同じであり、炭化材の散らばりも等しくみられることから、同時期のものと推測

される。焼土とその周囲の土壌は、炭化種子等を検出する目的で採取しフローテーション作業を行っ

た。

遺物: 1はF-15の傍でまとまって出土したⅣ群a類（タプコプ式）土器である。推定口径19.9cm、

器高28cm、底径7.5cmを計る。器面・口唇・口縁内面にLR斜行縄文縄文が施され、頸部に2条対の

縄線文が認められる。胎土に黄白色火山灰・細礫・砂粒を多く含む。 2はF-20から出土したⅢ群b

－2類土器で、 LR斜行縄文縄文が施された器面に丸棒による沈線文が認められる。

時期：周囲の遺物出土状況から、縄文時代後期初頭と推測される。 F-15から出土した炭化材につ

いて放射性炭素年代測定(AMS法）を依頼したところ、 3,520=t40(yBP)という測定結果が得られた。

F-14 位置: I45c 規模: 0. 57×0.41/0. 08m

F-15 位置:H45c･I45d 規模: 0. 50×0.32/0. 07m

F-16 位置: I45d･I46a 規模: 0. 59×0.32/0. 03m

F-17 位置: I45d 規模: 0. 26×0. 16/0. 03m

F-18 位置: I46a 規模: 0. 57×0.33/0.08m

F-19 位置:H46b 規模: 1. 51×0.88/0. 04m

F-20 位置: I45c 規模: 0. 54×0.49/0. 121n

F-21 位置: I45d 規模: 0． 19×0. 13/0.02m （山中）

F-22 (図Ⅳ－1-5/表IV-1-1)

位置:O55a規模: 0.87× (0.50)/0. 15m

特徴：平成12年度調査区との境、緩斜面のVI層上面で赤褐色土の広がりを検出した。半裁の結果

良く焼けて発達した焼土であることから、 この場で形成されたものと考えられる。

遺物：遺物は出土していない。

時期：平成12年度に検出した周辺の遺構や周辺の出土遺物等から縄文時代中期後半頃が考えられる。

表Ⅳ－1－8焼土掲載土器一覧

発掘区 漬物

番号

掲載

番号

破片

点数|掲載総数
層位 分類 同一個体破片の情報発掘区､層位､点数( 1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした

遺構名

(掲載)H45c8V下， 同dl同, l45dl5同リ 同16同， 同18同2, 同19同同26同， 同27同6．

(非掲載)H45cllV下H45cl4V下, 144b6同2, 同45d15同， 同18同3, 同19同9, 同26同

同27同， 同46a27同．

V下H45c ７
qF

OO1 1 15 Ⅳa

2 1F-201 1 11層| l 1 1 l 1 ll 1b-2

4(）
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図Ⅳ－1-5 F-15･20の遺物とF-22･23
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Ⅳ米原4遺跡

F-23 (図W-1 5/表Ⅳ－1-1)

位置:O55c規模: 0.45×0. 32/0.07m

特徴:F-22の南側緩斜面のⅥ層上面で検出した。半裁の結果、赤褐色を呈することから、焼土と

判断した。

遺物：遺物は出土していない。

時期:F-22とほぼ隣接する事や周辺の出土遺物等から縄文時代中期後半頃が考えられる。

（6） 集石

S-2 (図Ⅳ－1-6/表Ⅳ－1-1 ･ 2 ･ 9～11/図版4－4， 5-4･ 5)

位置:051d･52a規模: (2. 50) × (2. 00)m

特徴：平成12年度調査区との境、緩斜面のV層中から検出した。礫は拳大のものから小礫破片まで

の大きさのもので構成される礫集中で、そのほとんどに被熱の痕跡が認められた。北側では礫と礫が

重なり合うように密集しているが､南側ではやや分散している｡焼土粒等は検出していない。

礫．礫片の観察から：集石の構成礫・礫片は851点、重量にして27.56kgなる。石質は泥岩、砂岩が

多く、チャート、片麻岩等もみられる。完形5点の他は全て破片である。破片から推定される本来の

形状は亜円礫、亜角礫であることから、付近の川原石を採取してきたものであろう。南側調査区の斜

面下一帯にはイモッペ川により運搬．堆積された礫層が存在する（図Ⅲ 2－2)。

S－2の礫片と包含層等の礫片について接合を試みたが、付近で接合するだけにとどまり、他の遺

構や離れた場所との接合はなかった。接合したものも、本来の大きさが想像される程度にまでなった

ものは少ない。完形の礫がその場で自然に破片化したなら、接合・復原率の高いことが予想される。

焼土等が検出されず、なおかつ密集した検出状況であることを合わせて考えると、 S－2は他の場所

で破片化した礫を集め置いた場所と考えられる。

自然な状態にある礫が破片化する原因については、物理的風化と化学的風化がある。 しかし、 S－

2の場合は上述したように、他の場所で破片化した礫を人が集め置いたとみられ、人為による破片化

を考えなければならず、打ち割りや被熱による破片化が想定される。礫片に打ち割りを示唆する打点

等の痕跡はみられないが、表面が赤みを帯びているものは比較的多いことから、被熱に関係している

と考えるのが妥当であろう。

破片化の原因を被熱に求めると、礫片に何らかの被熱痕が残されている可能性はあるが、石囲い炉

等のように出土状況によらなければ判断の難しいことが多い。一般に被熱による礫の変化（形態的変

化以外）については、表面の赤色化、炭化物や煤の付着が想定されている。 S－2の礫・礫片も、比

較的赤みを帯びているものは多いが、被熱していると即断できるものではなく、他の様々な状況から

推し量った上で初めて被熱とみることができる。赤色化は被熱のみならず酸化によることも考えられ、

出土地点の環境も含めて判断する必要がある。炭化物や煤とみられる黒色物質は数点の原石面にみら

れたが、割れ面への付着例は見当たらなかった。また、赤みをおびた割れ面もみられなかったことか

ら、破片化したものは再び熱を受けていないと推測される。

以上のことをまとめると、 S－2は被熱によって破片化、或いは脆くなったため、再利用すること

のないものを集め置いた場所と考えられる。但し、被熱は破片化の原因とみられるが、直接的か間接

的かということは判然としていない。

遺物:S-2からは、土器16点、たたき石1点、すり石1点が出土している。 lはⅢ群b－3類で、

器面に綾絡文がある。 2はI群b－1類で張り出した底部に短縄文が施されている。 3のたたき石は
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図Ⅳ－1-6 S-2とその遺物

一端にたたき痕が集中している。表面が赤みを帯びた破片3点の接合であることから、使用されなく

なった後、 S－2の礫と同様に扱われ破片化したと推測される。石質は砂岩製。 4のすり石は破損の

状態がS－2の礫片と異質で、 もともとこの位置にあった可能性が高い。横断面が三角形の礫の，稜

が擦られている。石質は砂岩製。

時期：検出した層位、周囲の遺物出土状況から、縄文時代中期後半の可能性が高い。 （笠原）

＊表Ⅳ－1-5(H-4接合礫一覧)、表IV-1-11(S-2接合礫等一覧）中における礫の「形状｣、

および「接合．残存状態」の区分は、 『土壌調査ハンドブック』 （ペドロジスト懇談会1984)の「石礫

の形状」 （円磨度による)、 『清水上遺跡』 （新潟県埋蔵文化財調査報告書第55集）の「遣存状態」から

それぞれ判断した。

表Ⅳ－1-9 S-2掲載土器一覧

掲載

番号

遺物

番号

破片

掲載|総数
' | 5
' l 2

遺構名 層位 分類 同一個体破片の情報発掘区､層位点数（ 1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした
錨
１
１

』
挫
超

巨

覆

覆

渭
９
４

llb-3 (非掲載) S-2 9覆土4(5
lb-1 (掲載)052a3V下．

巽
一
鍵

１

２

表IV-1-10 S-2掲載石器一覧

掲載
番号

遺構名 遺物番号 層位 分類 長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 石質 備 考

１
｜
Ⅲ
’
８

①2点、④1点が接
合、被熱、破損品

V中S－2 たたき石３ (8.O)×(5.95)×(5.05) 砂岩(134.5)

V中 ｜ すり石 ’ （8.0)×(7.56)×(5.50） （360） ｜ 砂岩4 1 S 2 破損品
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2 包含層出士の遺物

（1） 土器

概要

平成14年度、米原4遺跡では遺物包含層より2,987点の土器が出土している。すべて縄文時代のも

のである。各時期別の出土点数および包含層出土土器全体に占める割合を多い順に記すと、縄文時代

中期後半の土器が1,202点と40. 2%を占めている。次いで、前期前半のものが725点で24. 3%となって

いる。以下、後期初頭のものが300点で10. 2%、早期後半のものが252点で8.4%、後期後葉のものが85

点で2.81%、中期前半のものが3点で0. 1%、前期後半のものが1点で0.03%となっている（表Ⅳ－

2-1)。

各時期の出土層位別出土点数と時期別出土点数に占める割合は、縄文時代早期後半の土器はV層下

位で172点(68.3%)、 Ⅵ層で37点(14.7%)、前期前半のものはV層下位で52点(94.5%)、前期後半

はV層中位で1点(100%)、 中期前半のものはV層上・中・下位で各1点ずつ（各33.3%)、 中期後

半のものはV層下位で677点(56.3％） 、 V層中位で354点(29.5％) 、後期初頭のものはV層下位で228

点(76％） 、 Ⅵ層で70点(23.3%) 、後期後葉がV層中位で49点(57.6%) 、 V層下位で23点(27. 1%)

となっている。

図V－2－l～3では各時期の土器の分布図を示した。遺跡全体を概観するために、平成12年度の

分布図と合わせて示した。平成12年度の調査範囲と平成14年度の調査範囲にまたがるグリッドからの

出土点数については、両者を合計した数字を掲載した。また、表Ⅳ－2－2 ． 3の包含層掲載土器一

覧で「破片」の欄で「点数」 とあるのは見出しとなった破片の点数、 「掲載」 とあるのは実測図・拓

本で掲載した破片の数、 「総数」は当該個体の破片総数である。 「同一個体破片の情報」の部分では見

出しに記した破片以外の掲載破片と非掲載破片の情報を、発掘区（グリッド・小グリッド） ・遺物番

号・層位(V層上位はV上、 V層中位はV中、 V層下位はV下と略した) ･点数の順に記載した。発

掘区と層位の部分については前に記載したものと同じ場合には「同」 として省略した。層位の次の数

字は点数であり、 1点の場合はlを省略した。

表Ⅳ－2－1 層位別出土土器点数一覧
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縄文時代早期の土器

I群b－1類（3～14)

東釧路I1式に相当するもの(3～5)

3はRLの縄による2本単位の斜位の圧痕が横走気味に施されている。 口唇は尖り気味で、わずか

に外反する。内面はなで調整され、指頭痕が顕著である。 4はLRの縄による横位の圧痕とLR縄文

が施文方向を変えて施文されている。内面には条痕がある。 5は底部に縦方向で面取りしたような段

がある。いずれも胎士に微量の黄褐色火山灰を含む。 3には細礫4． 6には黒色鉱物を含む。

東釧路Ⅲ式に相当するもの（6～14)

a組紐圧痕文をもつもの（6～8）

6～8は幅4～511111の組紐圧痕文をもつ。 6は縦位・斜位の組紐圧痕文により文様が構成される。

7 ． 8は横位の組紐圧痕文と短縄文が組み合わせて施文されている。 6 ． 8は口唇が縄により刻まれ、

胎士に黄白色火山灰・砂・黒色鉱物を含む。7は砂を含む｡いずれも内面はなで調整されている。

b縄の圧痕をもつもの（9～12)

9～12は縄線文をもつ。 10はループ状圧痕文、 12は短縄文と組み合わせて文様が構成される。いず

れも内面はなで調整され、胎土に黄褐色火山灰・砂を含む。 11 ･ 12は黒色鉱物を含む。

c 縄文もつもの(13)

13はLRの縄文が方向を変えて施される。内面はなで調整され、胎土に黄白色火山灰・砂を含む。

d底部(14)

14は張り出した底部に短縄文が施されている。胎土には砂・黒色鉱物を含む。

1

~〃
0 5cm

‐

図Ⅳ－2－4包含層出土の土器（ 1 ）
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縄文時代前期の土器

Ⅱ群a－1類(15～18)

15～18は器面にRLの縄文をもつ。 15 ･ 16は幅4～5Ⅲ1の横走気味の縄文、 17は幅6mm、 18は幅5

mmの縄文が方向を変えて羽状に施されている。 16 ･ 17は縄文施文後に器面がなでられている。いずれ

も内面はなで調整され、 18には指頭痕が残る。胎土には繊維・黄白色火山灰・細礫を含む。 17は黒色

鉱物を含む。

I群a－2類(19～21)

19～21はLR斜行縄文をもち、内面はなで調整されている。胎土に繊維・黄白色火山灰を含む。 20

･21は黒色鉱物を含む。

Ⅱ群b類（22）

1点のみ出土した。縦走気味のRlの縄文をもつ。内面は縦になで調整される。胎土に繊維・砂・

黄白色火山灰を含む。

縄文時代中期の土器

Ⅲ群a類（23 ．24）

23はサイベ沢Ⅶ式に相当する。 口縁に山形突起無文地の器面に幅61IuHの貼付文をもつ。貼付には

棒状工具による刺突が施される。 口唇・内面は磨かれており、胎土に黒色鉱物を含む。 24は大木8a

式に相当する。RLの縄文地に渦巻文・沈線文が施されている。内面は磨かれており、胎土に黄白色

火山灰・黒色鉱物を含む。

Ⅲ群b－2類（25～33）

施文の特徴によりa～dに分けた。なで調整された器面に指頭痕の残るものが多い。胎土には砂・

黒色鉱物を含む。

a指頭による刺突文をもつもの（25）

25は口唇に指頭による刺突文をもつ。器面は無文地である。

b 半裁竹管状工具による刺突文をもつもの（26～30）

26は口唇とLRの縄文が施された口縁に半裁竹管による刺突文をもつ。 27～29は口唇に半裁竹管状

工具による刺突文をもつ。 27の器面にはRL、 28･29にはLR斜行縄文が施されている。

c 竹管状工具による刺突文をもつもの(31 ･32)

31 ･ 32は口唇とLR斜行縄文の施された口縁に竹管による刺突文をもつ。 31は口縁が外反する。

d貼付帯をもつもの（33）

33はLR斜行縄文の施された口縁に巡らされた1Ig16～17、厚さ9～19nllllの貼付帯が指頭により刻ま

れている。器面の縄文は先細りの口唇におよぶ。

Ⅲ群b-3類(96～99)

施文の特徴によりa～gに分けた。 a～fの口縁には円形刺突文が巡る。いずれも内面はなで調整さ

れ､胎土には砂・細礫を含む。

a 口縁に刺突文をもつもの（34）

34は肥厚した口縁に竹管状工具による2列の刺突文をもつ。器面にはLrの縄文が認められる。胎

土に砂・細礫を多く含む。

b 口縁に沈線文をもつもの（35）

35は器面にLRの縄文がほどこされ、肥厚した口縁には半蔵竹管状工具による沈線文をもつ。胎士

には黒色鉱物を含む。
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図Ⅳ－2－6 包含層出土の土器（3）
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c 口縁に連続刺突文をもつもの（36）

36は口縁に半裁竹管状工具による2列の右方向からの連続刺突文をもつ。胎土には砂が多く、黄白

色火山灰を含む。

d 口縁に押引文をもつもの（37～40）

37～40は口縁に押引文をもつ。施文具は37が幅10mmの箆状工具とIIE4n'mの半裁竹管状工具38は6

mmの箆状工具、 39･40は5～6mmの半裁竹管状工具である。 39･40は口縁に小突起をもつ。 37･38･

40は口唇にも同様の工具による施文がある。 39は器面に綾絡文、 40はLR斜行縄文が施されている。

39は内面にも縄文が認められ、胎土には小礫が多く豆餅状を呈す。

e 口縁に綾絡文をもつもの(41)

41は肥厚した口縁に綾絡文をもち、 口縁内面にも縄文が認められる。

f 口縁が縄文地のみのもの（42～47）

42～47は縄文地の口縁に円形刺突文のみが施されたものである。 42～44．46 ．47はLR斜行縄文、

45はLRLである。 42･43･45･47は口縁内面にも縄文が認められる。

g胴部（48～51）

48～51は綾絡文の施された胴部である。 48は胎土に黄白色火山灰、 51は黄白色火山灰・黒色鉱物を

含む。

Ⅲ群b類（52）

52は底部がわずかに張り出し、器面にLR斜行縄文が施されている。胎土には黄白色火山灰を含む。

縄文時代後期の土器

Ⅳ群a類（53）

53はタプコプ式に相当するものである。器面にはLR斜行縄文が施され、縄文施文後に器面がなで

られている。内面は横になで調整されている。胎土には黄白色火山灰・砂・細礫を含む。

縄文時代晩期の土器

V群c類（1 ． 2）

lは推定口径24. 5cm，器高14.6cm、底径9.3cmをはかる鉢形土器である。器面には縦走気味のRL

の縄文が施されている。外反する口縁には山形突起をもち、 口縁と突起に半裁竹管状工具の凸部よる

幅3mmの沈線文をもつ。口唇は同様の工具の凸部により刻まれ、突起縁辺には凸部と凹部による刺突

文が施され、突起内面にも沈線文をもつ。内面は丹念な横なでにより調整されている。胎土には黒色

鉱物を多く含む。胴部および胴部・底部に補修孔がある。

2は長軸口径18. 1cm、短軸口径16.2cm、現存器高6.5cmを計る浅鉢形土器である。底部を欠く。 口

縁に2対1組の突起、突起縁辺には棒状工具による刺突文をもつ。器面・口唇にLR斜行縄文が施さ

る。内面は磨かれており黒色を呈す。胎土に黒色鉱物を含む。両側の突起下に補修孔がある。

ミニチュア土器・土製品

ミニチュア土器

54は器壁厚3mmのミニチュア土器で、径1 111ln以下の刺突文をもつ。内面はなで調整され、胎土に黄

白色火山灰を含む。

土製品

55はⅢ群a類の胴部破片を利用した再生土製円盤である｡二次焼成を受けている｡磨耗した器面に

は羽状縄文が認められる。内面は粗雑に磨かれている。胎土に黄白色火山灰・細礫・黒色鉱物を含む。

（鎌田）
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表Ⅳ－2－2 包含層掲載土器一覧（1）

掲載

番号

遺物
層位

番号

破片
発掘区 分類 同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（ 1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした

点数椙隷挫對

（掲載)O54c7W, 055alOV上， 同bl同， 同10同25, 同24V下4, 同36同， 同dl4V中，

P54a3V上3, 同d2V下2, 同5W， 同55d3V上， 同4W．

（非掲載)055b6V下2, 同10V中5, 同24V下4, 同56b4同, P54a7V中， 同10V下， 同d2同3

V中O55b1 29 44
戸｡

、乙 Vc

(掲載)O55blV上, n6V下2, n10V中9. (非掲載)O55b6V下V下2 O55b V（
11

）上 1 1qLJ 14

V中 (掲載) J46b37Ⅵ． （非掲載) J46bl3V中, n29V下， 同37W2, 同c6V下， 同21同2J46b3 4 ５ Ib－113
1，

1乙

(非掲載) I45cl9VI, J43blV中， 同c6W, n44bl2V下， 同18W, n45c20V下．J44b V下4 2 Ib－l
1~〃

上剖 2 8

V中 (特徴）５ I43b Ib－l1 1 1 1

(特徴）J44b Ib－1６ V下 1 16

（非掲載)N39a5V中， 同lOW, 同Cl ll, 同40b6V下2, 同7同2, 同11同1, 039d1 111 , R6V中

同9V下2, n40alV上，
lb－17 N40b 1 Ⅲ 1 141

(非掲載) I44cl7V下, J45n2, nd29W, N41a3V中Ib lN42a8 8 V1 1］ 6

(掲載)N39d7VIV上N39c ５ lb－l9 1 1 ２

Ib－lN42d10
1句

上白 V下 I 1 1

(非掲載)N40bl4V下N42d V下 ３ Ib－l２11
』上 12 2

（掲載) J44bl2V下. (非掲載) J41alV下2, 同44同13同， 同bl2同， 同14同， 同45c22Ⅵ3

同46b31V下, N43cll同2, 排土3(2).
Ib－lI44a 18 Ⅵ 1 ２ 1512

撹乱 Ib－］I46b 1
10

10 41 1

V下 Ib－］N39d 1 114 ５ 1

V下 1 II a－l15 047〔 10 1 1

(非掲載) J44c24V下9, 同33同同35同3, 同45R7同19Ia 1J45c V下 4 4
n戸

do
1戸

10

~

J45a25V下， 同bl3同， 同C7同2

同12V下123, 同16同26, 同25Ⅵ5

同b26同， 同c21V下， 同d2同4

P46同lV上

同dl5同2, 同46al6V上, N42blV中, |司c4同4,

同d3V中5, 同13V下57, 同22同7, 同43al9同，

同3同、 同46d1V上9, 042d2V中， 同53a25V下，

(非掲載）

同10同66,

同28W2，

同33撹乱，

Ia－1V1 3
句ハワ

0乙イ17 N42d
1，

10 ３

(非掲載)N42c4V中， 同10同同12V下， 同25W2, 同43bl3V下， 同14同， 同c5同2, 同d2同2V下N43b
1，

1乙 11a－113 1 118

V下 Ia－2O53a19 13 1 1 1

V下 Ia 2I44c 19 120 1 1

Ⅵ Ia－2I45c 21 1 11リ1
白」

V中 Ibワワ
臼竺 H47a 11 ’ 1

O48c V下 lIa1 19q
畠U 19 1

V上O53a 14 1 ］

Ⅲa24

V中J43a 1 11 1

V下 Ⅲb－2
nF

乙0 N40b 16 1 1 1

V上 Ⅲb－2I46b 1 110 126

Ib－2”
｜
詔

O39d 2 Ⅲ 1 1 1

V中 Ⅲb－2O53d ６ 1 1 1

（非掲載)O48a6V中

（掲載)O55b35V下．

（非掲載)O47cllV下，

同49blV下．

(非掲載)O55d9V下．

同49bl同2, 同9同2, 同55c8V下, P49a3V中

V上 mb－2O48c ３29 8 1

055［ V下 Ⅲb－2２ 3訓
一
弧

9 1

V上 Ib－28048〔 ２ 1 1
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表Ⅳ－2－3 包含層掲載土器一覧（2）

遺物

番号

破片掲載

番号
同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（ 1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした層位 分類発掘区

占對 娼読総数

V中 (非掲載)J45al4V下,O56a2V上Ⅲb－21 3qワ
U臼 O51c 1 1

V下 Ⅲb 2qQ
JJ I46b 18 ］ 1

V中 (非掲載)I45clV中,同d3nI45c ５ 1 1 llib－334 6‘~ ~

V下 Ⅲb 3
n『ー

do I43b 8 1 1 1

(非掲載)J45al2V下,同c8同V下
10

上乙 Ⅲb－3J45a 1 3
n戸

00 1

V下 Ⅲb 3Qワ
J1 O48c 12 1 1 1

V中38 H46b ３ ll1b 31 1 1

(掲載)I45a4V中. (非掲載)H46b2V中2,同14V下,同16同同c8同,同13V中,同17V下，

145同2V中2,同。同1 1同4同,同10同2,同46a4同2．同9V上3,同16V中2,同27V下4,同52n

同blV上,同d9同,同12V下2．

V中39 I45d 4 1 2
nl

dl Ⅲb－3

(掲載)J45a7V中2,同12V下3,同13同3,nb8V中．

(非掲載)I44clOV下,J43bl6W3,Rc5同3,同d6V下,同7同,同44a5V中2,同bl9V下，

同c25V,nlV中2,同15V下2,同16同15,同25同伺d2V中,同7同,同14V下12,同45alV中3

同7同1O,同8同同12V下17,同13同20,同blV中2,同8同6,同14V下5,同15同8,同16同9,

nc8同2,同dl4同,n46bl6V中,同a21同,P49dlV上

J45b40 V下 6 15 148 lIb 316

V卜O52d Ⅲb－341 1 1 1 1

(掲載)J46bl7V中．

(非掲載)I45b8V下,同c2V中,同d同J44a同V下,同45nl3n,同c4V中,同8V下，

同b5V中,同15同,N40d6VI.

(非掲載)I44clOV中,同45b3同,同46同15同,同16同

(掲載)J45dl6V下,n46bl7V中. (非掲載)I45c2V中,J同b27V下．

(非掲載)O48b6V下,nl1同2,同13同2,n53a24同

V中42 J46a
01

ム」 Ⅲb－31 ２ 1，
上白

V中43 J43b ３ lIb－31 1 、

44 145b V下27 1 ３ Ⅲb－3、

風倒O46a45 11 １ ７ IIb－31

風倒46 O45a
n口

乙乙 Ⅲb－31 1 1

I45c V下 (非掲載)I45c24V下,J同1V中,同dl4V下．

(非掲載)H46c8V下,同25V中､ 144同10同,同46al6同,同c3V下,同7V中,同d9V上2,

同12VI2,J43b2V中,同44clV中,同15V下,同45blV中,同d8同,同46同3同,053同5同

(非掲載)O47c5V下2,同48a6V中2,同b2V上,同llV下,n12同．

(掲戦)O48c8V上, (非掲載)J46al9V中,O48bl3V下､同53d5V中,P48alV中．

(非掲載)I46a27V下,J44同2n2,同d23n,同45al2同3,同dl6n2,同46al9V中2．

(非掲載)H46c8V下, I45alOV中,同b2V中2,同c2同,同46al6同,同cl2V下,J45bl5同2

同dl6同2,同46al2同2，同16V上,同bl2同,O53a21V中2,同24V下,同26同,同54c3同2,

同55b35同,P49a3V中2．

47 ワ〃
白玉 IIb－31 1 4

V中P49a18 ３ 1 18 Ⅲb 31

V上49 048． 1 1 mb－381

V中卵

団

O48a 6 1 lIb－3２ b

V中J46a 19 1 1 Ⅲb 3
1，

1ム

V中反ウ
リム I45b ２ 1 25 11lb］

(掲載)H45c9V下, I44b6VI伺45.18V下4，同26同,同27同.同46a30同

(非掲載)H45a2V下,同c4同同9同6，同11同3，同12同,同17同,同d2同3，I44b6V[15rー、

、。 I45d V下ワヮ
臼~、 ９ 123 Ⅳa’

同7V123,同45.13V下7，同16同,同18同19,同19同26,同26同4，同27同2，同46a30同’

J同a32同,同b34同

V中P54a54 ６ 1 1 1

045

046
7 風倒 十製品55 1 1 I
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（2） 石器等

概要

包含層からは、石器等が3,480点出土した（表Ⅳ－2-4)｡ V層の下位と中位から出土したものが

多く、それぞれ1,848点(53. 1%)、 886点(25.5%) と全体の80%近くを占める。定形的な石器では、

石雛59点、石槍・ナイフ26点、スクレイパー21点、すり石11点、つまみ付ナイフ10点、の順になり、

石錐は4点、たたき石は1点と少ない。平成12年度と比べた場合の特徴として、たたき石が少なく、

北海道式石冠が出土していないことが挙げられる。本遺跡では縄文時代早期～晩期の土器がみられる

が、石器との確実な伴出例はない。石器の形態から時期を類推できるものもあるが、 Ⅲ群b-2 ･ 3

類土器が比較的多いことからすると、それに伴う石器の割合も高い可能性がある。平成12年度出土分

と合わせると、石槍・ナイフが比較的多く、 中期後半における石器組成の一端を反映しているとみら

れる。

分布については、住居跡(H-l～3)等のある段丘縁辺や、その北西側の沢から出土したものが

多く、調査区の東端西端では次第に減少する傾向にある（図Ⅳ 2 7～9)。なお、礫・礫片の

分布図で051区の点数が突出して多いが、集石(S－2)の851点を加えたことによる(N40区ではH－

4の覆土出土礫58点も加えた)。他にも礫・礫片の点数が多い調査区はあるが、出土状況から集石と

は判断されていない。

剥片石器に使用される石材は黒曜石が殆どで、頁岩やチャートは僅かである。黒曜石については、

肉眼で観察される特徴から分類を行った（｢Ⅲ遺物の分類｣、 「Ⅶ成果と問題点」参照)。石斧では緑み

を帯びた泥岩、礫石器では安山岩、泥岩、砂岩、片麻岩等が用いられている。なお、実測図は主とし

て完形品から作成した。

表Ⅳ－2－4層位別出土石器等点数一覧

帽
一
帖
一
皿
一
ｍ

計VI層 その他Ⅲ層 V層分 類
上位

8

，

4

髄
一
誕
一
岨
－
４
５
’
７
｜
沁
塑
一
郷
－
５

３ 弱
恥
５
｜
、
｜
剖
一
弼
妬
一
伽
一
別
－
１
｜
加
一
Ⅳ
｜
陞
一
蝉
一
郷

石 嫉

石槍・ナイフ

石 錐

つまみ付ナイフ

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

フ レイ ク

石 斧

たたき石

す り 石

砥 石

加工痕のある礫

礫 ・ 礫片

計

２
’
１

１
－
１

１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
羽
１

剥片石器 ２
｜
皿
一
肥
一
Ｗ
｜
利
一
⑫

’
’
’
’
２

1

２
’
３
’
２
｜
研
一
１
’
１

’

’

３

９ 羽
－
２

剥 片

磨製石器

礫石器 ３
’
２
’
４
｜
邪
一
邪

416

10

1317

1848

1

1

礫・礫片
郷
一
派

lll

149

５
’
５

認
一
別

岬

銃谷
口

戸旬

O／



１６

灼

鯛

竺

０６

、

鯉

、

９５

鋼

極

一

睡

一

８５

２

だ

－

錨

一

７５

６

妬

｛

“

”

一

６５

浬

如

一

掴

霊

一

５５

睡

底

”

Ｆ

ｌ

５

８

４

ｍ

５

１

３

－

晒

理

一

銅

、

↑

５

《

１

２

認
唖
一
垂
、

５

孟

睡

圃

ｒ

ｌ

ｌ５

｜

煙

“

今

工

１

０５

｜

廼

麺

》

一

姪

９

４

、

１

１

１

『

弛
咽
壺
一

８４

〆

~

一

＃

‐

芯

唖

圃

封

７４

『

〆

壼

極

ｗ

４

確

輌

屈

巡

６４
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Ⅳ米原4遺跡
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Ⅳ米原4遺跡

(1) 剥片石器

石鍼（図Ⅳ－2-10-1～8/表Ⅳ－2-5/図版10)

59点出土している。無茎鎌16点、有茎鑛18点、小破片のため形態が不明なもの25点である。無茎嫉

では凹基7点、平基8点、柳葉形1点、有茎嫉では平基7点、凸基11点となる。 1は無茎凹基。尖端

部を破損する。 2～8は有茎。 2は平基で小型。 3～8は有茎凸基。 3 ． 4の尖端部縁辺は直線的で

あるが、 5は内側に湾曲している。 6～8は茎部が幅広である。 6 ． 7は調整が粗く、石槍・ナイフ

の再加工品かもしれない。掲載品の石質は3がチャート製他は全て黒曜石製。

石槍・ナイフ（図Ⅳ－2-10-9～19/表Ⅳ－2-5/図版10)

26点出土している。茎が明瞭なもの16点、明瞭でないもの（木葉形や菱形) 4点、小破片のため形

態が不明なもの2点である。 9～13は茎が明瞭なもので、基部は全て凸基。 9は全体的に曇りがかっ

ている。双眼実体顕微鏡(10倍）で観察したところ細かい無数のひびが確認され、被熱によるものと

考えられる。展開図の裏面では、被熱後に尖端部が作り出されている。 11 ･ 12の尖端部は破損してい

る。 13は尖端部と茎部が破損している。 14はかえしが一方の縁辺にだけみられる。 15～19は茎が明瞭

でないもの。 15 ･ 16は菱形で最大幅がほぼ中央にある。 16の最大幅は尖端部寄りにある。尖端部は破

損している。 19は一部破損しているが、最大幅は中央付近にある。尖端部以外は曇りがかる。双眼実

体顕微鏡(10倍）でその部分を観察したところ線状の傷が多数ついており、風化による曇りと考えら

れる。 このことから廃棄されていた石槍・ナイフを再加工したものと推測される。掲載品の石質は全

て黒曜石製。

石錐（図Ⅳ－2-10-20～22/表Ⅳ－2-5/図版10)

5点出土している。素材の一端に尖端部を作り出すもの2点、棒状のもの2点、小破片のため形態

が不明なもの1点である。 20は原石面のある剥片の一端に尖端部を作り出している。尖端部は僅かに

破損している。 21 ．22は棒状のもの。 21の尖端部には潰れがみられる。 22は両端に尖端部が作り出さ

れており、下端は磨耗のため光沢が失われている。両縁辺は潰れが顕著である。掲載品の石質は全て

黒曜石製。

つまみ付ナイフ（図Ⅳ－2-11-23～26/表Ⅳ－2-5/図版10)

10点出土している。縦型8点、横型1点、小破片のため形態が不明なものl点である。 23･24･26

は縦型。 23は片面全面加工で裏面の一部も加工されている。両刃部に潰れがみられる。 24．26は両面

全面加工。 24は破損品。 26の刃部は側面からみると凸凹が顕著である。 25は横型で、主に腹面側の周

縁に刃部が作り出されている。掲載品の石質は26が頁岩製、他は黒全て曜石製。

スクレイパー（図Ⅳ－2－11－27～31/表Ⅳ－2-5/図版10)

21点出土している。縦長剥片を素材としたもの15点、横長剥片を素材としたもの2点、小破片のた

め形態が不明なもの2点である。 27～29は縦長。 27は剥片の下端に急角度の刃部が作り出されている。

刃部には潰れがみられる。 28の刃部は内側に湾曲ぎみである。 30･31は横長。 30の打点付近には被熱

したような曇りがみられる。双眼実体顕微鏡(10倍）で観察したが、細かいひびは確認されなかった。

31には円礫の原石面がみられる。掲載品の石質は29･31が頁岩製、他は全て黒曜石製。

Rフレイク･Uフレイク・フレイク

これらは図示していない。 Rフレイクは46点、Uフレイクも46点出土している。Rフレイクは二次

加工のある剥片で、定形的な石器の破片とみられるものが殆どである。Uフレイクは剥片の縁辺に微

細な剥落痕が連続するものである。 フレイクは黒曜石製652点、頁岩製10点、チャート製17点、泥岩

製78点、片岩製1点である。石器と使用石材の関係からみて、黒曜石、頁岩、チャートは、前述した
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剥片石器製作に関わるもの、泥岩は後述する石斧の製作時に生じたものと考えられる。

(2) 磨製石器

石斧（図Ⅳ－2-11-32～34/表Ⅳ－2-5/図版l1)

21点出土している。打ち欠き成形後に敲打痕がみられるものl点、全面磨製のもの2点、小破片の

ため製作の方法が不明なものll点、石斧の原材と推測される緑みを帯びた泥岩製の礫・礫片8点であ

る。側縁に擦切痕のみられるものはない。 この他、石斧の製作時に生じたと考えられる泥岩製のフレ

イクが78点出土している。 32． 33は全面が研磨されている。 32は刃縁の一部を破損するが、 円刃とみ

られる。 33も円刃である。側面からみると扁平で刃部は片刃ぎみである。基部を破損する。 34は打ち

欠き成形後、敲打・研磨により整形されている。展開図裏面の一部が煤けている。刃部を破損する。

掲載品の石質は、全て緑みを帯びた泥岩製。

(3) 礫石器

たたき石（図Ⅳ－2-12-35/表Ⅳ－2-5/図版1l)

1点のみの出土である。平成12年度は151点出土しており、点数に大きな開きがある。 35は扁平な

楕円礫の両面、両側縁にたたき痕がみられる。展開図の表面・裏面にはたたき痕のまとまりが2か所

ずつみられるが、表面のものがより明瞭である。表面左下部側縁には、両面から連続した打ち欠きが

なされ、その間にたたき痕がみられる。掲載品の石質は砂岩製。

すり石（図Ⅳ－2-12-36～38/表Ⅳ－2-5/図版11)

10点出土している。全て横断面が三角形の礫の1稜を擦ったものである。北海道式石冠は平成12年

度に148点出土しているが、今年度はみられない。 36･37とも’稜のみ使用しており、縁辺には打ち

欠きがみられる。 37は破損部分に打ち欠きがなされている。 38は1稜を両側から打ち欠いているが、

擦痕もみられず、滑らかでもない。未使用品と推測される。掲載品の石質は36が花崗岩製、 37が泥岩

製、 38が砂岩製。

砥石（図Ⅳ－2-12-39/表Ⅳ－2-5/図版11)

17点出土している。板状のものが1点、他は破片である。 40は1面が滑らかで中央部分が擦り窪ん

でいる。同一個体の破片が13点ある。掲載品の石質は砂岩製。

加工痕のある礫（図Ⅳ－2-12-40･41/表Ⅳ－2-5/図版11)

14点出土している。 40は礫の側縁を両面から打ち欠いて機能部を作り出している。機能部には幾分

潰れがみられる。 41は扁平楕円礫の対向する側縁が打ち欠かれている。その部分と周囲の稜が潰れて

いることからたたき痕とみられるが、ザラザラした石質のため明瞭ではない。類例は平成12年度米原

4遺跡（北埋調報153の164頁11番)、平成13年度宮戸4遺跡（北埋調報168の229頁281番）にみられ、

いずれも片麻岩製のたたき石として掲載されている。今回の報告では、対向する挾りが特徴的である

ことから、たたき石としなかった。掲載品の石質は40が砂岩製、 41が片麻岩製。

礫・礫片

図示していない。 2,453点出土している。遺構出土の礫片と接合を試した結果、 S－2やH－4と

の接合例が数件あったが、 いずれも周囲のものが付くにとどまった（表Ⅳ－1-5 ･ 11参照)。包含

層どうしも同様で、遠距離の接合例はなかった。 （山中）
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表Ⅳ－2－5 包含層掲載石器一覧

図番 分 類 調査区･番号 層位 長さ×幅×厚さ(cm) 軍臺(g) 石質 備 考

雛 V層下1 J44c･27 (2.4)×1.84×0.33石 (1.2) 黒曜石Dd 破損品

鰊石 V層上2 048d． 2 1_58×1. 19×0.28 黒曜石Dd0.4

雛 V層中3 O55b･42石 2.21×1.50×0.33 チャート1. 1

雛 V層中石 P49a･104 2． 80×1.31×0.34 黒曜石Dd0.8

雛 V層上石5 053d･ 3 黒曜石Ad3．28×1.75×0.30 0.9

鑑 J46d. 1 V層下6 石 3． 59×1.88×0.53 黒曜石Dd2.4

雛 V層上I46a･1]7 石 3．22×2. 17×0.51 黒曜石Dd3.4

賑 I層石 146b・ 18 黒曜石Dd3. 91×2.20×0.50 2.6

石槍・ナイフ V層下 被熱J44d・ 169 4．40×221×0－43 黒曜石Dd
n口

、‐．

石槍・ナイフ WE10 I45b・42 5． 30×2．58×0. 58 黒曜石Dd5.4

石槍・ナイフ V層下H46b・ 17 黒曜石Dc11 5． 33×2．89×0－76 6.4

石槍・ナイフ V層上O53a・ 1 黒曜石Dd12 6．29×3_40×0_79 10.8

V層中石槍・ナイフ 破損品(5.36)×3.80×0． 91 黒曜石DdJ46c･12 (21.0)13

石槍・ナイフ V層中H46c・ 15 黒曜石Dd5．56×3．60×0． 5414 Rq
u▲U

V層中石槍・ナイフ 黒曜石DdI44b･ 2 5.20×2．00×0.66 4.615

石槍・ナイフ V層上 黒曜石DdI46b･ 2 4．80×2. 10×0． 68 4.716

破損品石槍・ナイフ V層中 (4.31)×2. 12×0. 55 黒曜石Dd(3.4）J44c・ 317

V層中 黒曜石Ad石槍・ナイフ I45c・ 6 5．40×2.60×0.6818 9.0

145b・ 30
破損品V層下 (20.0） 黒曜石Id石槍・ナイフ (8.89)×3.29×0．7719

J45c・ 12

錐 排土 黒曜石Aa
アー

仁1 不明 1．42×2． 59×1. 12 7 Q
~ロ. Lノ20

黒曜石Dd錐 V層下I44c･22 2.90×1.20×0.46
1 戸

1－0
八司

乙’ 石

黒曜石Ad錐 V層下I44c・ 16 4.49×1_23×0.81石 1.322

風倒木痕つまみ付ナイフ 黒曜石AdO46a・ 12 4.31×2.81×0.74 5.923

V層中 黒曜石Ddつまみ付ナイフ J45c・ 2 5.41×2.20×1.01 11.624

黒曜石Abつまみ付ナイフ V層下N43d． 6 5．68×4．85×0．66 14325

頁岩V層下つまみ付ナイフ J45a・ 16 7．84×2．42×1.31 25.826

V層下 黒曜石BbJ44b･ 15 4.40×2.29×0.89スクレイパー 8-227

V層下 黒曜石Adスクレイパー J45a･17 4．52×2．84×0.70 7.828

頁岩V層中スクレイパー O40c・ 2 6. 10×4.31×0. 95 16.929

被熱V層中 黒曜石DbI46b･ 4 7. ()0×6.91×1.47 46.7スクレイパー30

頁岩VIEスクレイパー O55a・ 3 5．40×7. 18×1. 55 42.631

破損品泥岩斧 V層下 (9.75)×3.21×1.61 (90.5)石 I45c･1532

泥岩V層中斧石 146a・ 6 6‘88×4． 37×1. 14 民ワ 1
JI今 上33

泥岩 破損品斧 V層中 (11.38)×5.31×2.68 (226.8）J45b・ 24石34

砂岩V眉上たたき石 O48c・ 3 15.43×6－98×2－71 416.235

花崗岩V層下す り 石 J45b・ 23 6.81×12.00×5.39 582.736

J44c･29
破損品泥岩V層下す り 石 8.70×(14.20)×6.2437 1080.0

J45b･37

破損品砂岩V層下
ヨー

リ 石9~ 7．68×(13,20)×4．39I45b・ 38 560. 538

破損品V層下 砂岩(19. 1）×(12.02)×6.57 (1182)砥 石 J45b・39調
一
㈹ 泥岩V層下加工痕のある礫 J45c・ 18 9.30×10.35×4. 10 455. 6

片麻岩V層下加工痕のある礫 051d． 9 5．86×12.90×2.60 321. 741
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V宮戸4遺跡

V宮戸4遺跡
1 S地点の遺構と遺構出十遺物

（1） 概要

平成12 ･ 14年度の2か年で、土器片囲い炉lか所、 Tピット10基、焼土17か所、集石3か所を検出

した。TP-1～4， S-lは平成12年度、H-2、TP-19～24, F-27～43, S-2 ･ 3は平成14年

度に検出された。TP-4、 S－1は2か年にわたって調査されている。

表V－1-1 S地点検出遺構一覧

遺構名 遺構種類 発掘区 検出層位 規 模(m) 長軸方向 時 期

縄文時代後期前葉(タプコプ式期）土器片囲い炉 BO38c,CO38d Ⅵ層上面 0.90×().66(炉）H－2

TP－1

N－28．－恥

1.95×0.82/1.93×0. 19/1. 11 縄文時代中期後半～後期初頭Tし､v卜
~全~一ダI W層上面 N－21．－WBO44a･b

V層下位 縄文時代中期後半～後期初頭」．一ダ．，'〒､し､､ノト Z45a 1.86×0.95/1.97×0． 33/1.70TP－2 N－8．－W

W層上面 1.71×0.72/1.99×0. 23/1. 72 縄文時代中期後半～後期初頭Tピッ’ Z44c,AO44dTP－3 N－2o－E

W層上面 1.73×0.85/1. 80×0. 14/1．60 縄文時代中期後半～後期初頭TP－4 Tピット X40a･b N－19o－E

TピッI Ⅵ層上面 縄文時代中期後半～後期初頭TP－19 Y40c．． 3.00×0.66/ ×－/0, 92 N－84o－E

TP－20 Tピット W層上面 縄文時代中期後半～後期初頭Z24c 2.33×0. 72/2.05×(0. 18)/1.32 N-57｡-W

Z35c,Z36b
AO35a｡d,AO36a

TP－21 Tピット VI層上面 縄文時代中期後半～後期初頭3.27×0. 90／3.38×(0.22)/1. 12 N－46．－W

T戸､ソト
ーーンB~ V層下位TP－22 X40c．。 (1.80)×0.70/1.47×0.35/0.79 縄文時代中期後半～後期初頭N－21o－E

AO42c,AO43b
BO42d,BO43a

Vll層上位'T芦､､ノト
~一一／I~TP－23 1.40×0.65/1.09×0. 19/0.68 縄文時代中期後半～後期初頭N 88o E

Tピット ⅥI層上面TP－24 1.25×0. 98/0.73×0.24/1.06 縄文時代中期後半～後期初頭X43d・X44a N－14．－W

焼土 V層中位
戸 向う

r_廷イ 0.50×0.43/0. 03 純文時代中期後半～後期初頭Y40a N－80o－E

0. モ0.5焼土 V層中位F－28 7×0.33/0. 09 縄文時代中期後半～後期初頭Y40c N－29o－E

焼土 V層下位F－29 0.69×0. 50/0. 11 縄文時代前期前半BO39a N－87o－E

焼＋ V層下位F－30 BO39a･b 縄文時代前期前半0.42×0. 59/0.08 N－61･一E

焼二I V層下位 縄文時代前期前半F－31 B()39a｡． (). 78×0. 73/0. 10 N－l7o－W

焼土F－32 V層下位 縄文時代前期前半BO39b 0.69×0. 54／0．07 N－14．－W

焼一十 V層下位F－33 Y40b 縄文時代前期前半0.61×0.60/0. 12 N 61o E

焼土 V層下位 縄文時代前期前半F－34 A()34. 0. 79×0.59/0.07 N－56o－E

焼土 V層下位 縄文時代前期前半巨一qE
【 ソヅ Z35c 0.64×0.42/0.06 N－l9o－E

焼土 V層下位F－36 Z35c 0.64×0.41/0. 09 N－69o E 縄文時代前期前半

焼土 V層下位７

８

３

３

Ｆ

Ｆ

Z36b 0.72×0_63/0.08 縄文時代前期前半N－3．－W

焼土 V層下位Z36b 0.75×0. 53/0. 15 N－24． W 縄文時代前期前半

焼十F－qQ
I Vマ AO37b､BO37a V層下位 0.64×〔).43／0． 12 縄文時代前期前半N－22．－W

焼」 V層下位 縄文時代前期前半F－40 B()38a.． 0.62×0. 59/0. 16 N－69．－W

焼土F－41 W層上面 0.46×0. 39/0． 12 縄文時代前期前半Z37a N－15o E

焼土 V層下位 縄文時代前期前半F－42 Y38c 0.70×0.42/0. 10 N－7．－W

焼十 V層下位 縄文時代前期前半F－43 0．48×0.41/0.08Y44a N－23o E

Y44a～d,
Z44a･b,d,AO44a

集石 V層下位 縄文時代後期前葉S－1 11．68×3．76 N－52o－E

集石S－2 V層下位 縄文時代前期前葉X40d, X41a N－41･ E2．40×1． 78

集石 V層下位 縄文時代前期前半Q－q
曹 嘩 Y40a～． N－62． E2．96×1． 54
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V宮戸4遺跡

土器片囲い炉は、 タプコプ式土器5個体分の破片を使用したものである。鵡川町内では初めての検

出であり、分布でも厚真町厚真7遺跡と門別町エサンヌップ2遺跡との中間に位置するものとして注

目される。焼土中より採取した炭化物を用いて、放射性炭素年代測定(AMS法）を行ったところ、

補正C14年代で3660±40 (yBP) という数値が得られた。詳細は第Ⅵ章第1節を参照されたい。時期

は、使用されている土器から、縄文時代後期前葉である。

Tピットは、宮戸3遺跡や昨年度調査の斜面部分と同様に、イモッペ川へ向う沢地形を利用して設

けられている。TP-19～22の底部より採取した土壌を用いて花粉分析と植物珪酸体分析を行い、周

辺の古植生を復元した。斜面上(TP-20･21) と斜面下方(TP-19･22)では周辺の植生がやや異

なるが、 いずれも草本類で地面を覆われた、存在のわかりにくい場所を選んで構築された可能性があ

る、 との結果が得られた。詳細は第Ⅵ章第2節を参照されたい。構築時期は縄文時代中期後半～後期

初頭と考えられる。

焼土は上部の灰層が流失しているため、土器・石器等あるいは骨片・種子・炭化物などの微細遺物

を伴うものが少なく、性格・時期などが不明なものが多い。ただし、集石を構成する礫・礫片の大部

分が被熱しており、包含層より出土したフレイクや礫石器、礫・礫片に被熱しているものが多く見ら

れることから、 これらと関連する可能性が高い。出土遺物や検出層位などから、形成時期は大半が縄

文時代前期前半と考えられる。

集石は沢内部の窪みに礫・礫片を主体とする遺物が大量に溜まったものである。 これらは上位の台

地上から廃棄されたものと考えられ、規則的な配列や下部の掘り込みなどは認められない。遺物の大

部分が焼けていることから、調理などで使用されたものと推測される。形成時期は、検出層位や周辺

の出土遺物などから、 いずれも縄文時代前期前半と考えられる。

（2） 土器片囲い炉

H-2 (図V-1-2～4/表V－l－l～4/図版17･22． 23)

特徴：調査区東側の、調査区外との境界に近接する部分で検出された。イモッペ川へ向う沢筋の内

部に位置する。比較的緩やかな斜面上に立地しており、ほとんど地形に高低差は感じられない。

V層下位の包含層調査中、土器片がまとまった状態で出土した。当初は沢地形のくぼみに落ち込ん

だ遺物で、遺構との関連は想定しなかった。ただし、同一個体と考えられる口縁部および胴部が集中

していることから、早急に取り上げず、周囲を少しずつ掘り下げていった。すると、 Ⅵ層上面で掘り

込みが確認され、土器片が弧状に埋まっていることが判明した。また、内部に焼土と炭化物が検出さ

れたことから、 これを土器片囲い炉と認定した。 この段階では竪穴住居の内部に設けられた屋内炉を

想定していたため、 トレンチ調査により住居のプランを検出することに努めた。 しかしながら、 Ⅵ層

中には床面と壁面の立ち上がりを検出することができなかった。そこで調査範囲の南西側境界のセク

ション面で掘り込みの断面を確認しようとしたが、 自然堆積のままでV層中に人為的な撹乱は見られ

なかった。 このことから、本来住居としての掘り込みはなかった可能性が高いという結論に達した。

炉の構造は、 V層上位に相当する地面を皿状に掘り窪めて、その壁面に土器片を貼り付けるように

して巡らしている。土器片はすべて表面を炉の内側へ向けている。土器片はほぼ全周するが、南側に

欠ける部分が見られる。 これと相対する部分は口縁部が外側、胴部が内側に二重に据え付けられ（別

個体)、特に強固になっている。炉に用いられている土器は接合の結果や施文・胎土の違いなどから、

全部で5個体あったと考えられる。

炉の内側は非常に強く焼けており、火焼面は固くしまっていた。焼土は分厚く、 Ⅵ層の下位までが

明赤褐色に変色している。その上位からは炭化物や黒曜石のフレイク・チップが多量に出土した。 こ
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H-2(土器片囲い炉）
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HP2

ご立五
Ⅶ

e f25.60m

トレンチ

土器片囲い炉土層

1黒褐色;腐植土主体炭化物､フレイク･ﾁｯﾌが多量に混ざるやや粘性あり

2明赤褐色:焼土非常に強く焼けている粘性なく､しまり弱い火焼面は固くしまっている

3黒褐色:腐棉士士体パミスまじりやや粘性あり掘り込みを埋めた土と考えられる

HP1土層 HP4土屑

1黒色:腐植土粘性なく､さらさらしている 1黒色:腐植土ややしまる

HP2土層 2黒褐色:腐植十字体ロームが微量混ざる

1 黒色:腐植土粘性なく､しまり弱い しまり弱い

HP3土層
0 1m

l黒色:腐植土ロームが微量混ざるもろい

図V-1-2 H-2

Ⅱ■

Ⅶ

」 25.90m k 126.10m
HP4－

I
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V宮戸4遺跡

れらのことから、 この土器片囲い炉は比較的長い期間使用されたと考えられ、煮炊き以外に石器製作

などの作業も行われたようである。タプコプ式期の土器片囲い炉については第VI章第2節で考察する。

炉の周辺より、柱穴と考えられる小ピットが4基検出された(HP-1～4)。いずれも人為的な掘

り方は明瞭であるが、HP-1 ･ 2は垂直に、HP-3･4は東～北東側へ傾斜して打ち込まれてお

り、 中心の炉へ向かって内傾していない。住居としての構造を把握することはできなかったが、位置

的に土器片囲い炉と関連する可能性があると考え、付属遺構として扱った。沢地形の内部という立地

から、 自然のくぼみを利用した掘建て住居などが考えられるが、確証に乏しい。

遺物：土器片囲い炉を構成していた土器は、 Ⅳ群a類（タプコプ式) 1,497点である。また、焼土

中より、黒曜石製の石槍・ナイフ1点、微細なフレイク・チップ5,307点が出土している。フレイク

・チップの大部分は、水洗選別により得られたものである。他にI群b類Ⅱ群a類に属する土器片、

石鑛Rフレイクなどが焼土中より出土しているが、遺構には伴わないと考えられる。

1～5は炉に用いられていた土器である。器面に条の幅4～5nlmのLR縄文が施され、施文後に器

面がなでられている。いずれも内面は粗雑になで調整され、 l～4は口唇・口縁内面に器面と同様の

縄文をもつ。胎土には黄白色火山灰・細礫を多く含む。 lは器高35.9cm、 口径24.3cm、底径8.3cmを

計る深鉢である。 口縁～底部の2／3ほどが復元できた。器面には方向を変えた羽状風の縄文をもつ。

胴上部の幅5cmほどの間には、撚糸風の縦位のLR縄文が施されている。 この条の幅は1～2mmであ

る。 2は現存器高33.5cm、推定口径22.8cmを計る深鉢である。 口縁～胴下部のl/3が復元できた。

底部を欠く。 2～5は器面に斜行縄文が施されている。 1～3は口縁部に幅4～5mmの縄線文を2条

もつ。 6は炉内部の焼土より出土した石槍・ナイフ。茎が明瞭に見られないもので、形状は菱形に似

る。両面の調整は比較的丁寧である。被熱の程度が小さいことから、炉の使用後に投じられたもので

あろう。焼土中より出土した多量のフレイク・チップは、 この製作に関連する可能性が高い。

時期：炉に用いられている土器から、縄文時代後期前葉のタプコプ式期の遺構である。 （芝田）

表V－1-2 H-2出土遺物一覧

遺構名 層位 ｜ 遺物名 分類

I群a-l"

Ⅳ群a類

石槍・ナイフ

フレイク

点数

1

1497

1

4420

5919

層位 ｜ 遺物名
士器

分類

I群b類

石雛

Rフレイク

フレイク

点数

1

1

1

887

890

6809

土器

剥片石器
焼土l層 笠
馴
合

焼土2層H－2

剥片

計
三J

可

表V－1-3 H-2掲載土器一覧

遺物

番号

掲載

番号

破片

点数|掲載|総数
遺構名 同一個体破片の情報発掘区､層位､点数( 1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした層位 分類

(掲載)H-2 28焼土中伺28同7,同31同19,同32同38,同35同3,同38同10,BO38cl6V下2

(非掲載)H 2-22焼土中5,同28同2.同31同2,同321司76,同35n28伺38同13.
焼土中H－2 IVa1 1 80 206りり

草己

焼土中

焼土中

焼土中

焼土中

(掲載)H 2-43焼土中4. (非掲載)H-2-39焼土中7２

２

２

２

~
~
~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

調
一
粥
一
羽
一
羽

Ⅳ
’
１
｜
唱
一
岨

型
－
１
｜
皿
一
噸

陀
一
い
一
陀
一
陀

ワ

ム

Ｑ

〕

言

４

｜

氏

〉

咽
－
１
｜
咽
－
１

(非掲載)H-2-29焼土中113.

(掲載)H 2-30焼土中10,同35同1. (非掲載)H-2-27焼土中2,同30同1l0,同35同9

表V－1-4 H-2掲載石器一覧

番号｜ 遺構名 ｜ 分類
6 1H-2 1石槍･ﾅｲﾌ

遺物番号 層位 長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 石質 備考

26 1 焼土中 黒曜石5.40×2_21×0_ 57 5. 1
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V宮戸4遺跡
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(3) Tピット

TP-1～4， 19～24 (図V－1－5～8/表V－1-1 ･ 5～7/図版13 ･ 14･ 17～20)

特徴: 10基が検出された。立地は、沢筋の斜面上(TP-1～4)、沢の内部(TP-19･22)、尾根

上(TP-20･21･23) 、段丘のへり (TP-24)に分かれる。 このうちTP-1～4およびTP-20･21

は、それぞれほぼ同じ長軸方向で斜面の下位へ向かって並列している。

形態は平面が楕円形のもの(TP-1～4･22･23)が多く、長楕円形のもの(TP-19～21)、 円

形に近いもの(TP-24) も見られる。 この違いは底部の長さによるもので、 いずれも本来の形状は

溝状であったと推測される。TP-1～4は底面が傾斜している。地形の傾きに沿うもの(TP-2 ･

4） と逆らうもの(TP-1 ･ 3)に分かれるが、 いずれも沢地形の低い部分へ向かってオーバーハ

ングする。TP-22は底部が比較的|幅広いが、礫を多量に含む層を掘り込んでいるため、狭院にする

ことが困難であったのかもしれない。

覆土は上位が落ち込みに堆積したV層土、 中位が壁面(V～VIE)よりの崩落土、下位が腐植土と

崩落土の互層というものが多い。沢の低位部分に掘り込まれたものは、覆土中に礫が混入する。

Tピット同士の切り合い関係はなく、構築の新旧や同時性は不明である。他の遺構との新旧関係で

は、TP-22がS-2 (縄文時代前期前葉）を切っている。宮戸4遺跡のTピットについては、昨年

度に引き続き、考察を第Ⅵ1章第3節で行っている。

遺物：覆土の上位～中位より縄文時代早期後半～前期前半の土器片、剥片石器類礫・礫片などが

出土した。 これらは古い時期の遺物が流れ込んだもので、 Tピットに伴わないと考えられる。

1はTP-19の覆土1層出土のⅡ群a－2類土器で、器面に条の幅3mmのRL縄文をもつ。胎土に

繊維・黄白色火山灰・黒色鉱物を含む。 2はTP 20の覆土1層出土、 3はTP-21の覆土5層出土

のⅡ群a－1類土器である。 2は条の幅7～8inm、 3は5111mの横走気味のRL縄文をもち、施文後に

なでられている。胎土には繊維を含む。 4はTP-21の覆土10層出土のI群b－1類土器で、器面に

幅3～4mmの組紐圧痕文が施されている。内面はなで調整され、胎土に黄白色火山灰を含む。 5 ･ 6

はTP-21出土のもの。 5は三角形の石繊。平基で裏面に主剥離面を残す。 6はサイド・スクレイパ

ー。刃部は直線状で、下半部を欠損している。いずれも黒曜石製である。

時期：縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。 （芝田）

卜出土遺物一覧5 Tピット出土ガ

層位 ｜ 遺物名
覆土中 ｜礫・礫片

合

覆土中 ｜礫･礫片
合

覆土中 ｜礫･礫片
合

覆土中 ｜礫・礫片
合

憲士囑| 土＃：
合

覆土1層｜ 礫石器
覆土中 ｜ 土器

合

覆土1層 土器

表V一 1－

｜ 分類 点数遺構名 層位 遺物名 分類

｜ 礫 20 石鑑
計 20 剥片石器スクレイパー

｜ 礫 2 覆土1層 Uフレイク
計 2 剥片 フレイク

｜ 藻 7 計

f "P-2' 覆上2眉土器 1#b-1"
計

｜ 礫 土器 I群a二'頚
計 1 覆土5層剥片石器Uフレイク

| I群b類 l 剥片 フレイク
| II群a-2類 1 ! 計
計 2 覆土10層 土器 I群b類
|石斧剥片 2 合 計
| I群a-1類 2

総 計
計 4

些計画計画計画計

剥片石器

覆土1層

７’７’１

TP－21

覆十5層

計総

点数遺構名
２

’

１
TP-1

５

７
TP-2

喝
－
１

TP-3

２

１
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
別

TP-4

TP－19

TP-20
57
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TP-1
､／

b d26.00m~~
~

I
ノ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅵ

一

Ⅶ 漣
1

“

2
~一旦，"-

1

喬
以

言
５

44
、●一

七｡』
~~1

､g044。 6
4 b

d
～

9

10

7 TP－1土層

1黒色:V層土ややしまる

2黒褐色:黒色土とロームの混合ややしまる

3黒色:黒色十士体ロームが斑状に混ざるやわらかい

4褐色:ローム主体パミスが微迩混ざるやわらかい

5暗褐色:ロームと黒色土の混合やわらかい

6褐色:ロームやわらかい

7黒褐色:黒色土主体ロームが少畳混きる

B褐色:ローム主体ﾊﾐｽが少量混ざるもろい

g黄褐色:ロームもろい

1o黒褐色:腐植土パミス混じり粘性あり

11褐灰色:腐植土が水分により還元化される粘性あり

TP-2

七45。

0、

、、~、C=
（
~~

~/>、←､、
｡

、
、

、
、

三ミ ＜、 TP－2土層

1黒色:V層土主体パミスが微量混ざるややしまる

2黒褐色:V層土主体ロームが少量混ざるややしまる

3褐色:パミス主体黒色±が少量混ざる

4にぶい黄褐色:ロームとパミスの混合ややしまる

5褐色:ロームやわらかい

6黒褐色:黒色土とパミスの混合やわらかい

7にぶい黄褐色:ローム主体黒色土が微量混ざるもろい

8褐色;パミスもろい

9黒褐色:黒色土とパミスの混合もろい

10褐灰色:黒色土主体ロームとパミスが少量混ざるやや粘性あり

1 1褐色:ﾊﾐｽもろい

12黒色:腐植土粘性強い

13 Iこぶい黄褐色:パミスと腐植土の互層もろい

14灰黄褐色:パミス主体腐植土が少量混ざる粘性あり

+z45b

TP-3

、Q－
, (､､、
-k｡44j､、 偲-k｡45｡

、

~／
9／

，
／

<、
TP－3土層

1黒色:V屠十辛体パ

2暗褐色:V層土主体

3にぶい黄褐色:ロームとﾊﾐｽの混合黒色土が斑状に混ざるやわらかい

4明黄褐色:パミスややしまる

5 1こぶい黄櫃色:ﾊﾐｽとロームの混合やわらかい

6黒色:腐植土しまりなし

7褐色:ﾊﾐｽしまり弱い

8にぶい黄褐色:ﾊﾐｽしまりなし

9黒色:腐植土しまり弱い粘性強い

10明黄褐色:パミスしまりなし

ｍ
寺
■
１
０
１

．

０

１

図V-1-5 TP-1～3
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b24.00mａ
’

~

Ⅵ

Ⅶa

(ローム 蚕~--_1）

識
3

7、 44

56
10
8

Ⅶa′ （礫多） ９９

~

Ⅶb(バミス）
Ⅶc（シルト）

TP－19±層

1黒色;V層土ややしまる

2黒褐色:V層土ロームが微量混ざるややしまる

3黒褐色:V層土ロームが少量混ざるやわらかい

4黒褐色:V層土主体ロームが斑状に混ざるやわらかい

5暗褐色:4限と同じだが､ロームが多い粘性あり

6黒褐色:V層土主体ローム･パミスが混ざる

7暗褐色:黒色土ふかふかしている根穴の撹乱か？

8黒褐色:ロームと黒色土が斑状になる粘性強い

9黒褐色:黒色土主体ロームが少量混ざる粘性強い

10黒褐色:黒色土しまり弱い

d24.00m~C

ー

'

ノ

ﾊｰｰｰｰ
イ

Ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
ノ

’ 道教委斌掘坑

~~~~~~~~~ +24,｡
一一

~

b d23.20mC a

TP-22 L言言fL木根
Ⅵ(礫混)、

了Ⅶ(礫混）

ご全L-i
｜ Ⅵ(礫混)1
1 －－－－－_- --、

や

14

礁乏Z
2

；

３

6

Ⅶ(礫混）

~~~~~~~Ⅷ ~~~~~~Ⅷ

が
ロー〆 ９

８

TP－22土層

1黒褐色:V層土ﾊﾐｽが多量混ざるやわらかい

2黒色V層土礫が少量混ざるややしまりあり

3黒褐色:V用土ロームーパミスが少量混ざる

4暗褐色:黒色土とロームの混合しまり弱い

5褐色:ロームと黒色土の混合しまり弱い

6暗褐色:腐植土主体やや粘性ありしまり弱い

7褐色:ローム主体礫混じり粘性強い

8黄褐色:ローム主体礫混じりしまり弱い

9黒色:腐植土ねっとりしている

ノt4｡。 、
、
Ⅵ

41bX

r
〆

ノ〆

〆〆一 、、～－－－－＝_‐戸〆ノ ､／ ノ
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〆

〈
、

木根
、

、 〆

、 ~、邑一一一

0 1m

図V-1-6 TP-4 ･ 19．22
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TP-20
b25.70mａ

’

_L
IZ34c Ⅵ

111 Ⅵ

Ⅶ
２22 Ⅶ

３３
8、48、4

８
－
~
。
）
一

一
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~
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~
言
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TP－20土嗣

1黒色:V廟土パミスが少量混ざるややしまる

2黒色:V層土パミスが多量混ざるややしまる

3黒褐色;黒色士羊体ロームが班状混ざるパミスが少量混ざる

4黒褐色:黒色土主体3層と同質だが､パミス少ない

5暗褐色:ロームとパミスの混合ややしまる

6褐色:ローム主体黒色土が班状に混ざるパミスが少最混ざる

7黒褐色黒色十字体ローム･ブロックが見られるやわらかい

8褐灰色:黒色土とロームの混合パミスが多過混ざるやわらかい

gにぶい黄褐色:黒伝士トロームの混合ローム･ブロックが見られるやわらかい

10黄褐色:ローム主体（大きめのローム･ブロック）粘性あり

11黒褐色:黒伊士士体ロームが少量混ざるふかふかしている

12暗褐色: 1 1層と同質だが､ロームが多めふかふかしている

13褐色:ローム主体黒色土が少量混ざるもろい

14黒褐色:黒色土とロームの混合パミスが少量混ざるやわらかい

15黒褐色:腐植十辛体ローム･バミスが少量混ざる粘性強い

d25.70mＣ
ｌ

トーーー
I~~~~

／

1

-h｡34｡

TP-23

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ
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TP－23土層

1黒色:V層土ややしまる

2褐色:ロームとパミスの混合しまり弱い

3暗褐色黒色土とロームの混合しまり弱い

4暗褐色:3層と同質だがバミスが多量に混ざる

5褐色:パミスポロポロして､しまりなし

6黒褐色;腐植±粘性強い

7褐色:ロームとパミスの混合ねっとりしている

8黒褐色:腐植土粘性強い

gにぶい黄褐色:ローム主体黒色土が少避混ざるしまり弱し

b d25.80m~~C
ｰ司

‘垂

~

TP－24土層

1黒褐色:V層土主体ﾊﾐｽ多く混ざる

ややしまる

2黒色:V履十辛体ﾊﾐｽ少量混ざる

ややしまる

3凧褐色:V層土主体ローム･ﾊﾐｽ少量

混ざるしまり弱い

4黒褐色:黒色士とロームの混合礫･パミス

混じりしまり弱い

5褐色:ローム主体黒色土が班状に混ざる

やや粘性あり

6にぶい黄褐色:ロームと黒色土の混合

しまりなく､パサパサしている

7暗褐色:ローム主体黒色土が少量混ざる

礫混じりやや粘性あり

B黄褐色:ローム礫混じり粘性強い

9黒色:腐植土やわらかい

10暗褐色:黒色十歩ロームの混合多量の

礫･パミスを含むしまりなし

11褐色:ロームと黒色土の混合多量の礫･

パミスを含むしまりなし

12黒色;腐植土ねっとりとした感触

13 灰黄褐色:ローム主体黒色土が少量混ざる

多量の礫含むしまり弱い
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図V－1-7 TP-20．23．24
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TP-21
d25.90m
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TP－21土層

1黒色:V屑土しまりあり

2黒色:V層土ﾊﾐｽが多量混ざるしまりあり

3黒褐色:V層土ロームが少量混ざるしまりあり

4黒褐色:黒色土とロームの混合ややしまる

5暗褐色:黒色土主体ロームが班状に混ざるややしまる

6暗褐色黒色土とロームの混合ややしまる粘性あり

7黄褐色;パミス主体しまり弱い

8褐色:ローム主体黒色土が班状に混ざる粘性あり

9黒褐色:黒色十辛体ロームブロックが入る粘性あり

10褐色;ロームとパミスの混合しまり弱い

1 1黄褐色:ﾊﾐｽ主体しまりなし

12にぶい黄褐色:ローム主体黒色土が少量混ざるしまり弱い

13黒色:腐植十主体ロームがラミナ状に混ざるやわらかい

14褐色: 10回とほぼ同質だが､ややパミスが多い

15褐色:ローム主体黒色土がラミナ状に混ざるやわらかい

16黒褐色:腐柁士聿体パミスが多量に混ざる粘性強い

17黄褐色:パミス主体ロームが少量混ざるしまりなし

18黒色:腐植土パミスが多量混ざるねっとりしている
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図V－1-8 TP-21とTピット出土の遺物

表V-1-6 Tピット掲載土器一覧

遺物

番号

破片掲載

番号
遺構名 層位 分類 同一個体破片の情報発掘区､層位点数(1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした

点数 掲載 総数

覆土1TP-19 1 1 1 1 ll a－21

覆土］TP－20 1 1 Ia 12 1 1

(非掲載)TP-21覆土5(1)覆土5 Ila－lTP－21 1 ２3 1 1

覆十10 lb－lTP-214 12 1 1 1

表5-1-7 Tピット掲載石器一覧

遺構名 遺物番号番号 分類 層位 備考長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 石質

石雛 覆土］ 黒曜石5 TP-21 1.85×1. 50×0. 19 O_4ワ
白

覆土1 黒曜石スクレイパーTP-21 4 4.70×3_47×0_536 7-8
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（4） 焼土

F-27～44 (図V－1-9 ･ 10/表V－1-1 ･ 8 ･ 9/図版21 ．24)

特徴: 16か所が検出された。すべて平成14年度調査区内からの検出である。 F－1～26は平成13年

度に調査された（北埋調報168)｡ F-27･28がV層中位、それ以外はV層下位で確認されている。

立地は沢の内部(F-27～33･40)、尾根上(F-34～39･41)、斜面上(F-42)、段丘のへり (F

-43）に分かれている。 このうちF-29～32は焼土が2つずつ並んで、 F-35～38は4つの焼土がほ

ぼ直線状に並んで検出された。 これらの焼土群は同一面で検出されており、同時期に形成されたもの

と推測される。 F-42は古い時期の風倒木のくぼみを利用して形成されている。

形状は不整な円形または楕円形を呈する。規模は長径50～70cm、層厚15cm以下のものが多い。長径

が最も大きいものはF-34の79cm、焼土層が最も厚いのはF-40の16cmである。断面はレンズ状また

は浅い皿状である。いずれも中央部分が最も厚く焼けている。

沢地形という立地のためか灰層は流失している。 このため形成面よりやや下位で確認されたものが

多いが、焼土層の断面観察などから検出面との差異は小さいと考えている。焼けの程度が強いものと

弱いがあり、使用期間の長さや頻度、 あるいは使用目的の違いによるものなのかは不明である。

焼土同士が切り合っている例は見られなかった。F-27とF-33は隣接して検出されたが、形成面

は前者がより上位であった。 F-28はS－3と接するが、やはり上位で検出されている。

これらの焼土の大部分は屋外炉として用いられたと考えられる。同じくV層下位で形成された集石

S－1～3を構成する礫・礫片の大半が被熱しており、包含層出土の礫石器礫・礫片も被熱したも

のが多く見られ、 これらが焼土と密接に関連している可能性は高い。

遣物： 7か所の焼土中よりⅡ群a類に属する土器片や、石嫉･Rフレイク･Uフレイク・フレイク

などの剥片石器類、礫・礫片などが出土している。特にF-37はⅡ群a－1類の土器片73点、 フレイ

ク10点など、遺物の出土点数が多い。 1はF-39焼土中から出土したI群a 1類土器である。器面

に条の幅5mmの横走するRL縄文をもつ。内面は剥落している。胎土に繊維・黄白色火山灰を含む。

時期：検出層位や焼土中より出土した遣物、周囲の包含層出土の遺物などから、 F-27･28が縄文

時代後期前葉F-29～43が前期前半に形成されたと考えられる。 （芝田）

表V－1－8焼十出十遺物一覧

遺構名 層位 ｜ 遺物名 ｜ 分類

F-33 焼土中 ｜礫.礫片｜ 礫
合 計

F-35 焼土中 |" J"
~合 計

F-3ア 焼上中 剥片有器U輔'
剥片 フレイク

合 計

F-38 焼土中剥片石器|H1:

F-33

焼土中
F-35

剥片石器
焼士中

F-37

焼土中 剥片石器F-38

遺物名

剥片

礫・礫片

計

土器

¥ll片石器

剥片

計

礫・礫片

計

分類

フレイク

礫

点数占
〃、,､

数
－
４
ｌ
４
ｌ
１

１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３

２
’
２

遺構名 ｜ 層位
３
’
１

８

焼土中
F-38

へ
ロ~

I群a－1類

Uフレイク

フレイク

門

２

皿

焼土中
F-39

今
ロ 妬

５
’
５

礫焼土中
F-43

今
ロ

総 計 107

表V－1－9 焼土掲載土器一覧

破片

賢遺構名望層位認I掲載,総数分類周一個体砿片の情報蕊繍区
l F 39 1 焼土中 l l l 73 Ia 1 (非掲載)F 39-l焼土中72

掲載

番号

漬物

番号
同一個体破片の情報発掘区分類遺構名 層位 ､層位､点数(1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした
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1にぶい赤褐色1焼土弱<焼Iﾅている 粘性なく､もろい
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1明赤褐色:焼土非常に強く焼けているしまり弱い
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図V－1-9 F-27～38
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（5） 集石

S－1～3 （図V－1-11～15/表V－1-1 ･ 10～12/図版21･24)

特徴： 3か所がV層中位～下位で検出された。断面観察によりいずれも形成面はV層下位と考えら

れる。 S－1は調査区南東側の沢筋、標高23.8～24.6mの緩い斜面上に立地する。一方、 S-2 ･ 3

は調査区東側の沢内、標高22.5～23.3mの斜面上に立地する。

S－lは今回検出した中では、最も大規模な集石である。礫・礫片4,821点、その他土器・石器等137

点の合計4,958点の遺物から構成されている。また、礫片の中には周囲の包含層出土のものと接合し

たものがあり、外部へ流出したものも併せれば遺物は5,000点以上であったと推測される。

規模は、沢筋に沿って長さ11.68m、幅3.76mの範囲にわたり、遺物の堆積が最も厚い部分は0. 16

mを計る。礫・礫片の総重量は169,284.4gである。集積した礫密度の濃淡により、大きく4か所の

まとまり (A～D群）に分かれる。それぞれの内部には著しく礫・礫片が密集している部分が見られ、

各群の中核となっている（図V－1-12)。最も密度の高いD群は、 S－1全体の礫・礫片の半数以

上が含まれており、重量でも群を抜いている。 これに対してB･C群はやや散漫な分布を示し、密集

部分も小さい。 このような分布から、本来はより狭い範囲で集中していた礫・礫片が、 自然営力によ

り次第に外縁へ広がっていったものと推測される。各群の礫には原位置を保っていないものがあり、

そのまま形成時に集積された単位と見なすことはできない。

図V－1-13はS－1より出土した礫・礫片のうち、割れていないもの、比較的接合して原形を復

元することができたものの長幅と重量のグラフである。 これによると長幅が5～12cln、重量は100

~4009と、片手で持てるほどの大きさが主体である。 この規格性は礫の本来の用途に関係するもの

と推測される。何かの目的をもって、規格に合致する礫を集めたのではなかろうか。

S－2は総点数119点、総重量6, 915.89、 S－3は総点数256点、総重量9,822.19と規模が比較的

小さい。 S－1と同様の集積状況を示すが、やや散漫で集中域が見られない。 これは同じような沢の

内部といっても、 S-2 ･ 3はより低い位置で傾斜が急であるため、礫が流出する割合が高かったた

めと考えられる。接合した礫・礫片の長幅重量のグラフは、 どちらも同じような分布を示している。

主体は長'幅が5～10cm、重量は100～2009とS－1よりもやや小さめである。 S－2はTP-22に切

表V-1-10集石出土遺物一覧

点数

1

1

1

1

2100

2186

遺構名 層位 遺物名 分類

剥片石器石鍼

剥片 フレイク

V層下 礫石器たたき石
台石

S－1
礫・礫片 礫

計

不明礫.礫片｜ 礫
合 計

S-2 V層下 ｜礫・礫片｜ 礫
合 計

士器 I群b類

S-3 V層下 :石鶚蕃曹
礫．礫片 礫

合 計

総 計

礫石器
V層下

S－1

S－2

V層下
S－3

遺構名 ｜ 層位 ｜ 遺物名 分類

I群b－1類

11群a類

I群a－2類

石鍼

原石

たたき石

すり石

北海道式石冠

台石

礫

点数

15

1

28

1

1

2

1

1

1

2720

2771

2

65

3

11

1

土器

剥片石器

V層中

l

~4958礫石器

S－1
”

、礫・礫片
三』

同I
２
’
２I群b類

I群b-1"

I群b－2類

11群a類

不明

１
｜
翫
一
皿
一
郷

V層下 十器
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V宮戸4遺跡

られており、その覆土の上位に周囲から礫・礫片が流れ込んでいる。 S-2･ 3は同じ沢内で近接し

ており、 1つの遺構と見なしてもよいかもしれない。

これらの集石は、意図的な配列が確認できず、下部に掘り込みなども見られないことから、配石遺

構や墓壌に伴うものではない。よって、 これらの形成は日常の生業に起因しており、継続的に廃棄さ

れた結果と考えるべきである。いずれも沢内部に存在しており、尾根上の高い部分より廃棄されたも
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S－1礫密度分布図

図V－1-12 S-1 (2)
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のが沢筋の比較的平坦な部分に溜まったものであろう。礫の大部分が被熱により割れていることから、

調理などの際の熱処理に関係するものと推測している。

遺物：いずれも主体となるのは使用痕・加工痕の見られない礫・礫片である。石材は珪岩、片麻岩、

花崗岩、チャートなどがある。接合礫などから推測すると、原型はほとんどが円礫・亜円礫であろう。

これらの礫はすぐ近くのイモッペ川で産出するもので、本来は遺跡の地盤である礫層（Ⅷ層）に由来

する。破砕面の観察により、被熱の後に割れたものが多いと考えられる。 S-1 ･ 3では、ほかに少

数ではあるが、土器片や剥片石器、礫石器、 フレイクなども混在している。

l～8はS－1出土の遺物。 lはI群b－2類、 2 ． 3はI群b－1類、 4はI群a－2類土器で

ある。 1～3はV層下位、 4はV層中位から出土した。 1は無文地の器面に角軸による幅31nmの絡条

体圧痕文と縄端刺突文が施されている。 2は器面に反撚り2段のRR縄文が施されている。 3は条の

幅lmm以下のRL縄文と幅3mmの短縄文が施されている。 4は条の幅3～4mmのLR縄文が施されて

いる。いずれも内面はなで調整され、 lは胎土に白色粒・細礫2 ． 3は黒色鉱物・砂、 4は繊維・

細礫を含む。 5 ． 6は石嫉。 5は三角形で凹基のもの。先端部を欠損する。 6は凸基の有茎鎌。茎部

を欠く。 7は北海道式石冠。扁平礫を打ち割った面を擦り面として使用している。また、両端を打ち

欠いて把握部を作り出している。腹面にも擦り痕が見られる。被熱している。 8は台石。断面が台形

となる比較的大型の礫の上面が敲かれ、側面が擦られている。また、端部には敲打痕が見られること

から、たたき石としての機能が複合していたと考えられる。

時期：礫・礫片が主に堆積したV層下位の出土遺物から､縄文時代前期前半と推測される。 （芝田）
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表V-1-11 S-1掲載土器一覧

掲載

番号

遺物

番号

破片

点数掲載

3 3

6 6

5 5

1 1

遺構名 層位 分類 同一個体破片の情報発掘区層位､点数(1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした
総数

3

1F

LO

亟
1

１

２

罰
一
劃
一
現
一
割

V層下

V層下

V層下

V層中

２

１

１

２

~
~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

１
’
㈹
一
帥
一
“

(非掲載）

(非掲載）

S－1-60V下8 Y41d29同l.

同60V下17,同78同5,Y43b38同’
ｎ

．

４

S-1-5V中4

表V-1-12 S-1掲載石器一覧

番号 遺構名 分類 遺物番号 層位 長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 石質 備考

石鍼 V層下貢
《ノ S－1 1 1_ 55×1_59×0_ 17 黒曜石0. 5

石雛 V層中6 30S－l 2．70×1.70×3.70 黒曜石1. 5

北海道式石冠 V層中ワ
~I S－1 砂岩 被熱q貝

uU 8.60×14.0×4. 10 700_0

台石8 V層中S－］ 71 片麻岩24.95×12.70×8_ 10 3630_ 0
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V宮戸4遺跡

2 S地点の包含層出土の遺物

（1） 土器

概要

S地点の包含層からは平成12･ 14年度合わせて9,966点の土器が出土している。 このうち、縄文時

代のものが9,905点で99.4％を占める。擦文時代のものは61点で0.6%である。時期別の点数と包含層

出土土器全体に占める割合を多い順に記すと、縄文時代前期前半の土器が4,212点と42.3%を占める。

次いで、後期初頭が2,206点で22. 1%、早期後半が1,655点で16.6%、 中期後半が1, 114点で11.2%、

中期前半が232点で2.3％、前期後半が4点で0.04%、後期後葉が1点で0.01%となっている（表V一

2-1)。各時期の層位別出土点数と時期別出土点数に占める割合は、縄文時代早期後半はV層下位

で1,093点(66.2%) 、 V層中位で371点(22.4%) 、 Ⅵ層で86点(5.2%) 、前期前半はV層下位で2,429

点（57.7％)、 V層中位で1,324点(31.4%)、前期後半はV層中位で3点(75%)、 中期前半はV層下

位で172点(74. 1%)、 V層中位で54点(23.3%)、中期後半はV層下位で489点(43.9%)、 V層中位

で417点(37.4%)、後期初頭はV層中位で1,882点(85.3%)、 V層下位で246点(11.2%)、後期後葉

がV層中位で1点(100%) となっている。また、擦文時代のものはⅢ層で52点(85.2%)出土した。

図V－2-1 ･ 2に各時期の土器の分布図を示した。また、表V－2－2～6の包含層掲載土器一覧

で点数とあるのは見出しとなった破片の点数、掲載とあるのは実測図・拓本で掲載した破片の数、総

数は当該個体の破片総数である。同一個体破片の情報の部分で、発掘区・層位について前に同じ部分

は「同」 とした。層位の次の数字は点数であり、 1点の場合はlを省略した。

表V－2－1 層位別出十十器点数一覧

'｡s l噸層Ⅲ層 Ⅳ層I層
V層

上位｜ 中位｜下位｜不明’ 鰯|蕊
表採

排土

風倒

撹乱
分類

二I

言「Ⅵ層 B調

縄文時代早期

I群b－1類

I群b－2類

I群b－3類

I群b－4類

I群b類細分不能

縄文時代前期

Ⅱ群a 1類

Ⅱ群a－2類

Ⅱ群a類細分不能

I群b類細分不能
縄文時代中期

、群a類

Ⅲ群b－2類

Ⅲ群b－3類

Ⅲ群b類細分不能

縄文時代後期

Ⅳ群a類余市式

Ⅳ群a類タプコプ式

Ⅳ群c類

擦文時代

Ⅶ群

分類不明

合計

５
｜
型
－
１

邸
一
皿
－
１
’
８
｜
鵠

2 即
一
畑
－
６
｜
盟
一
郡

邪
一
週
－
４
｜
“
｜
皿

４
’
４

皿

２

01

ム.L

r一n

o乙28 1 7

２ ３ 1 1 13 1

型

１
｜
伽

弼
一
略
一
型

ｗ
’
４
｜
兜

畑
一
郎
一
獅
一
３

州
~
粥
一
浬

1F

」0 秘
一
哩
一
ｍ
Ｉ
４

10 祁
一
６

５
’
１

２
’
２

54

267

12

138

川
４
－
，
坐

狸
一
即

“
｜
卸

、
｜
皿
一
別
一
鉦

２

６ 22 Ⅳ
｜
ｕ
｜
鞭

181

上ム 1

18 59 ２ 2６

昭
一
岬
－
１

７
｜
羽

岨
一
釈

訓
一
邪

１

1「1

1ム 20 ３ 1 1 1５

’ 52 1 41 4 1

9 1 7 1 28 1 146 1 275

136 1 265 1 1 3641 4202 1 4704

２

６

１

０

２

３

５

３

l 1 1 61

l l l 481

441 10 1 9966
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V宮戸4遺跡

縄文時代早期の土器

I群b-1類(1 ･ 7～22)

74. 1%がV層下位から出土した。平面分布ではY41, Z39･40，A039、 BO40で62.6%を占め、

lln2当り2.88～4.2点の出土となる。 I群b－2類と比較すると中央の沢の下流寄りに分布の濃い部

分がある。胎土には黄白色火山灰・細礫を含む。

a組紐圧痕文をもつもの（7～9）

7～9は幅3～4mnlの組紐圧痕文と短縄文が組み合わせて施文される。7は胎土が織密で砂を含む。

b縄の側縁圧痕をもつもの(10～13)

10～13には幅2～3mmの縄の圧痕が施文されている。 10は縄端の圧痕、 11 ･ 13は短縄文と縄線文、

12は短縄文である。 12は短縄文を施した器面に幅6～7mmの断面半円形の貼付文を巡らせ縄で刻んで

いる。胎土は綴密である。いずれも口唇が縄で刻まれる。 13は胎土に黒色鉱物を含む。

c 縄文をもつもの(1 ･ 14～16)

1 ． 14･ 15にはLR、 16には無節の縄文が施されている。 1は現存器高15.2cm、底径9.7cmを計る

深鉢で、 口縁～胴部上半を欠き。胴下部～底部が復元できた。縄文地に縄端刺突列、断面三角形の貼

付文を巡らせ、貼付を縄により刻んでいる。貼付の直上器面には縄の圧痕が認められ、張り出した底

部には短縄文が施される。 14･ 15の口縁は丸みを帯びる。 16は底部に幅3nlmの短縄文をもつ。 14には

黒色鉱物、 15には砂を含む。 16は胎土が綴密である。

d底部(17～22)

張り出した底部には短縄文が施される。短縄文の幅は17～20が3～4mm、 21 ･ 22が2nllllである。 19

は器面にLRの縄文が施されている。いずれも胎土に砂を含む。

I群b－2類（23～38）

55． 3％がV層下位から出土した。平面分布ではY43、 Z39･43， B040･41で60.7%を占め、 lm2

当り2.72～4.08点の出土となる。 I群b－1類と比較すると中央の沢の上流寄りに分布の濃い部分が

ある。 I群b－1類より地文・施文が細かく、胎土に黄白色火山灰・細礫を含むが級密である。

a縄文地のもの（23～25．35 ． 37）

23～25は条の幅1～3mmの縄文地と貼付文が組み合わせて施文される。 23は横位、 24は縦・横・斜

位、 25は横位に貼付文が施される。貼付文は幅3～5mmで、 25は断面形が半円形、 24．25は三角形で

縄により刻まれている。 35には幅2mm、 37には幅111m以下の細かいLRの縄文が施されている。 口唇

断面形は35が角張り、 37は尖り気味である。

b組紐圧痕文をもつもの（26 ．27 ．29）

26は幅15～161nmの扁平な縦位貼付文と縦・横・斜位の斜位の組紐圧痕文が組み合わされている。口

唇は縄で刻まれ、内面は横なでにより丁寧に調整されている。 27．28は斜位の組紐圧痕文と縄端刺突

文が組み合わされており、 29には短縄文が認められる。いずれも組紐圧痕文の幅は3mmである。

c 絡条体圧痕文をもつもの(28･30～32･36)

28． 30～32は角軸の絡条体圧痕文と縄端刺突文が組み合わせて施文される。 28は口唇外縁に幅4～

5mmの断面三角形の横環する貼付帯と、 口縁から垂下する幅16～19nllllの扁平な貼付をもち、 いずれも

縄により刻まれている。 口唇には縄の圧痕が施されている。 30は斜位の絡条体圧痕文とそれに沿った

縄端刺突文、横環する幅511m断面形三角形の貼付帯、短縄文の組み合わせで、器面の短縄文が貼付帯

にも及ぶ。 31 ･ 32は横位の絡条体圧痕文とそれに沿った縄端刺突文の組み合わせである。 31の口唇に

は斜位の縄圧痕がある。
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d縄の側縁圧痕をもつもの（33． 34）

33 ． 34は口唇外縁に1幅3～5mm、断面形三角形の貼付帯をつけ口唇を外に張り出させている。いず

れも短縄文が施されており、 34には縄端刺突文が認められる。 33は口唇外縁が縄で刻まれる。 34は口

唇に横位の縄圧痕がある。

I群b-3類(39･40)

6点出土した。 39は幅2～3mmの貼付帯と幅1～2nl1l1の短縄文、縄端刺突文をもつ。 36･40は同一

個体で丸軸にLRの縄を巻きつけた絡条体の横・斜位圧痕がある。 口唇断面形は尖り気味。底部は緩

やかに立ち上がる。いずれも胎土に黒色鉱物を含み、 36 ．40には石英も含まれる。

I群b－4類(41～44)

84．6％がV層下位から出土した。平面分布では67.3％がY･Z･AO39、 BO40からで、 lm2当

り0. 12～0.92点となる。中央の沢を中心に分布している。いずれも自縄自巻の縄文が施されており、

口唇断面は尖り気味である。

縄文時代前期の土器

Ⅱ群a-1類(2 ･45～67)

61.4%がV層下位から出土した。平面分布ではZ35･36，A036･37、 BO39で50.7%を占め、 l

In2当り6.45点以上の出土となる。特にZ36からは21.2%、 1m2当り28.3点が出土した。横走気味の

RL縄文が施され、条の幅が10～13mm (45･64)、 7～9mm (2 ･46～51)、 5～6mm (52～63～67)

のものがある。胎土には繊維・黄白色火山灰・細礫を含む。 45～47 ． 52． 57～59 ． 65 ．66は黒色鉱物

を含む。

45～63は口縁で、 口唇が角形のもの（45 ．47 ． 50～54． 56～58．61 ．63)、先細りのもの（46 ．48

･49･55･59･60･62)があり、 いずれも面取りされている。 45は口唇に竹管状工具による刺突が施

されている。 64～66は胴部67は底部である。縄文施文後に器面がなで調整されたものが多く、 54は

口縁内面RL縄文が調整の際になで消されて痕跡が残る。 2は現存器高14.3cmを計る深鉢である。 口

縁～胴部の大半を欠き、胴下部～丸底の底部が復元できた。

Ⅱ群a－2類（68～75）

53. 1%がV層中位から出土した。平面分布ではY36, Z41，A040･44で38.9%を占め、 1rn2当

り0.4～0.72点の出土となっている。条の幅が6mm(69･70･ 71 ･74)、 4mnl(72･73･75)、 3mm(68)

のものがある。胎土に繊維・黄白色火山灰を含む。

68．69 ． 73は口縁である。 68は先細りで口唇が外傾する。 69は条の通った明瞭な縄文を施し、 口唇

を面取りして角形に仕上げている。胎士に黒色鉱物を含む。 73は口唇が丸みを帯びる。 68． 73の施文

は磨耗して不明瞭である。 70･71 ･74･75は胴部、 72は底部である。 69～71･74･75にはLRの縄文

が施されている。 68．72． 73は不明瞭である。

縄文時代中期の土器

Ⅲ群a類（3 ． 76～78）

74． 1％がV層下位から出土した。平面分布ではY40～42で90.9%占め、 11n2当り0.76点以上の出

土となる。特にY41からは55%、 11n2当り5, 12点が出土した。

76は肥厚した口縁に山形突起をもち、突起と口縁肥厚部分直下に絡条体圧痕文が施されている。内

面は磨かれている。胎土には黄褐色火山灰・砂を含む。 3 ． 77 ． 78は口縁に山形突起突起下に貼付

をもつ。 3は推定口径21.2cm、残存器高18.6cmを計る深鉢である。 口縁～胴部の1/2が復元できた。

3 ． 78は器面に結束羽状縄文が施されている。 77にはRLの縄文が認められる。いずれも内面は粗雑
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に磨かれ、胎土に黄褐色火山灰・砂を含む。 3は細礫、 78は黒色鉱物を含む。

Ⅲ群b－2類（79～95）

49．4％がV層中位から出土した。平面分布ではX～Z36, Y35,A038･44で61. 3%を占め、 1m2

当り1.24～4.04点の出土となる。内面はなで調整され、胎土には砂．細礫を含む。

a 口縁に刺突文をもつもの（79～82）

79は箆状もしくはつぶれた半裁竹管状工具による右方向からの連続刺突文、 80･81は竹管状工具、

82は竹管状工具と扁平な棒状工具による刺突文をもつ。 80･81は口唇にも刺突文が施される。 79には

LR、 82にはLRLの縄文が認められる。

b 口縁に縄線文をもつもの（83～87）

83～86は口縁に縄線文の施された貼付帯をもつ。器面にLR斜行縄文を施し、 口縁貼付帯・口唇に

縄線文をもつ。 83は小突起と器面、 84は器面、 86は口縁貼付帯直下に縄線文が施される。 86は口唇が

縄で刻まれる。 83～85は胎土に黒色鉱物を含む。 87はLR斜行縄文の施された器面に縄線文をもち、

口唇に縄の圧痕が認められる。

c 口縁が縄文地のみのもの（88～94）

88･89･91 ･92にはLR、 90にはRLR、 93にはRLの縄文が施されている。 92は方向を変えて施さ

れ、 口縁内面にもLRの縄文がある。いずれも口唇に施文があり、 88は縄刻み、 89･ 90は半裁竹管状

工具による右方向からの連続刺突91は同様の工具による左右からの連続刺突文、 92は地文と同じ縄

文、 93は指頭による刻みである。 94は肥厚した口唇と器面に条の幅2mmのRL縄文が施される。

d無文地のもの（95）

95は口縁がわずかに外反し、無文地の器面に箆状工具による縦方向の擦痕が認められる。

Ⅲ群b－3類（96～99）

45．5％がV層下位から出土した。平面分布ではY34～36、 Z35･36，A036で88.6%を占め、 lm2

当り0. 16点以上の出土とる。特にY36からは34. 1%、 11n2当り0.6点が出土した。

a 口縁に刻みをもつもの（96 ． 97）

96は口唇外縁に、 97は口縁に箆状工具による刻みをもつ。内面はなで調整され、 97には指頭痕が残

る。胎土に黄白色火山灰・砂・細礫を含み、 96は黄白色火山灰・細礫が目立つ。

b 口縁に押引文をもつもの（98．99）

98は口縁に2列、 99は口縁に1列と口唇に半裁竹管状工具による押引文がある。内面はなで調整さ

れ99には指頭痕が残る。胎土に黒色鉱物・砂・黄白色火山灰を含み、 98には黒色鉱物・砂が多い。

Ⅲ群b類(100～102)

縄文地のもの(100 ･ 101) と無文のもの(102)があり、底部がわずかに張り出す。 100･ 101は器

面にLRの縄文が施されている。いずれも胎土に砂・黄白色火山灰を含む。 102には砂・黄白色火山

灰を多く含む

縄文時代後期の土器

Ⅳ群a類(103～113)

余市式に相当するものとタプコプ式に相当するものがある。余市式に相当するものは43.3％がV層

中位から出土した。平面分布ではY35～37, X･Y41で86.7%を占め、 1In2当り0. 08～0.44点の出

土となる。タプコプ式に相当するものは85.9％がV層中位から出土した。平面分布ではZ43･44， A

043 ．44で80.2%を占め、 lln2当り2. 12点の出土となる。特にAO44からは53.4%、 1m2当り46. 52

点が出土した。
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a余市式に相当するもの(103～109)

103～109は条がよく通り、節が深く印される縄文をもつ。 103は口縁に竹管状工具による左方向か

らの刺突文をもつ。 104～106･ 108は貼付帯をもち、貼付帯の部分で施文方向が変わる。 103～108に

はLR、 109にはRLの縄文が施される。胎土は徹密で砂・黄白色火山灰・細礫を含む。

b タブ°コプ式に相当するもの(4･ 110～113)

4･ 110～113はLRの縄文施文後に器面がなでられている。胎土に砂・黄白色火山灰・細礫を多く

含み、割れ口は層状をなす。 4は残存器高25.3cm、底径8.2cmを計る深鉢である。 口縁～胴部上半を

欠く。 110は口唇・口縁に縄線文をもつ。 112の器面には施文方向の異なる縄文が施され、 口縁内面に

LRの縄文が認められる。

Ⅳ群c類(114)

1点のみV層中位から出土した。器面にLRの縄文が施され、内面は磨かれている。胎士に細礫を

含む。
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擦文時代の土器

Ⅶ群(5 ･ 6 ･ 115･ 116)

すべてⅢ層から出土した。平面分布ではY･Z40、 Y42で95. 1%を占め、 lm2当り0.4～1.24点の

出土となる。特にY42からは50.8%、 1m2当り1.24点が出土した。

5は推定口径14.9cm、現存器高9.6cmを計る小型の深鉢である。外・内面はへうミガキされ、模形

列点文、綾杉状刻線文をもつ。 6は推定口径15.2cm、現存器高9. 1cmを計る小型の深鉢である。外・

内面ともヨコナデされ、綾杉状刻線文をもつ。 115は坏で、外面はヨコハケメ、内面はヘラミガキさ

れ、内面は黒色処理されている。 口唇は尖り気味である。 116は高坏で外・内面ともへラミガキされ、

内面は黒色処理される。施文は模形列点文、鋸歯状刻線文である。脚部には横走沈線と鋸歯状刻線文

が施されている。 4 ． 115 ･ 116の内面は黒色処理されている。 （鎌田）

表V-2-2 包含層掲載土器一覧(1)

破片掲載

番号

遺物

番号
発掘区 層位 分類 同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（ 1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした

点数椙赫 総数

(非掲載) BO40d43V下2,n41alO同,同1l同11V下’ BO41a 11
0句

ムム
nn

乙乙
句か

、0 l b l

(掲載) BO39d22V下,同40a20同2．

(非掲載)AO39cl3V中,BO39d21V下,同51同,同52同5
V下B()39.

Fn

O乙 14 17 25２ ll a－l

（掲載)X41c2V下,同8同,同a7V中,n1OV下,同d5V中2,R12V下7,同19同2．

（非掲載)Y40c2V下,同d31V下,n32V中,同44V下,同45同同41a7V中,nlOVI2,

同22V下,n34W7,同33V下2,R55V12,同56同同60V下,同b24,同d5V中2,同8W14,

同12V下9,同13同,同15n2.

V下Y41d IIla21 ５ 20
可1

r」3

（掲載)AO39al2V中8,nb4V上2,n14V中,同15同,同31V下,同46同5,同c57VI2,

n40a8V中2. (非掲載)AO38bl7V中,同39b31V下､同cl5V中､同40V下,同59撹乱
V中AO40d IVa284 17 1

nハ

ム』

(掲載)Y42dlⅢ同2同8,同4n2. (非掲載)Y42d2III7,n3同,同4同Y42d 111 28 ⅥI５ ３ 8 19

(非掲載)Y40dlill.

(非掲載) Z39clV上,AO39a28V下

(掲載) BO45alOV下．

ⅥIY40d Ⅲ 8 916 8

V下 ３ lb－lAO39a 28 1７ 1

V下ﾍ045. ｜b l6 ） ３8

V下 Ib－2AO34c 22
~

7 ７9

(非掲載) Z37b7V下2､同39b48V下,同40a321司,AO38d41同V下Z37b Ib－l30 1 1 610

V下 Ib－lBO39a 71 1 1 111

（掲載) (a)Z39c53V下,AO41dl2V中, (b)Y37bl4V中,Z37a6V下,同c22同同39b26V中，

同c53V下, (c)Z39c32V中2,同39V下,AO39a28同

（非掲載) Z35bl2V下2,同36d10V中2,同37c22V下,同39b26V中2,同27同2,同36V下6,

同49同同clV上2,同31V中7,同32同36,同39V下17,同50V,同51同2,同53同V下4,

同d24V中2,AO38a28V下,同39a28同32,同bl2V中,同c9同,同36V下,同d3V中，

同24V下10,同35VI ,同41c2V中,同dl2n8,BO38a28V下,同c29VI ,同39bl5V下，

同40b51同,同65同,CO38alOV下,同39d13同．

V中 l b－］Z39c
nn

d‘ 1 163
1n

l乙 12

(掲載) Z40d57V下2.Y40c42V下.Z40d57V下8．

(非掲載) Z40d44V下2,同56同2, |司57n55,AO34c22V下7
V下Z40d Ib－11q

LJ 56 1 12 78

(非掲載) BO40cl7V下2V下 Ib－114 BO40〔 17 1 1 ３

（非掲載) BO40a45V下3,同b54同同74撹乱14,同c22V下, |司d31W,同39V下,同42同

同44同9,同49同3,同50同．
V下BO40dl 44 l b－l1 1

の戸

do15

l0O



V宮戸4遺跡

表5－2－3 包含層掲載土器一覧（2）

掲載
発掘区

番号

破片遺物

番号
同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（ 1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした分類層位

点数掲載総数

（掲載) (a)Y41c5V下2,同8同,同42b6同,排土35. (b)Y41a48V下．

（非掲載)X41bl6V下3,Y40a25V下1,同d63同,同41a27同9,同28同2,同45同3,

同47同,同48同3,同49同,同50同2,同bl5同3,同16n,同clO同,同d24同13,同42b6同

V下 54 l b－1Y41b ２ 8716

(非掲載) BO40a33V下,同44同2,nd32同,同44同2撹乱 Ib－1７17 BO40b 74 1 1

(非掲載) BO37a33V下,同40同,同38c27VI,同d35n2V下 I b－l
、ハ

ラ． 1 1 618 BO37a

（掲載)AO37d9V下4. (非掲載) Z38b70V下,同c52同3,R40d57同2,AO37d9同6,

n40c28F12,BO40b33V下, |司74撹乱2,同d44V下3. |司50同,CO40a2同．
V下 Ib－lAO37d ２ 2819 3 b

(非掲載)Y35a5V下2,同6同8,同blO同2,n19同2V下 Ib－lY35a ５ 1520 1 1

(非掲載)Z37a32W,AO36b4V下,同39a28同。AO39b V下 Ib－l10 4ワ1
竺上 1 1

V中9，
凸磐 Z39c 32 ２ lb l２ 2

(掲載)Y43c28V中,Z43al5V下,同24W2,同25V中2,同28Ⅵ13

(非掲載)Z43al5V下8,n19V中2，同24W6，同28同8．
V中ワq

臼リ Y43c 44 |b－21 2026

（掲載)Y43b31V中4,同35同,同cl7同,同271司,同40V下．

（非掲載)Y43bl3V中,同28同11,同30同3,同31同2,同35同2,同cl6同2,同27同4,

同36V下,Z43a7V上,同17V下,同19V中,同28W,n33同,nd20同．

V中24 Y43c
nハ

ム｡ 4
1，

1色 44 I b－2

(非掲載)Y41c7V下
nF

乙0 Y41a 49 V下 1 2 lb 2

（掲載)Z40b41V下2,Rc51同,AO40a23V下,同d23同,同34同,排士38．

（非掲載)Y42a36V下,Z37c39W,同d2V下,同39b27V中,nclV上2,同53V下，

Z40al4V中,同b41V下2,同c33V中,同51V下,同52同2,AO39a28V下4,nb40同2,

同40a23n2,同b22V中,同d23V下,BO40b53同

Z40b V下26 24 1 Ib－2338

勺ワ
ムイ BO40a V下44 Ib－21 1 1

（掲載) BO40b65V下4．

（非掲載)Z39b47V下,同41clV中,同42clV下,同d2同2,AO39b40V下,同c9V中

同41d1同,R42a3V下2,BO40b32同3,同33同2,同51n3,同53R2,n65同7,同66n5,

同cl6R3,同d30同同41dll2,CO40a3V下,同16同,n17同2

V中Z41（28 10 5 47 l b－2］

V下 (非掲載)X42d3V中2,n10V下,n43a2VI29 X42d lb－2５10 1 ］

30 BO41d (非掲載)AO41a20V下3,同blO同同19同,同c2V中､BO41dll5I lb－21 I 1
1F

10

（掲載) Z39b48V下．

（非掲載) Z38blV中2,同c53V下,同39a32V下,同blV上, |司26V中2,同36V下2,

同47同3,同c3IV中,AO39d3V中3,n24V下．

V下31 Z39b 47 Ib－21 ２ 19

(掲載) Z43dl4Wqワ
J色 Z43b ，q

宮U Ⅵ ２1 l b－2Ｚ

(非掲載)Y36d81114,同16V中3,AO34d26V下33 AO35d 10 V下 l b－21 9

V下〕4 CO40a Ib－261 1 11

q貝
リリ Z39d 34 V1 ２ ２ l b－22

(非掲載)Y42d9V下7,同15同13,同43cl6V中
n句

｡イ Y42d V下9 Ib 23 ワバ
白玉､

38 Z40b 50 V下 ２ lb－22 2

qQ
UJ Y42b V下 Ib－313 11 I

36 Z38c 51 1

(非掲載)AO39d44V中,BO40b33V下,同77nV下 l b－3
$）
色 5~

40 Z38a
1句

lイ 1

B調K 2 V下41 ２ | b－4２ 2
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表V-2-4包含層掲載土器一覧(3)

掲載

番号

破片遺物

番号
発掘区 層位 分類 同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした

点数|掲載 総数

V中42 AO43a 1反
八J 2 ２ 2 l b 4

（非掲載)Y40c23V下,Z39a26同同c36V中,nd25同,同34V下､同41cllV中，

同42d6V下,AO37c23V中,同38d48V下,同39a30V下7,同58同5,同b42同4,同40c6V中，

同dl3同,BO37b30V下2,同39c27同同d62同,同40a38同,同c24同CO39d3同,排土19,排土47

V下13 AO39a 30 1 Ib－41 37

Z40d14 34 V下 1 1 Ib－41

V下BO36d45 8 1 1 Ia l1

V下46 Z37b 20 1 1 1 Ia－l

BO38a V下17 コワ
J白 1 1 1 Ila－l

V下BO39a (非掲載) BO39a83V下41,同dl9同CO37dlV48 83 Ia－11 1 14

V上 (特徴）条の幅7～8mmのRL縄文。器・内面ナデ、胎土に繊維・海綿骨針・白色火山灰｡BO38a49 1 1 1 1 Ia－l

（非掲載)Y38b4V上,同40a6V中6,同17V下,同d42同,Z35b6V中,同38c32同

同54V下風倒BO37a57V下,Rb23n2,CO37cl同,同38all同
V中Y40a50 3 1 18 Ia 11

（非掲載) Z34clV中,同37alOV下2,同37c38同,AO37a4V中3,同8同,AO37al3V下，

同dll同2,BO37a35,同57同
V中R1

U上 AO37a 2 154 2 lla－1

(非掲載) BO38d43V下V下BO38d Ila－lRワ
U夕 15 1 1 2

V下CO39d
FO

D｡ 4 1 1 1 lla－l

V下 |la－l54 BO39c
Fn

Dj 1 1

(非掲載)AO44c6V中V中AO44b 35 Ia－l55 1 ２1

（非掲載)Z35cl2V中3,521V下,同49同2,同d2V中,同36a9同,同45同2,同53V下11,

同b47同,AO36d2V中,同3V下､CO38blV上．
V下 Ia－l

F戸

00 Z36a RqqJJ 1 1 26

（非掲載)Y35bl2V下,同20R,同36b9V中13,同14V下4,同21同3,同Cl7同,同39cl3同

同41a52同,Z36alV中,n53V下7,同d4V中,同37alOV下,AO38a21V中
V中Y36b Ia－l9 1 1 q7JI37

（非掲載)Y35b24V下,Z36bl4同同37bl9同,Rcl7V中,AO33cll,同36b9V下2,

同c51司,同13V中2,同20V下,同23VI ,同dl3V下,n37a4V中2,同bl2V下,同15V中

R27V下,同c4同,同dll同,同38a21V中,BO34cll2,n36d7V下2,同8同,同10同

n37a35同, |司36同,同cl5同,同39cl2同2．

V下 ２BO36d 34 lI a－l58 7 2

（非掲載)Y36d9111 ,Z35c4V中,同38a2V,AO37b35V下,同38a21V中,同cl5同，

同49W,BO37a36V下2,同c26V中
V中AO38a 1 1 11 ila－lRQ

UU

nl

乙」

V下 Ia－lZ40d qquU 160 ］ I

V下AO38b 1 Ia－l〕1 1 16］

（掲載)AO40b29V下. (非掲載) Z35a6V下,同cl7V中,同36alOV中2,同36V下，

同45V中2,同bl2V下2,R44同,同60n8,同c8同,同d4V中3,同12V下,n24V中2,

同39b31V中,n32同,n42c3同,AO36a6V下,同20n,n37b27V下2,同40alV上，

RblV中,ndl5V中,CO39dl4V中．

V中 Ia－1AO40b 3862 3 ２

V下BO40a 36 1 Ia－l1 163

（非掲載) Z37alOV下3,同b20同,nd3V中,AO34a2V下3,同d21同4,n25同,同35al4同，

同bl4同,同17V,同36d7V下,同41al3V中,BO33clO1,n34a21,同39.63Ⅵ．
V下AO35d 23 lla－l64 11 ２ 2

（掲載)Z40a37V下2,同clOV中. (非掲載)Y39b9V下,Z37alO同,同c33同,同38al2同

同39a39W,同c3V上,同40a24V下2,同40b36V中,同clO同,同d30V中,同41b7V下4,

同9V中,AO40alV上,同dl5V中．

V下Z4()a 4 24 Il a－l24 165
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V宮戸4遺跡

表V－2－5 包含層掲載土器一覧（4）

破片掲載

番号

遺物

番号

同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（ 1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした層位 分類発掘区
蜂對点数 *貝隷

（非掲載)Y39clOV中､Z37cl7V中,AO35allV下,同37a4V中6,同8同4,同b5同,同15同2,

同27V下3,同c4同,同15同,BO36d2V下,同8同,n37a35同,同13同同b2V中,同dllV下6,

同38d32同,同39c44同,同b42同,同d20V下2,同22同4,同241司,同51n,同69VI3,

同40cl3V下,同18n3,同d34n,同46同CO37d24同,同40a8同.

|I a－1
FF

DO
かか

り0 BO40c 11 V下 1 1

(掲載)Z36a53V下. (非掲載)Y39c21V下,Z37c38VI,同39a39同3,AO41blOV中V下 Il a l67 Y36b ワ1
竺上 2 8

II a 268 Y36c Ⅲ 1 18 1

(掲載）不明10排土

(非掲載)Y40dl8V中,同41b4V下,Z41b9V中,同25V下,AO40blV中,同41a6同,同13同
V中69 AO41a ２ Ia 26 1 9

(非掲載)Z41bl2V下.同15V中2V中l 170 Z41b Ia－2４1E
』』 1

V下
再1

jl AO41a ワワ
ー己 lI a 21 11

(非掲載) Z39b40V下,同41bl5V中,AO40d29同,BO37a56V下,n39a72同V中Z40c lI a 272 36 1 1 6

(非掲載)Y41a20V下,Z40cl6V上,n32V中,BO38cl3V下,CO40a25V中V下
司介

イ｡ BO38d ６ lI a－241 1 1

(非掲載) Z41bl5V中,AO41dl4nV中74 AO40c lIa 224 1 I 1

（非掲載)Y43c2V中,同44bl7同,同21同,Z44bl3同,R41同,同d4同,同6V上,R13V中

同14同,Z45bl同,AO44a30同,同dl2n, ,同45a8V中,F115V下,同bl9V中．

（非掲載)Y41dlV上,同4V中5,同5同Y42a3同4,R5同6,R30V下4,531同5,

同b8同3,R44b2V上．

弓信

／0 AO45b V下17 16 lI a 21 1

V中Y41d76 4 311 1 Ⅲa

X39clV下3,同42b5V中,Y39a2V上,同40cl6V下3,n43同,nd57同,同41a7V中7,

同10V下7,同22同8,同33同2,同34同,同55同,同d4V中,同8V下,同42a5V中,同22V下

n30同3,Rb8n,同dl4同．

Y40〔 V下
ワワ

イイ 16 1 1 llla16

（掲載) b:Y41d8V下,n12同（非掲載)X41b9V中,同c7V下,Y41a34同同dl2同3

同21同,R42a22同,同23同3,同26同5,同37同2,同b8同3,nd7V下2．
V下Y42a78

nハ

ムム ３
nか

乙0 llIa1

(非掲載)Y36a9V下,ndl9同,同22同2,同37b22同,n28同V下79 X37d 6 12 |Ib－21 6

（掲載) b:AO38d30V中. (非掲載)Z37c9V上2,AO35d26V下,同38b3V上,R39a34V下，

BO36a3VI ,同37a54V下．
V中AO38d80 29 9 |Ib 21 2

V中 (非掲載) Z39b35V中,AO38dl4V中,同46V下2,同47同3,同40d42撹乱81 AO38b Ⅲb－216 1 91

V中 (非掲載)Y39d4V上82 Z34d 21 1 |llb－21

83 Y43a (掲載)AO44a46V中,Rc25同,nd31同V1 4 4 | | lb－26 1

（掲載)Y43b29V中,Z44a24同（非掲載)Y43b8V中,Z43dl2同,同44b42R

AO44cl7同,同45b3V．
V中84 Y43b Ⅲb－2７ 1 ］ 8

(掲載)Z44b4V中,AO44c22同,BO44a4V下,同dl3Ⅵ上

(非掲載) Z44b23V中,同45dllV木根AO43c4V中一
V中85 Y43b Ⅲb－21

戸
『
リ 826

V中Y45c86 10 1 1 1

87 Y46b V上5 IlIb 211 1

Y41b V下 (掲載) Z38d25V188
、声

乙， 1 ２ lllb 2
ワ
目

（掲載) Z35d27V中2,同36a39V下. (非掲載)Y35dlV中2,同36a6同2,同9V下

Z35d27V中,同36a39V下2．
V中Z35d 2 lIb－289 4 ５ 1Q

八J

（掲載) Z36cllV下. (非掲載)Z36a47V中19,Rbl8同7,同27V下5,同43n2,Rcll同5,

同18V中3,同dl6V下4．
V中90 Z36a 47 IIb－21 バワ

宝『2

(非掲載)X35d2V上V下91 AO36a IIb－216 1 1 2
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表V－2－6 包含層掲載土器一覧（5）

破片掲載

番号

遺物

番号
発掘区 層位 分類 同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（ 1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした

点数 椙討 総数

92 Y44b V上1 1 1 |Ib 21

（掲載)Y41a36V下,同d32同. (非掲載)Y38clOV下,同40c20同3,n24同,n36同

同44同,R41al2同,同41b25同3,同26同同27同,n28同13,同d30同3,同31同2,AO41b3III

BO40a29V下,同46同2,同b56同．

Y41a V下93
、F

jD ３ Ilb－21 qQ
UJ

（非掲載)Y36al lll ,同39cl4V下,同41d31同,Z35alOV中,同bll同2,同38bl8V下，

同78同,Rc35V中,同39d31同3,n36V下2,同40b38同,同c53同,同42clOV中,AO38d3V上，

同42d2V中,BO37b28V下,同38d52同

V中94 Z35d ５ lIb－21 1 リリ
白白

Y36a95 9 V下 IIb－21 118
（掲載)Y36al7V下2. (非掲載)X36a3V中14,同4n36,同5同2,Rc4n,同5同6,

Y36a9V下3,同17同52,n37c21同．

Y36b V下 Ib－396 17 1 ’ 1

V中Y36a (掲戦)Y36alOV下（非掲戦) Z37al6V1Ⅳa97 ５ 1 ３2

V中 (非掲載)Q42clOV中,Y35bl5V下1同41b2同,同6同,AO38d3V上,BO39d27V下X44d Ⅳa５ 1 798 1

V中 (非掲載) Z36c21V下,n38al5V,AO41a2V上,同b31114,同11V中2,BO41d413Y41d Ⅳa99 7 1 1q
上U1

(掲載)Y35b4V下,同7V中,同14V下．

(非掲載)X44d6撹乱,Y35al2V下4,同43a5同
V中Y35a Ⅳa1 1 4 10100

V中 (掲載)Z36c20V下,同d28V中,AO36a21V下. （非掲載)Z36d28V中Y36c 14 1 Ⅳa101 4 1

（非掲載)Y34c2V下3,同7同|司35a9同,nd3同,n36dlOlll2,n111司2,Z35d26V中

同30V下,同36al4V中2,AO36al5V下3．
V下 1Va102 Y36a 10 22 19

V下 (掲載)Y36c32V下Y36a 2 lVa103 10 1 ２

V中Y35b 5 1 ’ Ⅳa104 1

V中 ⅣaY35a105 ３ 1 1 1

V下Y35a Ⅳa106 10 1 1 1

（非掲載)X37bl lll ,Y35c27V中,同36cl5同,同dlOlll4,n19V下,537cl2V中

同41cl2V下2,同d30同,同42b9同Z36c21同同41d2同,同42clOV中．

（掲載)Y35c24V下. (非掲載)Y35b7V中,同dl同．

（非掲載)Y35b7V中,同dl同．

V中Y37b 2 18 lVa107 16 2

Y35b Ⅲ３ 1 4 lVa108 ~

V中Y35d Ⅳa1 1 1 ３109

V上X44c ２ Ⅳa110 1 1

V中 (掲載) Z43c7V中Ⅳa111 Z42d 7 1 ２
~

(非掲載)AO44al8V中,同36同5,同38同2,同b9同3,同14同,同16同3,同17同2,同21R,
V中 Ⅳa2 Qワ

J白AO44〔 23 ２112

同24同5,同32同,同c9同,同23同4,同d321司

（掲載)AO43d20V中. (非掲載)Y44cl6V中4,同17同3,Z43c19同,n45d5同3,

同43cl4同同15同3,同25同,AO42clV上,n43al3V中,同b5V下2,nclV中,同3同

同6V上2,同7V中4,同11同2,同12同4,同14同,同18同3,同19同2,同20V下2,同211司4,

同22同,同23同2,同27同,同d3V中5，同5同3,同10同9,同19同,同20nl2,同24同2,

同25同13, |司26同3,同27V下.同31V中,同34V下3,同44al6V中2,同18同2,同24同，

同b32同,BO43d2同,不明17,排土．

V中 ⅣaX44d 4 1 2 113113

(掲載)AO44b33V中排」不明 M1114 3 1 ］ 1

排」 (掲城）不明3,排土1不明 1 1 11’
11F

lLO 3

(掲載) Z40c3V上,同17V中,同18同3．

(非掲載)Y40cl lll2,Z40cl8V中,同191112,AO40d7V上
111 VIlY40〔 1 11

1可

lr
1TfT

llb h

lO4



V宮戸4遺跡

（2）石器等

概要

平成12･ 14年度、宮戸4遺跡S地点では遺物包含層より合計10,845点の石器等が出土した。大分類

では、礫・礫片が6, 587点と過半数を占め、 フレイクが2,536点でこれに次ぐ。剥片石器は各種類比較

的まとまった量が出土しているが、礫石器はすり石を除いて個体数が少ない。

剥片石器類では、石鍼が348点と最も多い。他に石錐つまみ付ナイフ、スクレイパーなどが70～100

点とほぼ同量出土している。定型的な石器ではないが、Rフレイク、Uフレイクもそれぞれ342点、 345

点と比較的多い。石材は黒曜石が大部分で、頁岩・チャート・メノウなどは非常に少ない。

磨製石器類は磨製石斧とそれに関連すると思われるものである。大部分が石斧剥片と石斧未製品で

あり、刃部を残す製品はごく少数である。石材は泥岩が多い。

礫石器類は、断面三角形の礫を素材とするもの、北海道式石冠などのすり石類が多く出土した。砥

石、台石は大半が破片で出土しており、ほとんど接合しなかった。石材は砂岩が最も多く、他に片麻

岩・凝灰岩などが目に付く。付近のイモッペ川で得られる石材を使用している。また、礫石器や礫・

礫片には被熱しているものが多く見られる。

石器等全体の出土傾向を見ると、主体となる遺物包含層はV層である。礫・礫片を除くと、 V層の

上・中・下位からほぼ1 ： 3 ： 4の比率で出土している。 V層中位からは縄文時代後期初頭のタプコ

プ式、下位からは同前期前半の綱文式に相当する土器が出土している。石器もこれらと同様の時期に

製作されたものが多いと推測される。出土分布では、 X～Z-43･44グリッド付近、AO･BO-39

・40グリッド付近に集中が見られる。いずれも浅い沢地形の内部で遺物が溜まりやすい立地であるこ

とから、大部分の遺物が流動していると考えられる。
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V宮戸4遺跡

石鑛（図V－2－11－1～34／表V－2－8／図版33）

348点出土している。調査区全体より出土するが特にA0･B0 38･39グリッド付近の、浅い沢

地形の内部で多い。出土層位はV層下位が152点と最も多く、 V層中位が111点で次ぐ。石材は、すべ

て黒曜石である。形態別では、柳葉形9点、木葉形2点、五角形1点、三角形192点、有茎20点、茎

が明瞭に見られないもの6点、未製品49点、形態不明な破片69点となっている。破片・未製品を除く

と、三角形のものが過半数を占め、他の形態のものは非常に少ない。平成13年度調査区の斜面部分と

比較すると、柳葉形の石嫉が極端に少ない点が目に付く。出十十器の傾向から縄文時代早期後半の遺

物が少ないということに関連すると考えられる。

ここでは34点図示した。 l～5は薄身のもの。 l～3は柳葉形。折損した破片が大半であるが、残

存部から推定すると、長身のものは出土していないようである。 1 ． 2は短身で、幅が狭いもの。い

ずれも基部の下端は直線状である。 3は両面の調整が非常に丁寧であるが、両端を欠損する。 4は木

葉形。幅広で、先端部が全体の約1／3ほどである。 5は五角形。側縁が直線的に仕上げられている。

素材の形状のため断面が湾曲しており、裏面に主剥離面を残す。 6～27は三角形の石雛。形状から基

部が直線的なもの（平基） と基部が内湾するもの（凹基）に分けた。出土点数は前者が107点、後者

が85点と、平基の方がやや多い。いずれも縦長の二等辺三角形を呈するものは少なく、やや小さめの

正三角形に近いものが多い。 6～17は平基。 6は小型のものだが、調整は細かい。 16は非常に薄い剥

片を素材としており、周縁部を除くと調整はやや粗雑である。 17は比較的縦長のもので、基部に装着

痕と推測される階段状の剥離が見られる。 18～27は凹基。 19～21は裏面に主剥離面を残す。 22は先端

部を欠損する。 27は基部の挾りが特に深いが、右の脚部を欠損する。 28～32は有茎の石嫉。 29のみ平

基で、ほかは凸基である。基部が縦長のものが多く、平成13年度調査区（斜面部分）で見られたよう

な基部が茎部よりも短い有茎鍼は出土していない。 28は小型のもので、両面の調整は粗い。 31は側縁

が若干内湾しており、茎部の下端が鋭く尖っている。また、先端部を欠損する。 32は細身で縦長のも

ので、両面が細かに調整されている。 33 ．34は茎が明瞭に見られないもの。 33は先端部が短く、基部

と比較して厚さが薄いことから、再加工された可能性がある。 34は左側縁の一部を欠損する。

石槍・ナイフ（図V－2-11-35～40/表V－2-8/図版33)

32点出土している。 このうち未製品が8点、形態が不明瞭な破片が11点である。石材はすべて黒曜

石である。 6点図示した。 35～39は茎をもつもの。すべて凸基である。 35は素材の形状のためか断面

がやや湾曲する。 37は被熱している。 38は表面に自然面、裏面に主剥離面を残す。 39はやや厚みのあ

る剥片を素材としており、両面に粗い加工が施される。 40は茎が明瞭に見られないもの。左右の側縁

が非対照になっており、使用による潰れが著しい。下端を折損する。

石錐（図V－2-11-41～47, 12-48/表V－2-8/図版33･34)

72点出土している。 このうち未製品が2点、形態が不明瞭な破片が2点である。石材はすべて黒曜

石である。出土層位はV層下位が32点と最も多く、 V層中位が29点で次ぐ。出土分布はBO39グリッ

ドで11点と最も多く出土する。 8点図示した。 41 ･42は棒状のもの。 42は両端に刺突部が見られる。

43 ．44は周縁のみを加工したもの。 44は三角形の剥片の頂点に2か所の刺突部が設けられている。 42

・43は断面が若干湾曲する。 45～47は細身の刺突部を顕著に作り出したもの。 45 ．46は側縁に使用に

よる潰れがほとんど見られず、刺突部の先端も折れていないことから、使用頻度が低かったと推測さ

れる。 46は基部の上面に自然面を残す。 47は比較的大きめの基部を有するが、刺突部の先端を欠損す

る。 48はつまみ付ナイフを転用したもの。刃部を再加工して刺突部を作り出している。 もとは斜位形

のつまみ付ナイフだったと考えられ、つまみ部と刺突部の軸は一致しない。
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つまみ付ナイフ（図V-2-12-49～60/表V－2-8 ･ 9/図版34)

79点出土している。 このうち破片が16点、未製品が4点である。石材別では、黒曜石76点、頁岩3

点である。形態別ではすべて縦型であり、横型は出土していない。 12点図示した。 49は両面加工のも

の。両面の調整はやや粗雑である。刃部の先端を欠損する。 50～54は片面全面加工で、裏面の一側縁

が調整されているもの。 50～53は半円形または三日月形の刃部を有し、外湾する側の側縁が両面より

調整される。 54は刃部が楕円形を呈し、下端に直線状の刃縁が見られる。側縁が使用により擦り潰れ

ている。 55～57は片面全面加工で、裏面に刃部をもたないもの。 55は刃部が三角形であるが、裏面に

折損した痕跡が残ることから、再加工品の可能性がある。 56はつまみ部と刃部の軸が斜交する。 57は

表面の調整が細かい。 58～60は周縁部のみ加工されているもの。 58は刃部の加工が全周する。 59は自

然面を残す｡ 60は加工されていない左側縁にも使用痕が見られる。

スクレイパー（図V－2-12-61～69/表V－2-9/図版34)

98点出土している。 このうち21点が破片である。石材別では、黒曜石94点、頁岩3点、 メノウ1点

である。形態別では、破片を除くとサイド・スクレイパーが2／3以上を占めている。 9点図示した。

61は石くらと称されるもの。三角形の剥片を素材とし、両側縁以外に下端に急角度の刃部を設けてい

る。 62．63はエンド・スクレイパー。いずれも素材の剥片の形状を大きく変えてはおらず、主に下縁

〃2



V宮戸4遺跡

に外湾する刃部が作り出される。 64～69はサイド・スクレイパー。 64は刃部が張り出すもの。刃部の

角度は急である。裏面に自然面を残す。 65～67は刃部が直線的なもの。 65は表面が粗く全面加工され

ており、裏面の周縁にも刃部が設けられている。ちょうどつまみ付ナイフのつまみ部がないような形

状である。 67は素材の形状のため、断面が著しく湾曲している。 68．69は刃部が尖頭状のもの。 69の

刃部は両側縁ともに内湾している。

石斧（図V－2-13-70～73/表V－2-9/図版35)

276点出土している。 このうち刃部または基部を残すものは18点で、その他破片15点、剥片203点、

未製品35点、石材5点となっている。出土分布はA0-34， 38･39グリッドで多い。出土層位はV層

中位が109点と最も多いが、破片や微細な剥片が主体である。むしろV層下位より刃部・基部が残存

するものや未製品が多く出土している。石材は緑色泥岩または黒色泥岩が多い。 4点図示した。 70は

擦切手法によって製作されたもので、刃部の破片。ほぼ全面が研磨されているが、右側縁の両面に擦

り切り痕が残る。また、刃部が基部よりも狭くなっている。 71～73は打ち欠きによる整形が見られる

もの。いずれも部分的に研磨されている。 71は特に鎬の周辺を強く研磨しているが、基部に自然面を

残す。強く被熱しており、黒く煤けている。 72は全体的に強く研磨されており、側面との間に稜が作

り出されている。基部の上半を折損する。 73は打ち欠きの痕跡が顕著に残るが、刃部は非常に強く研

磨されている。 71 ･ 73は刃縁の一部を欠損する。

たたき石（図V－2-13-74～78/表V－2-9/図版35)

19点出土した。半数以上がV層中位より出土している。石材は砂岩が9点で最も多く、他に泥岩、

流紋岩、凝灰岩、結晶片岩、礫岩などがある。 5点図示した。 74～76は楕円礫の端部に敲打痕が見ら

れるもの。 74は側縁も弱く敲かれている。被熱により煤けている。 75は両端を強く敲いており、潰れ

による白濁が著しい。 76は側縁が擦られており、すり石としての機能も認められる。 77は円礫を打ち

欠いて扁平な面を作り出し、周縁を敲いたもの。石材や加工などから石斧未製品を転用した可能性が

ある。 78扁平礫の腹背面に敲打痕が見られるもの。

くぼみ石（図V－2-13-79･80/表V－2-9/図版35)

4点出土している。石材は砂岩が3点、礫岩が1点である。 2点図示した。 79は角柱状の礫の腹背

面に敲打による凹みが見られるもの。下面を敲いており、たたき石と複合している。 80は三角形を呈

する扁平礫の腹面に浅い凹みを有するもの。側縁の頂部には敲打痕が見られる。背面は強く擦られて

おり、砥石として使用された可能性がある。被熱により赤化している。

すり石（図V－2-13-81･82， 14-83～89/表V－2-9/図版36)

48点出土している。 このうち29点が破片である。出土分布はAO ・BO 38～40グリッド付近に集

中している。出土層位はV層中位、下位がそれぞれ21点である。 9点図示した。 81～85は断面が隅丸

三角形の礫の稜を擦ったもの。いずれも断面が鋭角をなす一辺を使用している。 81は断面が歪んだ菱

形に近く、背面が凹んで持ちやすい。 82は擦り面の幅が3.9cmと今年度出土のものの中では最も広く、

よく使い込まれている。 83は背腹両面に弱い擦り痕が見られる。 84は上弦にも狭い擦り面が設けられ

ている。 85は腹面を擦って、下弦との間に稜を作り出している。 86は3つの弦に擦り面を有し、下弦

の両側の腹面も強く擦られて平滑になっている。 87は下弦が使用される前に打ち欠きにより整形され

た痕跡が見られる。 84．85 ．87は被熱している。 88は扁平礫の側縁を擦ったものだが、 あまり使用さ

れていない。むしろ腹面が広く擦られている。 89は扁平礫の腹背面を擦ったもの。表面が非常に滑ら

かになっており、土器内面を整形するための「磨き石」 として使用された可能性もある。素材別では、

断面三角形の礫が24点で最も多く、以下扁平礫が8点、 円礫・楕円礫が3点、不明13点である。
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図V－2－17包含層出土の石器（7）

北海道式石冠（図V－2-16-90～96/表V-2-9/図版37)

13点出土している。 このうち破片が4点、未製品が2点である。石材は砂岩8点、片麻岩2点、安

山岩2点、凝灰岩1点である。 7点図示した。いずれも扁平礫を素材としている。 96を除くと、すり

面がほとんど使用されていないものが多い。 90～92は両端を打ち欠いて把握部を作り出すもの。 90は

特に両端の挾りが深い。 91は表裏面に擦痕が見られる。 92は左端の加工が不明瞭である。 90．92は被

熱により赤化した部分が見られる。 このような両端を打ち欠く加工法で製作された北海道式石冠は、

縄文時代中期に勇払原野から日高地方で顕著に見られるという （小島 1999)。苫小牧東部工業地帯

の遺跡群や門別町のエサンヌップ2 ． 3遺跡などでも同型の出土例がある。主体となるのは同前半の

円筒上層式を伴う時期とされており、 S地点でも当該期の土器が出土している。 93～96は横位の打ち

欠きが鉢巻状に全周するもの。 93は上端も打ち欠かれている。 94は比較的幅広なすり面を有する。 95

は裏面が大きく剥落している。下縁のすり面は非常に狭い。 96はミニチュアの製品。非常に小型では

あるが、加工が丁寧で、下面の擦り痕も著しいことから、実際に使用されたものと推測される。

砥石（図V－2-16-97 ．98/表V－2-9/図版38)

17点出土している。砥面が薄く剥落した破片が多い。石材は大部分が砂岩または凝灰質砂岩である。

2点図示した。 97． 98は破片である。 97は厚さや割れ面などから、比較的大型のものと推測される。

上面が砥面として使用されている。上面に被熱により赤化した部分が見られる。 98は板状礫の表裏お

よび側面を砥面として使用したもの。中央部が特に強く砥がれており、薄くなっている。

台石（図V－2-17-99． 100/表V-2-9/図版38)

6点出土している。 1点を除きすべて破片である。石材は凝灰岩4点、安山岩1点、泥岩1点であ

る。 2点図示した。 99は破片。礫の上面が弱く擦られており、その上に敲打痕と考えられる凹みが見

られる。 100はほぼ半分を欠損する。比較的大型の扁平礫の上面が強く擦られて平滑になっている。

また､側縁に縦方向の挾りが見られる｡台石を棒あるいは紐状のもので固定するための加工であろうか。

（芝田）
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表V－2－8包含層掲載石器一覧（1）

鍔
－
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
８
ｌ
９
ｌ
川
一
Ⅲ
｜
岨
昭
一
腔
略
一
略
一
Ⅳ
’
昭
一
四
一
鋤
一
刻
一
配
一
羽
一
型
妬
恥
一
”
｜
躯
一
羽
一
訓
別
一
犯
一
認
一
弘
開
調
一
師
一
調
羽
一
伽
一
割
一
蛇
娚
一
“
｜
鯛
妬
一
卿
一
弼
一
鯛
一
別

分 類

石 嫉

石 鑑

石 雛

石 嫉

石 鍼

石 嫉

石 鍼

石 鑑

石 嫉

石 錐

石 鍼

石 雛

石 鑑

石 嫉

石 嫉

石 嫉

石 鍼

石 嫉

石 雛

石 嫉

石 鎌

石 鎌

石 嫉

石 雛

石 鍼

石 鰄

石 嫉

石 嫉

石 雛

石 嫉

石 鎌

石 雛

石 嫉

石 嫉

石槍・ナイフ

石槍・ナイフ

石槍・ナイフ

石槍・ナイフ

石槍・ナイフ

石槍・ナイフ

石 錐

石 錐

石 錐

石 錐

石 錐

石 錐

石 錐

石 錐

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

出土地点・番号

Z39a・ 33

Z36d･ 9

Z41b･24

Z37b・ 10

Z38d･14

Y44c・ 7

B040d． 3

AO40b･6

Z39c･25

Z40a・ l

Z37c･32

Z36b･ 8

AO38a・65

BO40b・ 38

Z36b・ 9

Z38c・ 5

Z37b･ 15

A038d． 72

AO40c・ 12

AO41a・ 37

AO37b･ 1

BO39c・25

AO38a・64

Y42d． 6

BO44a・ 8

BO39b･18

BO39a･23

BO39b･ 8

Y37b・ 7

BO40b･36

Y43a・ 2

Y39a･4

Z36a･33

AO43a・ ll

X44c・ 3

Y44c・ 2

AO36a･ 7

Y44c・ 10

Y44b・ ll

Z36b･61

Y37a・ 7

BO39a･104

Y37d・ 6

Z36c・ 14

BO39c･14

BO39a･80

BO39d・ l

BO38d・24

BO39a･25

AO38b･41

恥
骨
癖
癖
癖
崎
砕
吋
砕
僻
怪
罹
悸
唇
噌
僻
呼
禮
砕
砕
時
帳
癖
砕
榊
幅
癖
禧
砕
帳
面
僻
睡
砕
癖
牲
帽
罹
砕
僻
時
僻
幅
僻
罹
吋
時
埴
暦
時
帽

長さ×幅×厚さ(cm)

2.70×0． 90×0.26

2．78×1．00×0.33

3.09×1．20×0.36

4．29×1.71×0.44

ｊｇ

６

９

４

３

５

３

８

０

９

７

７

８

６

０

０

８

４

５

６

７

７

８

９

０

４

８

７

５

２

０

４

３

２

５

８

９

３

４

５

７

２

１

３

２

４

５

８

１

４

０

く

■
■
◆
■
●
■
■
●
ｂ
●
心
邑
●
■
◆
■
◆
●
守
。
■
■
●
■
■
◆
●
昏
■
■
■
■
ｂ
ｂ
●
■
■
叩
や
●
■
■
。
■
■
■
■
●
■
凸

量

０

０

１

３

０

０

０

１

０

０

０

０

０

１

１

０

１

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

０

１

１

１

２

２

３

４

６

５

０

９

２

３

３

２

５

４

５

７

３

２

０

２

重

１

１

１

石質 備 考

黒曜石

黒曜石欠損品

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石欠損品

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石欠損品

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石欠損品

黒曜石

黒曜石

黒曜石欠損品

黒曜石

黒曜石

黒曜石被熱

黒曜石

黒曜石

黒曜石欠損品

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石欠損品

黒曜石

２

’

１

２

50×1

59×1

10×1

01×0.21

10×0.23

51×0－27

2.00×1.71×0.33

2．04×1.77×0.32

2.00×1.60×0.37

2．20×1.39×0.30

2.41×1.47×0.33

2.31×1.50×0.20

2.31×1.60×0.30

2. 50×1.40×0.33

2. 50×1.55×0.22

3. 10×1.48×0.33

1.81×1.26×0.32

1.87×1.50×0.22

2- 18×1．89×0.24

2．50×1.71×0．23

2． 05×1．69×0．29

2.20×2.01×0.30

2.50×l.79×0．29

2．84×2． 11×0. 31

2.80×1.90×0.41

3．38×1.77×0.51

2. 19×1. 10×0.28

3.01×1.40×0.47

3.00×1. 10×0.44

3. 11×1． 59×0.38

4．90×1．42×0.45

3．50×1.85×0. 55

4．78×1.79×0. 53

5．29×2．35×0. 57

5.60×2.04×0.77

5．49×2．05×0．65

6.02×2.29×1.04

6．37×2. 15×0.97

8. 18×2.90×0.91

4．69×1．01×0.68

4．29×1.20×0.53

4. 10×1. 10×0.42

3．70×3．91×0. 51

3.80×2.70×0.67

4．59×2．35×0．73

4．68×4．04×0. 57

4．50×1. 59×0.60

6.50×2.49×0.77

5.00×2. 90×0.71
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表V－2－9 包含層掲載石器一覧（2）

備 考石質

頁 岩

頁 岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁 岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁 岩

黒曜石

黒曜石

メ ノ ウ

黒曜石

黒曜石

頁 岩

黒曜石

黒曜石

蛇紋岩

緑色泥岩

緑色泥岩

緑色泥岩

砂 岩

砂 岩

礫 岩

緑色泥岩

砂 岩

礫 岩

砂 岩

砂 岩

片麻岩

片麻岩

砂 岩

砂 岩

凝灰岩

礫 岩

砂 岩

片麻岩

砂 岩

片麻岩

砂 岩

凝灰岩

砂 岩

砂 岩

安山岩

凝灰質砂岩

砂 岩

凝灰岩

安山岩

重量(9)

6．6

頁Q
J･U

22，8

ウ ワ

イ．j

16.5

9．4

13.0

9.0

7．8

16． 9

17．2

3．7

4． 3

12． 3

9． 1

4．8

24．0

8． 5

14.6

（22.3）

（46.9）

(154.8)

(122. 1)

620.0

330.0

527.3

286.6

390.0

368.0

345. 9

813.0

(1261.0)

878.0

715．0

1237. 0

（963.0）

(270.0)

579.6

382.0

650.0

358.0

774.0

536.0

1120.0

(623.0)

148. 3

(1310.0)

(570.7)

(1255.0)

(3070. 0)

長さ×幅×厚さ(cm)

5. 31×1. 91×0. 59

5.81×1.65×0． 58

8．50×2．99×0．81

4． 51×2．60×0.63

5． 11×3．58×0.88

4. 17×3.30×0.99

7. 31×3.20×0.49

5． 38×2.90×0.62

5.80×2.90×0． 56

7.20×3.05×0．72

5．20×3．59×1.01

2. 11×2.89×0. 56

2．92×3. 81×0. 56

4．76×3.31×0.80

4．80×3．40×0．68

4．35×2．00×0． 50

7． 78×2‘29×1.45

5．20×2．45×0．69

6．70×3．39×0．92

(3.95)×(3.60)×(1.20)

8．95×2．84×1.05

（8.60)×4.80×2．23

10.40×5.33×1.82

15.50×7.00×4．40

11． 50×7.00×3.00

10.60×6．70×5,70

7．83×6．48×4．50

10. 10×7.70×3．50

13.0×5.00×4. 70

15.90×8.70×2.20

6.40×16. 10×5.30

7． 53×（15.64)×6.60

6．72×15.80×5.80

7． 34×14.76×6.40

8．30×20. 10×6. 16

8.60×(13.00)×6.20

5． 90×(11.80)×3.00

8．26×16.68×2.95

14. 30×7.20×2.20

9. 70×12.70×3.90

8.20×10.80×2.70

10.23×13.20×3. 92

8． 15×11.83×3. 92

10．80×14．87×5． 19

10. 50×14.20×(4.00)

5．50×7．71×2．82

(11.40)×(11. 90)×(8.37)

（15.32)×(8. 33)×5．34

(10. 17)×(10.80)×(8. 76)

20. 30×(14.40)×7.88

融
骨
僻
僻
罹
蒔
罹
唇
帽
砕
悔
暦
砕
暦
暦
時
回
唇
僻
幅
時
崎
牲
蒔
姐
僻
幅
砕
砕
艫
砕
怪
唾
椿
時
骨
帰
砕
砕
榊
僻
砕
艫
幅
僻
唇
一
暦
蒔
睦

出土地点・番号

Y43b･ ll

Z39c・27

AO38a・27

Z37c・ 18

BO37a・ 31

BO38a･53

BO38a・ 54

A039d. 38

AO36c・ 14

A035d． 21

AO40a・28

A038d. 33

AO34d・ 12

BO38a・46

AO41b・ 4

AO39d・ l1

AO36a・ 22

Z36c・24

BO39a・ 105

X42d・ 7

Z38b・ 85

Y44b･ ll

Z38b･86

不明・ l

AO43c・ 2

BO40b・28

AO38c・ 18

Y43b･ 5

BO45a･12

Z36d・ 31

BO40a・ 3

BO40a・ 15

Z37b・ 32

不明・ 7

Z40d． 58

AO36a・23

Z43a・ 14

Y39c・ 19

AO43d･12

AO44a・ 10

Y44a･10

X41b･ 10

Z42c･7

X42d・ l

Y42c・ l

Z42a･ 1

不明・ 6

X42c･16

AO38b・ 34

B039d．63

分 類

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

石 斧

石 斧

石 斧

石 斧

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

くぽみ石

くぼみ石

す り 石

す り 石

す り 石

す り 石

す り 石

す り 石

す り 石

す り 石

す り 石

北海道式石冠

北海道式石冠

北海道式石冠

北海道式石冠

北海道式石冠

北海道式石冠

北海道式石冠

砥 石

砥 石

今
ロ 石

一
口 石

号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

．

４

５

６

７

８

９

叩

番

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

１

欠損品

擦り切り痕あり、破片

被熱、欠損品

欠損品

被熱

被熱

被熱

被熱

欠損品

被熱

被熱

被熱

ミニチュア

被熱、破片

破片

破片

欠損品
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（3） 石製品

異形石器（図V－2-18-1/表V－2-10/図版38)

1点出土した。上半を欠損する。欠損部分は素材となる剥片の大きさから推定すると、それほど長

くはないようである。下半には左右にちょうど石鑛の脚部のような突起を有する。下縁と両側縁は内

湾している。各側縁には使用による潰れが見られる。 これが突起部分を刺突部として使用したものな

のか、側縁を刃部として使用したものなのかは不明である。裏面には主剥離面を残す。

以上の点から特殊な形態のスクレイパーあるいは石錐の可能性もあるが、欠損品のため全体を復元

することができなかったため、 「異形石器」 とした。類例としては、平成12年度に米原4遺跡B地区

で出土したスクレイパーがある（北埋調報136．図Ⅳ－8-20-94)。

石のみ形石製品（図V－2-18-2/表V－2-10/図版38)

1点出土した。平成13年度に続いての出土例となる。石斧剥片を再利用している。両側縁を研磨し

て整形しており、 ミニチュアの石斧のような形状となっている。昨年度出土のものとは異なり、裏面

（剥離面）が研磨されておらず、下端に刃部が作り出されていない。よって、模としての機能が欠け

るという点では、別の種類の石製品となる。 しかし、素材や大きさ・形状が類似し、ほかの出土例が

ないことから、 これが未製品の可能性があると考え、 「石のみ形石製品」に分類した。

昨年度も述べたように、現在までのところ千歳市キウス5遺跡B地区（北埋調報126)以外の類例

は見られないようである。同遺跡では縄文時代前期前半の綱文式土器を伴う時期の集落が検出されて

いる。本遺跡でも周囲の包含層出土の遺物から同時期のものである可能性が高い。 （芝田）

表V－2－10石製品一覧

遺物

番号
石質 備考分類 調査区 層位番号 長さ×幅×厚さ(cm) |重量(9)

l 異形石器AO34d l9 V層中 2．57×3.81×0.68

2 石のみ形石製品CO37d 36 V層下 4.30×2.48×0.45

黒曜石
緑色泥岩|石斧片を再加工

５
’
７

’
’
４

I：

I

5cm0

図V－2－18包含層出土の石製品
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V宮戸4遺跡

3 水田部分の遺構と遺構出土遺物

（1） 概要

水田部分は平成13年度に引き続いての調査である。昨年度調査区から遺構は検出されなかったが、

隣接する斜面部分からは住居跡1軒、 Tピット14基焼土26か所、 フレイク・チップ集中lか所が調

査されている（北埋調報168)。平成14年度は、 Tピット1基、焼土lか所、集石lか所が検出された。

また、現在は農業用水として利用されているイモッペ川の旧河道が検出されている。遺構はいずれも

調査区内の東縁に位置しており、地区は分かれているが斜面部分で検出された遺構と同じまとまりと

見なされる。旧河道の右岸では遺構は見られなかった。

イモッペ川の旧河道はⅢ層上面で、調査区の南北方向に細長い窪みが走っている状況で検出された。

当初は地震などによる地割れの痕跡などが予想された。 ところが、昨年度調査区との境界で土層断面

を観察したところ、落ち込みの内部に層位の断絶はなく、大小の円礫や砂層などの水成堆積が認めら

れた。 このため、 これを古い時期のイモッペ川の河道であると判断した。下部の礫層（Ⅲ層）を削っ

て流れており、土層は礫が多量に混じる腐植土が大部分である。北側の低位部分は湧水が著しく、一

部は泥炭化している。 ヨシ、 アシ、ススキといった湿地に繁茂する草本類が含有されるが、木製品、

流木などの自然遺物は出土していない。現在は水田の区画整理に伴う河川改修で直線化されているイ

モッペ川が、 当時は台地や沢といった地形に沿って蛇行していた様子が窺える。旧河道の内部からは、

縄文時代早期後半～前期前半、 中期後半の土器が出土している。また、上部にⅣa層(B-tm)･Wb

層(Ta-c)の堆積が部分的に見られる。 このことから、 旧河道の時期は縄文時代後～晩期ごろまでで、

斜面部分・水田部分の遺構が営まれたころに流れていたと推測される。

(2) Tピット

TP-25 (図V－3-2/表V－3－l～3/図版23･41)

特徴：調査区南側の急斜面上に立地する。 VI層上位で風倒木痕の調査中、黒みの強い腐植土が落ち

込んでいるのを検出した。平面形は楕円形で、断面はU字形である。ほぼ垂直に掘り込まれており、

底面は幅広い。覆土の断面観察より、壁面の崩落は小さかったと考えられる。

表V－3－1 検出遺構一覧

遺構名 遺構種類 発掘区 検出層位 規 模(m) 長軸方向 時 期

Tピット | V23a lVI層上位TP 25 縄文時代中期後半～後期初頭1.80×0.60/1.66×0. 51/0.99 N－7o－E

焼土 V層下位 縄文時代早期後半F-44 Pl1a ().58×0.47/0. 10 N-10o－W

集石 WE 縄文時代早期S 4 P10b～． 1.76×1.08 N－1． W

表V-3-2 遺構出土這物一覧

層位 遺物名 ｜ 分類
焼土中 剥片 ｜フレイク

合 計

Ⅵ層 礫･礫片｜ 礫
合 計

遺構名 層位 遺物名 分類

土器 ,鮮蕊TP-25 覆土中
剥片 フレイク

合 計

総

=t器
覆土中

TP-25

捧

認

４

遺

Ｆ

岳

計

数

３

１

２

６

占
い

F-44

S－4

点数

27

27

267

267

300

表V－3-3 Tピット掲載土器一覧

掲載

番号

遺物

番号 点数繍総詞分類
l l l l l l lla-1

分類遺構名 層位 同一個体破片の情報発掘区､層位､点数( 1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした

l lTP-25 2 1覆土
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V宮戸4遺跡

遺物：覆土中よりI群b類・ Ⅱ群a類に属する土器片、黒曜石のフレイクが出土している。いずれ

も流れ込みによるもので遺構には伴わない。 lはⅡ群a－1類土器である。器面に条の幅4～5mn1の

横走するRL縄文が施されている｡内面はなで調整され､胎土に繊維・黄白色火山灰・白色粒を含む。

時期：縄文時代中期後半～後期初頭と考えられる。

（3） 焼土

F-44 (図V－3-2/表V-3-1 ･ 2/図版41)

特徴：調査区西側のイモッペ川旧河道にほど近い平坦面に立地する。おそらく当時の川原に形成さ

れたものと推測される。V層下位で検出された。平面形は円形で、断面はレンズ状である。強く焼け

ており、 Ⅵ層中まで被熱が及んでいる。

遣物：焼土中より黒曜石のフレイク27点が出土した。

時期：周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代早期後半と考えられる。

（4） 集石

S-4 (図V－3-2/表V－3-1 ･ 2/図版41)

特徴:F-44同様、調査区西側のイモッペ川旧河道にほど近い平坦面に立地する。 Ⅵ層上位で検出

された。 1．76×1.08mの範囲に礫・礫片が集中する。当初はインボリューションなどの自然営力によ

り下部の礫層（Ⅷ層）が上昇したものかと思われたが、断面観察の結果、礫の持ち上がりなどは確認

されなかった。また、川の氾濫によって堆積した自然礫の可能性も考えられたが、礫層よりも上位で

確認され、周囲に同様の礫・礫片が見られなかったことから、人為的な集石と判断した。 S地点のも

のと同様に、下部に掘り込みなどは見られない。

遺物：礫・礫片267点が出土した。総重量は9822.1gである。 S地点のS－l～3とは異なり、割

れていない礫が大半を占める。礫または接合礫の大きさは、長さ・幅が5～10cm、重量が3009以下

のもが多い。チャート、珪岩などの赤っぽい円礫・亜円礫が多く見られる。大部分が鉄分の付着によ

り赤化したものであるが、被熱により割れたと考えられる砂岩の破片も少量含まれる。ただし、焼土

や炭化物は見られなかった。他に土器や石器等は出土していない。

時期：検出面から、縄文時代早期の遺構と考えられる。 （芝田）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

図V－3－2 イモッペ川旧河道
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V宮戸4遺跡

4 水田部分の包含層の遺物

（ 1 ）土器

概要

水田部分の包含層からは3,534点の土器が出土している。すべて縄文時代のものである。各時期別

の出土点数および包含層出土土器全体に占める割合を多い順に記すと、縄文時代早期後半の土器が

2,538点と71.8%を占めている。次いで、前期前半のものが554点で15.7%となっている。以下、 中期

後半のものが224点で6. 3％、後期初頭のものが8点で0.2％となっている（表V－4－1）。

各時期の層位別出土点数と時期別出土点数に占める割合は、縄文時代早期後半の土器はV層下位で

1,722点(67.8%)、 V層上位で505点(19.9%)、 Ⅵ層で187点(7.4%) となっている。縄文時代前期

前半のものはV層下位で440点(79.4%)、 V層中位で62点(11.2%)、 Ⅵ層では31点(5.6%)である。

中期後半のものはV層下位で146点(65.2%)、 V層中位で50点(22.3%)、 Ⅵ層で17点(7.6%)、後

期初頭は8点すべてがV層下位から出土した。

図V－4－1～5では各時期の土器の分布図を示した。遺跡全体を概観するために、平成13年度の

分布図と合わせて示してある。平成12年度の調査範囲と平成14年度の調査範囲にまたがるグリッドか

らの出土点数については、両者を合計した数字を掲載した。

また、表V－4－2 ． 3の包含層掲載土器一覧において、 「破片」の欄で点数とあるのは見出しと

なった破片の点数、 「掲載」 とあるのは実測図・拓本で掲載した破片の数、 「総数」は当該個体の破片

総数である。 「同一個体破片の情報」の部分では、見出しに記した破片以外の掲載破片を（掲載） と

して、非掲載破片の情報を（非掲載）として、それぞれ、発掘区（グリッド・小グリッド） ・遺物番

号・層位(V層上位はV上、 V層中位はV中、 V層下位はV下と略した) ･点数の順に記載した。発

掘区と層位の部分については、前に記載したものと同じ場合には「同」 として省略した。層位の次の

数字は点数であり、 1点の場合はlを省略してある。

表V-4-1 層位別出土土器点数一覧

分嬢 ’。 ‘。 『層 |上位, 中恢,下臓,不明 ､層 ”調鰯惑喬ト
V層

縄文時代早期

I群b－1類 1 2 31 367 3 44 2 450

1群b－2類 3 14 94 5 7 123

1群b－3類 2 1 20 318 1 80 422

1群b－4類 494 2 747 8 1 1252

1群b類細分不能 1 5 38 196 48 3 291

縄文時代前期

Ⅱ群a－1類 7 44 279 20 1 3 354

Ⅱ群a－2類 5 49 4 5 63

Ⅱ群a類細分不能 13 112 3 6 1 1 1 137

縄文時代中期

Ⅲ群b－2類 1 1 1 17 52 4 1 77

Ⅲ群b－3類 1 2 3

m群b類細分不能 2 4 33 92 13 144

縄文時代後期

W群a類細分不能| | | | | | 8 1 1 1 1 1 1 8

分類不明 | | | | 8 1 26 121 1 43 1 12 1 1 1 210

合計 l l 6 2 1 525 1 243 1 2437 59 1 247 1 41 6 1 4 1 3534

| ‘調
風倒

撹乱

層位

不明
分類 [層 11E Ⅳ層 W層

三｣－

両’

I25



全体の土器分布
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|群b-1類土器の分布 （上段：東釧路11式，下段：東釧路lll式）
２９

２８

「

Ｉ

釘

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

７

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

２

－
１
２

７

－

．

５

２

~

亨

罰

侭

塑

２６

１

Ｆ

１

４

８

可

計

翠

論

５

２

、

、

釦

祁

》

、

旧

－

２

也

２

脂

４

ノ

ノ

ノ

２

‘

、
ｌ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
－
２
妬
１
師
６
麺
２
妬
唾
、
咽

へ

７

ノ

ノ

２３

一

Ｊ

ノ

ｒ

ｊ

Ｊ

８

巡

り

又

配

伊

か

２２

ン

，
／
／
ノ
ハ

Ｊ

１

塑

望

幅

墾

評

へ

、

１

２

‐

、

、

、

１

，１

３

４

塾

誌

変

哩

２ ０

吋

、

９

↑

‐

、

差

勇

狸

短

９

、
、

１

２

７

１

世

１

罪

翠

郵

１

池

）

５

１

、

３

，

－

当

料

い

い

夫

弱

躯

印

麺

而

１ ８

、

ｒ

ｌ

剛

刻

２

、

狸

麺

拒

如

焔

塁

、

１７

ｆ

、

、

、

、

、

、

２

、

、

蔚

瀝

妬

喀

哩

１ ６

５

、

、

望

姻

埋

師

蓉

函

、

口

Ｉ

函

、

８

１

『

、

、

、

秀

劉

布

極

心

赤

１ ４

３

、

、

言

昶

抑

極

極

卯

、

、

、

噸

、

１

二

１

－

、

１

７

１

、

洋

厩

奉
叩
理
翠
－
３

２１

、

、

１

、

旧

調

鋼

索

理

、

一

、

弓

１

１１

玉

ね

『

、
『２

、

扣

認

頭

瀝

訓

記一

一

一

‐

奇

帝

詞

妬

祁

叫

塞

型

９

－

１

塁

、

型

、

唖

血

個

弘

函

壁

８

－

『

、

“

酒

型

“

劉

到

唾

郵

一

７

－

－

‐

》

、

、

岬

洲

犯

麺

拓

個

ね

入

６

－

へ

請

獅

沁

翠

価

杷

幅

．

Ａ

５

－

，

，
一

制

唾

布

頭

記

ね

、

－

ん
守

〆

４

１

、

〆

、

、

２

“

龍

訓

伽

金

３

／

ヘ

ゞ

子

４

卵

５

￥

、

丁

２

フ

く

壬

２

３

５

当

－

一Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ｌ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

叩

印

３ 帽261221517181420242529

、

F、

、

、

～I
一

、

1
一

、、

31
～

I、､

〆、1、
K〆、､ 1、
L

11罫、8三
M～
、、
3

N～

、1I
0～

7

、
７
１／

、
22

一
洞

目

」，、I243～1～r
Q

』／～§～､］5884052257114293214132
、
１
，
１

－ ～
I465、2576261179171279
51、～

18

～

I、421334362221230241011I1、 、

、~74
、

22

ノ

410237～2128101401015313996195201

3
金
ﾛ． 、

甜

Ⅱ

1
－

２
６３

２
２１輻§~2

4161939
、1
918735425､～21200244964298
V、 、
師

１
１６

２
６１
１
４１

０
５
１
２15132164345615680、麺1594276136415415~

W

;、
～

54／7222531J2621895232215775387962410432286

Ｘ
38117麺
2

96

223040334294'282111011553524439935712260881
～

Ｙ
~

1〆

42舟
～

50

1

2653584～

Ｚ

舟 １
７２

７
１２105346､6

2

為 ２
８１23

､2§18

縄文時代前期の土器分布

ﾛ■図i

７

98■

■

■

国

13 114 115 ､5－57ー11百一n百司冒U l21 i2毎
qへ

1J 15 1614 2018

画圃
■■羽

5 ６ 11 1210

、

■
■
■

、

H‘ H
、

、

、

､

1一 、

一

、 、

三澤
1

~

財 、 、

■■■■■■■
■■■■■■■

、 、』

／ 、18 2 2 、

K
／ 、 、

10 23 、、

■
、 、1 ・へ4 1 ＝、

M ～

一

加

９

一

』

ｌ

”
ノ
ノ
Ｊ
ノ
，
一
・
‐
，
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ

０

０

ｆ

Ｊ

Ｉ

叩

ノ

ノ

ト

ノ

価

哩

ノ

ノ

ゞ

１

２

Ｊ

ｊ

Ｊ

ｙ

、

三

Ｊ

Ｊ

／

，

ノ

ノ

Ｉ

５

『

わ

、

、

１

、

■

０

属

〕

、

〆

、

、

~

、

β

ｒ

ｌ

、

↑

~

２

２

壱

壱
盲

６

ぞ

１

２

２

７

１

６

、

乱

３

４

２

ヘ

、

~

室

毛

Ｉ

、
－

－

呈

‐

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

、

庁

２

、

、

１

４

８

１

２

９

し

、

鄙

１

計

Ｉ

訓

１

一

一

、

即

曾

酬

汀

１

刊

一

、、
３
２
４
７
扣
垂
３
藏
妬
ね
扣
望

、、
1

、3

／22II

」~742『

-

| ／
2772１

I91017I

21

、
（
Ｕ
６

／

3
～

51310101､－5102

－

20､4446841109～
、
２ ／1719321～

■
■
■ 410468＝1

~

〆

§
～

「
19‘8
、
28

～ 1 61

～N

一

旦

｜

、
一
、
｜
、

千

三
３

当
１
．
－
副

二

言

西

三

利

一
、
｜

、
’

』

～

、、

～~

～

107923

画～ 3

非
2 I

2 ~「「
○ ～

1 2

P

14 11 ３ 111～3 7

王
I

～3

－

－畠－

0 7 1－、
1
J

9 16 25 ノ

2 ノ
1
1

－－ ’
～

～I

2 2 ↑31
【, 5↑ ↑2I
5iご~al

一プリ
一

1

2516

2

2 2 13

51 12

、§

５

2

Q

～§ 22 3

R 、
８

～
2 ﾄー３ 1 1 1 1 14、

S 、
～

7

～
～4 6 8 3、 ～

T~「｢丁、
T

、

､

32
～、
1 ､Q213 ３ 7

P●可

● ６ 251

、U

11 1 Ej 132 6811 55 107

V
、 2 ５ 77 322 1728 39

W

、 財 81 2111 21 30 50

、
X

253 3 3 806 109

Y
~

-｢~r-1--卜百搗恰三里L=,
■
■
■

■
■
■

■
■
■

■
■
■

■
■
■

図
画
図

Ｚ

、 4
、
辻Z1

図V－4－3 包含層出十十器分布図（3）

128



V宮戸4遺跡
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V宮戸4遺跡

縄文時代早期の土器

I群b－1類（1～12)

81．6％がV層下位から出土した。平面分布では、 U22･24，V23･24･27で45.6%を占め、 1m2

当り1. 16～2.48点の出土となる。東釧路Ⅱ式に相当するものと東釧路Ⅲ式に相当するものがある。

東釧路Ⅱ式に相当するもの（1 ． 2）

1 ･ 2はLRの縄を2本とRLの縄を2本の計4本を束ねた原体による回転施文が施されている。

lは角形の口唇に縄の圧痕がある。 2の内面には器面と同様の縄文が認められる。いずれも内面はな

で調整され、胎土に黒色鉱物・黄白色火山灰・繊維を含む。

東釧路Ⅲ式に相当するもの（3～12)

いずれも内面はなで調整される。胎土に黄白色火山灰・黒色鉱物・砂・細礫などを含む。施文の特

徴によりa～dに分けた。

a縄の側縁圧痕をもつもの（3～7）

3～5は短縄文、 6 ． 7は縄線文と短縄文をもつ。短縄文の幅は3 ．4が4～5mm、 5が2～3mm、

6の縄線文と短縄文の幅は5～6mm、 7は2～3mmである。 3 ･4の口唇はなで調整され、 5 ･ 7の

口唇には縄の圧痕がある。 4の器面にはRlの縄文が認められる。 3は胎土に白色火山灰・黒色鉱物、

4 ． 7は黄白色火山灰を含み、 4は細礫7は砂・黒色鉱物も含む。 5 ． 6は黒色鉱物・細礫を含み、

6は砂も含む。

b貼付文をもつもの（8）

8はLRとRLの羽状縄文の施された器面に、幅2～3mlnの短縄文、指頭による刺突文、断面三角

形の幅7～8mmの貼付文が組み合わせて施文されている。貼付には縄端刺突文が認められる。内面は

丹念になで調整され、胎土には黄白色火山灰が目立ち、黒色鉱物・細礫を含む。

c 刺突文をもつもの（9）

9はRLとLRの縄文の施された器面に、縄端刺突文と短縄文が組み合わせて施文されている。 口

唇は縄により刻まれている。胎土に黄白色火山灰・白色粒・黒色鉱物を含む。

d絡条体圧痕文をもつもの(10)

10は無文地に角軸による絡条体圧痕文をもつ。胎土に黄白色火山灰・黒色鉱物・細礫を含む。

e 底部(11 ･ 12)

11は張り出した底部に縄端刺突文、 12はわずかに張り出した底部に幅2mmの短縄文をもつ。いずれ

も胎土に白色粒・黒色鉱物を含み、 12は砂も含む。

I群b-2類(13～16)

76．4％がV層下位から出土した。平面分布では、U24,V26で42.3%を占め、 lm2当り0.96～1. 12

点の出土となる。 I群b－1類よりも施文が細かく整っており、内面はなで調整される。胎土も徹密

で、黄白色火山灰・黒色鉱物を含む。

13は丸軸による幅2～3111111の絡条体圧痕文、同じ幅の組紐圧痕文、幅3～4mmの断面三角形の貼付

文、幅2mmの短縄文が組み合わされる。横位の貼付帯の間には短縄文がある。貼付帯と口唇外縁は短

縄文と同じ縄により刻まれる。 14は丸軸による幅4～5n1mの絡条体圧痕文、幅4～5nlmの断面形三角

形の貼付文が組み合わされている。貼付は縄により刻まれている。 15 ･ 16は底部である。わずかに張

り出した底部から緩やかな弧をなして立ち上がる。 15は条の幅1～2mmのLRとRLの縄による整っ

た羽状縄文、 16は幅1～2mmの整った短縄文をもつ。いずれも胎土に黄白色火山灰を含み、 13は黒色

鉱物・細礫14は細礫15は白色粒を含む。 16は黒色鉱物も含む。
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V宮戸4遺跡

I群b－3類(17～27)

56．2％がV層下位から出土した。平面分布では、 Jll，Kll， Lll、 L15、 O8で56.2%を占め、

lIn2当り0.92～3.64点の出土となる。いずれも口唇は尖り。内面は丹念になで調整され、胎土は徹

密で黄白色火山灰・黒色鉱物・砂・細礫などを含む。施文の特徴によりa～cに分けた。

a縦．斜位の貼付文や絡条体圧痕文をもつもの(17～21)

17は横位の貼付文と短縄文で文様が構成される面と、横・斜位貼付文と短縄文、絡条体圧痕文の組

み合わせにより文様が構成される面がある。 18は横・斜位の貼付文と短縄文、 19は横・縦位貼付文と

短縄文、絡条体圧痕文、 20は横・縦位貼付文と短縄文、 21は横位貼付文と短縄文、絡条体圧痕文の組

み合わせである。貼付文は幅1～2nlm、断面三角形の微隆起線状である。短縄文は幅ln1m未満絡条

体圧痕文は幅2～3mmで、密に施される。 18は口縁内面に短縄文が施されている。 17･21は胎士に黄

白色火山灰が目立ち、黒色鉱物を含む。 18は黒色鉱物、 19･20は砂・細礫を含む。

b横位の貼付文と短縄文をもつもの（22～25）

22～25の貼付文は幅2～3mmで断面半円形をなす。間隔6～13mmの貼付文間に短縄文が施される。

短縄文は22～24が幅1mm以下で密に、 25は幅2mmで疎に施される。 22は胎土に黄白色火山灰・黒色鉱

物、 23は白色粒、 24は黒色鉱物、 25は黒色鉱物・細礫を含む。

c 横位貼付文と縄文をもつもの（26 ．27）

26 ．27の貼付文は幅3n1n1で扁平な断面形である。条の幅1mm以下のLR斜行縄文が施される。 27は

底部が張り出す。いずれも胎土に黒色鉱物・砂を含む。 26は黒色鉱物が目立つ。

I群b－4類（28～33）

59．7％がV層下位、 39．5％がV層上位から出土した。平面分布では、 K11･ 12、 Q12で96.2%を占

め、特にQ12からは89.2%、 1m2当り44.7点が出土した。

28～33は器面に自縄自巻の原体による羽状縄文が施されている。 28～31の口唇は尖り気味である。

28･ 30の器面には微隆起線状の貼付文が施されており、貼付文の幅は28が1～2mlll, 29は1mmである。

いずれも内面はなで調整され、胎土には黄白色火山灰を含み、 31黒色鉱物も含む。

縄文時代前期の土器

Ⅱ群a－1類（34～40)

78．8％がV層下位から出土した。平面分布では、 J8， P15、 T17, V23, V27で53.4%を占め、

1m2当り0.48点以上の出土となる。特にP15からは31.4%、 1m2当り4.44点が出土した。 39を除き

横走気味のRLの縄文をもち、施文後になでられている。 39は磨耗して不鮮明だがRLと思われる。

条の幅は34～37 ． 39が5～6mm、 40が7～8mm， 38が10～Ⅲmである。いずれも内面はなで調整され、

胎土に繊維・黄白色火山灰を含み、 さらに、 34･35･40は黒色鉱物、 39は細礫を含む。

I群a－2類(41)

77．8％がV層下位から出土した。平面分布では、U23．25，V23～25で47.6%を占め、 1m2当り0. 2

～0.32点の出土となる。 41は器面に幅6～711II11のLRの縄文が施されている。なで調整された内面に

も縄文が認められる。胎土には繊維・細礫を含む。

縄文時代中期の土器

Ⅲ群b－2類（42～45）

67．5％がV層下位から出土した。平面分布では、M10、 P12、 Q12、U22、 U26、 X25で32.5%を

占め、 lm2当り0. 16～0.2点の出土となる。 42･43は刺突文をもつ。 42は竹管もしくは半裁竹管状工

具、 43は竹管状工具による刺突文である。 口唇にも同様の施文をもつ。 44～47は貼付文をもつ。 44は
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貼付に半裁竹管状工具による刺突文をもつ。 45は器面に半裁竹管状工具による刺突文、貼付と口唇は

丸棒状工具により刻まれる。体部に施文方向を変えた縄文をもつ。 46は器面に半裁竹管状工具による

沈線文、貼付に刺突文をもつ。 口唇に達した貼付は小突起をなす。地文は42がRL、 43～46はLR斜

行縄文である。いずれも内面はなで調整され、胎土に砂・黒色鉱物・黄白色火山灰を含む。

なお、 Ⅲ群b－3類はⅣ層から1点、 V層下位から2点出土している。 Ⅳ群a類は余市式に相当す

るものがV層下位から8点出土している。いずれも磨耗した細片のため掲載していない。 （鎌田）
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V宮戸4遺跡

表V-4-2 包含層掲載土器一覧(1)

属腫鯛掲載|総点数

掲載

番号

遺物

番号

同一個体破片の情報発掘区層位、点数（ 1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした分類発掘区

数

（掲載)V27d3V下. (非掲載)U22d5V下,同24d7同同26b2同,V22a8同2.n24同5同1,

|司251司9風倒撹乱,同27b20V下,同C5同5,Y24a51司1, 1司d2同．
V下 I b－1V27c

戸
ヘ
リ 3 １1 19

(非掲載)U24cllV下,同25b4同,同c2同V同a7同V中 ｜ b l1V26a 8 1２ 、

V中V27a ｜ b－l1 1 13 16

(非掲載)V23a6V下2,同20dl同1Ib－l4 V24d ５ ］ 1V卜

V下 2 ｜b－lV27b ２５ 19 Z

（非掲載)U20dl3V下,同21c5同5､同10同,同22b3同.同7同2. |可cl同3,V22a4同同5同

Y24n3同．
［b－lU21c

二
可 V下 ３ 〕 i96

(掲載) (a)T16dl9V下. (b)同2．

(非掲載)Tl6dl6V下3,同19同4,同24VI2, Im17同12V下2
lb－l７ Tl6d 16 V下 4 '51

（掲載)V26b5V下,同c9n2,同27a同Y24同3同3. （非掲載)U21d5V下‘同22cl同

同23b9W,同25同11V中,V同d5V下,同26b同2,同cl3V中,同14同,m27a9V下3,

同15同2,同blO同,W26d2同同3同,同27c2n,Y24a3d同．

V24a V下 27 1b－18 6 1 8

（掲載)Y24a2V,n3V下. (非掲載)U24a4V下15,同c同,V同a同,同9同,同13同，

同b6同10,Y同al同,同3同2,nd81irl.
V24a 1q▲U V下 ２ I b－19 361

（非掲載)T21alV下,U22b7同,Rcl同,同23a同､V22同7同同clV中,同d2Ⅵ2

同24a6V下4,同blil,ndll司3,同25a2同,同27b9V｢|],同28a6風倒撹乱
V23a 6 V下10 l b l1 1 20

（非掲載) L15a8W4,Q16c同,T16dl6V下,同19同3.同17a58R,同c6n4,同dl2同3

n21同,n31V1 ,同32V下,U25n3同．
Tl6d11 19 Vロ 1 ワウ

色白 l b l’

(非掲載)U22b7V下2,同Cl同2,同4同,V23n6同2,Y24同l同12 U22c V下1 l b l1 1 q

（掲載) (a)V24d9V下. (b)同27同1V中2. (c)同a9V下,F1d4同(d)na8同，

同blO同2. (e)同1,同14同. (非掲載)U23cll3,同24a8同,同c4n,同d2同､同25n

同27blVI ,V23a6V下‘同24同13同,F126cl3V中,nd9V下,n27bl2V中,同21同，

同c4V下,同dlV中3,同28h3V下,W26a2n,Y241司ll可,同3同

13 U24a V下8 lb－21 11 31

（掲城)X27a3V下. （非掲載)V27clV下,W26dl同,同27a21司,同clV中2,同2V下

同d同XI司alV上同2V中．
14 X27a V上 l b－21 1 112

V下15 W26d ３ Ib－21 1 1

（非掲載)U25c4V下,同d3同,V26clV上,同27blOV下,同dlV中,同4V下,同28a2同2

W26d2同,n27a5同
V中16 V27d ］ 1 1 lb－211

(掲職) (a)PIOcllV下. (b)M15dl4VI ,P9F12V下．

(非掲載) Jllb5V下,L151司3同3,Rl4clVI ,U21d4V下
17 Llld 30 V下 4 Ib－31 10

（非掲載) Jlla2V下,L14d6同,同15同9VI2,N7clV下.08同18同,同12a8VI,P10a3V下．

Q13d4R,R15c同,T17a21同,同18同17同
18 Sl6a V下 1q

Lu ｜ b－3］ 1 1

(非掲載)O8cl2VI1Q
Lゾ O8c 6 V下 l b－31 ２1

r前前1

Lllq (非掲載) Llld21V下220 V下 ３ I b－32］ 1

(非掲載)T20b6V下21 U21c V下13 Ib－321 1

（掲載)Lllc26V下2. (非掲載) IIOcl2V下,Jlld2V中同4V下,K11cl4V下, |司21同，

L9同3同,同lla5同,同d21同2,同12cl lll ,同14d6V1,M同1V中

T11ハ
型L上し V下22 | b－321 1 151

(非掲載) Jlla2V下.O12c4VI ,P同b3V中,T20同6V下,U同dl4同223 L11a V下 1 1 Ib－3
~

20
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表V－4－3 包含層掲載土器一覧（2）

破片掲載

番号

遺物

番号
発掘区 層位 分類 同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（1点の場合は省略）前に同じ部分は同とした

点数掲載識詞

（掲載)O8cl2W4. (非掲戦) L7blVI2,同10a3V下,同lld30同,O8cl2VI3,同18V下2,

同9b7同2,P同a4同

（非掲載)N13c2V下,O14a同

（掲載)M15dl4Ⅵ．

V下24 O8c 1 1 ５ 17 Ib 3

L9a25 Ⅵ Ib－32 1 1 ３

M15a V中26 ３ 1 ２ lb－3~

（掲載)Kllal3V下4. （非掲載) Illbl6V下,J10同2同.同dll同3,同lla2同8,同14同，

同bll同同d9同3,K10a4同7,同l1同5V中,n6V下2,同13同2,同15VI ,同b5V下,同c6同4,

同13a4同,L10同3同,同lld21同,同12同2同,同14c5同.O12同4W,T17d35V下2．

V下K10a
Oワ

乙イ 4 1 ５ Ib－349

（非掲載)K13c2V下,N同5同,014a3V上,同5V下,PlOb2VI2,同clV下,Q12b7V上202,

同34V下111,n19同4．
Q12b V上28 7 ７ ７ 331 Ib 4

V下 (非掲載)Q12b7V上2,同34V下13Q12b 34 1 Ib－429 1 16

Lllc V下 (非掲載)K12blV下,O9c同36 lb－41；(） 1 ｛

V下Nl3c (非掲載)N13c5V下5,Q12bl9同ql
uL 5 ３ Ib－49３

（掲載)K12b2V下3. (非掲載) I11c6V下,K9同l同,同11同7nl0,同9同12,同15同10,

O10a8V下,Q12同21撹乱.同bl9V下,Tl6d21同．
V下Kllc 42 l b－432 1月

LU 1 4

(掲戦)Q12b34V下4．

(非掲載)N14a2V中2,Q12b7V上16,n19V下11,同34同107
Ql2b V上７ 6 10 146 l b－4］q

ノリ

(非掲載) Pllc3V下,T17a22V下,同20b7同V下 lla-134 I7C 1 1 41

V下Plld 13 ll a l
句F

DO 1 1I

V中 (掲載) P12bllV下Pl2a36 ２ ２ ２ lla－l1

V中V27d ３ 3 lla－lq7
U~ﾛ

２ ３

(非掲載)T17dlOV下,FI18c9同,V27d2V中2V下V27b 16 1 1 lla－l38 、

（非掲載)O15alV上,nl6dlV下,P15bll同,同Cl同45,同14同,同15VI ,同19V下4,

同22同3,同16blV中4,Q15d同2,R同2同,U18b3V下,同20d4同．

（非掲載) 19c2V下,Mlld4V中3,N同2VI ,同16c4V下,O10b7同同17alVI ,

Pl21司2V中,Q15c8V下,同16a4同, |司b7同,同17n,同19a2同,R16b7n,J8clV中,同3同

T9alV下,同18n7同,V27bl6n,W24c2同．

V下 67 lI a－lP15c 1 1 1qQ
uJ

ll a－lRl6a 4 V下 7 ７40 28

（掲載)V27bl5V下,Y24d2同（非掲載)U23b6W3,同8V下,同24a5同,同d5同,U25a5同，

同b7同3, |司8V中,同9同,同26同3V下2, |可c2同2,同3同3,V22a8同2, 13d5同,n23a6同3,
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（2） 石器等

概要

平成14年度水田部分では遺物包含層より計4,724点の石器等が出土した。大分類ではフレイクが

2,270点と最も多く、礫・礫片が1,704点で次ぐ。その他剥片石器690点、磨製石器29点、礫石器29

点が出土した。剥片石器はR･Uフレイクを除くと、石鎌が166点で最も多い。磨製石器は磨製石斧

を主体とするが、大部分が剥片と未製品である。礫石器は各分類ともに出土点数が少ない。

石器等全体の出土傾向を見ると、層位別では、 V層下位より2,730点と過半数が出土している。同

層位からは、縄文時代早期後半～前期前半の土器群が出土しており、石器も同様の時期に製作された

ものが多いと推測される。 しかしながら、水田部分ではイモッペ川の旧河道が検出され、 ちょうど調

査区全体が氾濫原であったと考えられる。 このため遺物が流水などの自然営力の影響を受け、平面・

層位をかなり移動しているようである。出土分布では、 T17グリッド付近に集中が見られる。 ここは

旧河道の本流が蛇行して、斜面部分の微高地に挟まれた沢につながる部分であり、地形的に遺物が溜

まりやすかったと考えられる。

平成13年度調査の斜面部分および水田部分の一部より出土した、黒曜石製の石嫉49点について原材

産地分析を行った。 これらの事実記載については、北埋調報168で報告済みである。その結果､FC

1と遺物包含層より出土した柳葉形・五角形の石鍼は赤井川産が大部分を占める。三角形の石雛は十

勝・あじさい滝・赤石山などが主な産地で、赤井川産は見られない。有茎嫉はこれらの産地が混合す

る様相を見せる。石鍼の形態がある程度時期的な流行を反映すると仮定すると、縄文時代にこの地域

において石器石材の獲得ルートが変遷した可能性がある。詳細は第Ⅵ章第3節を参照されたい。

表V－4－4 層位別出土石器等点数一覧
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石器等全体
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石鑪（図V－4-14-1～21/表V－4-5/図版45)

166点出土している。調査区全体より疎らに出土する。T17グリッド付近の、浅い沢地形の内部で

多い。出土層位はV層下位が84点と過半数を占める。形態別では、柳葉形18点、木葉形4点、五角形

10点、三角形46点、有茎21点、茎が明瞭に見られないもの3点、未製品27点、形態不明な破片37点と

なっている。未製品・破片を除くと、三角形のものが最も多く、有茎がこれに次ぐ。石材別では、黒

曜石164点、 メノウ質頁岩・チャートが各1点で、ほとんどが黒曜石である。 ここでは21点図示した。

1～6は薄身のもの。 1 ． 5 ． 6は柳葉形。 1は短身で、幅が狭い。調整が粗雑で、裏面に主剥離面

を残す。 5 ． 6は長身で、幅広のもの。両面の調整が非常に丁寧で、 5は基部、 6は右側縁の下部に

浅い挟りが見られる。 2 ． 3は木葉形。 2は先端部が全体の約1／3ほどである。 4は五角形。側縁

が直線的に仕上げられている。 7～16は三角形の石鎌。形状から基部が直線的なもの（平基） と基部

が内湾するもの（凹基）に分けた。 7～10は平基。脚部がやや突き出しているため、結果として基部

が湾曲しているように見えるものが多い。調整により意識的に挟りを作り出していないものは、平基

に含めた。 8はメノウ質頁岩製。右側縁に剥落が見られる。 10は断面に厚みがある。 ll～16は凹基。

1lは先端部を欠損する。 12は特に基部の挾りが深い。 13～16は細身で縦長のもので、両面が細かに調

整されている。 17～21は有茎。 17のみ平基で、ほかは凸基である。側縁は直線状のものが多いが、 19

は内湾し、 20は鋸歯状になっている。 21はチャート製。縦長で均整の取れた三角形の基部を有する。

表面は非常に丁寧に調整されているが、裏面に剥離面を残す。

石槍・ナイフ（図V－4-14-22～25/表V－4-5/図版45)

11点出土している。石材は、すべて黒曜石である。 4点図示した。 22～24は茎をもつもの。 10点出

土している。すべて凸基である。 24は側縁が外湾しており、裏面に主剥離面を残す。 25は茎が明瞭に

見られないもの。 1点のみ出土している。基部と比較して先端部がやや細身であることから、再加工

された可能性がある。

石錐（図V－5－14－26～30/表V－4-5/図版45)

30点出土している。V層下位で18点と最も多く出土した。石材は、大部分が黒曜石で、 1点のみ頁

岩である。形態により、以下の5種類に分類した。 ここでは5点図示した。①棒状のもの。全部で6

点出土した。②周縁のみを加工したもの。全部で8点出土した。 26は両面に剥離面を残す。断面が若

干湾曲する。③細身の刺突部を顕著に作り出したもの。全部で9点出土した。 27は比較的大きめの基

部を有する。 28は両端に刺突が設けられており、上部の先端を欠損する。④剥片の形状を利用したも

の。全部で6点出士した。 29は両端に刺突部が見られる。加工は粗く、基部に自然面を残す。⑤つま

み付ナイフを転用したもの。 1点のみ出土した。 30は刃部を再加工して刺突部を作り出している。

つまみ付ナイフ（図V－4-14 31～36/表V－4-5/図版46)

27点出土している。 このうち未製品が1点、破片が5点である。 V層下位で19点と最も多く出土し

た。石材別では、黒曜石21点、頁岩6点である。形態別ではすべて縦型であり、横型は出土していな

い。刃部の加工により、以下の4種類に分類した。 ここでは6点図示した。①両面加工のもの。全部

で2点出土した。 31は幅広で厚みがあり、両面に丁寧な調整が施される。刃部は菱形を呈し、左側縁

に挟りが見られる。②片面全面加工で、裏面の一側縁に刃部をもつもの。全部で5点出土した。 32は

調整が粗雑で、表面に剥離面が残る。 33は断面が湾曲する。側縁が使用により擦り潰れている。③片

面全面加工で、裏面に刃部をもたないもの。全部で6点出土した。 34はミニチュアで、両側縁の調整

が細かい。 35は2点が接合したもので、刃部を折損する。側縁が使用により擦り潰れている。④周縁

部のみ加工されているもの。全部で8点出土した。 36は両面に剥離面が残る。
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スクレイパー（図V－4-15-37～44/表V－4-5/図版46)

46点出土している。 このうち未製品が2点、形態が不明瞭な破片が6点である。石材は、すべて黒

曜石である。形態により、以下の4種類に分類した。 ここでは8点図示した。①ラウンド・スクレイ

パー。全部で14点出土した。いずれも円形で、裏面に刃部を持たない。 37･38は上部に打面を残す。

39は上下端に階段状の潰れが見られることから、ピエス・エスキーユとして使用された可能性がある。

②サイド・スクレイパー。主に縦長の剥片を素材とし、一方の側縁に刃部を設けている。刃部の形状

により以下の4種類に細分した。 a)刃部が張り出すもの。 6点出土している。 40は上面に打面を残

す。 b)刃部が直線的なもの。 5点出土している。 41は使用による刃部の潰れが著しい。 c)刃部が

内湾するもの。 3点出土している。 42は素材の形状のため、断面が著しく湾曲している。 40～42は剥

片の表面のみ加工されている。 41 ･42は左側縁にも使用根が認められる。 d)刃部が尖頭状のもの。

3点出土している。 43は両側縁に刃部を有する。上部を欠損しており、つまみ付ナイフの刃部片の可

能性がある。④ノッチド・スクレイパー。 1点のみ出土した。 44は幅の狭い短冊状の剥片を加工した

もので、刃部に浅い挾りが設けられている。 40．42 ．44は、 自然面を残す。

石核（図V-4-15-45･46/表V－4-5/図版46)

34点出土した。大部分が黒曜石で、 1点のみ頁岩である。 2点図示した。 45 ．46は上面に打面を設

定して剥離作業を行ったもの。いずれも打面を転移しながら剥片を剥ぎ取っており、 自然面を残す。

46の左端には細かい剥離調整が見られ、直線状の刃部のようになっている。 このことから、剥離作業

の途中でスクレイパーヘ転用された可能性がある。

謬
心 37

鋳勺簿 40

懲り織り
＝44

篭識

- 42

蟻
45

0 5cm

■■■■■■■■■■■■■■■

図V-4-15包含層出士の石器(2)
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譲り
Eこう

｝
47 48

5cm0

図V－4－16包含層出十の石器（3）

石斧（図V－4－16－47 ．48／表V－4－5／図版46）

29点出土している。石斧・石斧片2点、未製品7点、剥片18点、石材2点となっており、刃部また

は基部を残すものは少ない。石材は泥岩が大部分で、蛇紋岩、片岩などは少ない。 2点図示した。 47

は擦切手法によって製作されたもの。ほぼ全面が研磨されているが、基部と刃部の一部を欠失する。

刃縁は弧状と推測され、使用による刃こぼれと磨滅が著しい。 48は打ち欠きによる整形が見られるも

ので、部分的に研磨されている。特に鎬の周辺を強く研磨しているが、側縁に自然面を残す。刃縁は

弧状である。基部の上半を折損する。

たたき石（図V－4-17-49～51/表V－4－5 ･ 6/図版46･47)

5点出土している。石材は緑色泥岩2点、砂岩3点である。 3点図示した。 49･50は楕円礫の周縁

にたたき痕が見られるもの。どちらも底面と右側面を強くたたいており、潰れによる白濁が著しい。

49は被熱している。 51は扁平礫の上下端に弱いたたき痕が見られるもの。腹面には擦り痕を有する。

赤化した部分が見られるが、鉄分の付着によるもので被熱痕ではない。

すり石（図V－4-17-52～54/表V－4-6/図版47)

7点出土している。石材は砂岩4点、泥岩3点である。 3点図示した。 52～54は断面が隅丸三角形

の礫の稜を擦ったたもの。いずれも断面が鋭角をなす一辺が使用されている。 52は下弦のすり面が腹

背の両側から傾けて使用されているため、平坦ではない。擦りの程度は強く、 よく使い込まれている。

また、腹面にもすり痕が認められる。 53は被熱による赤化が見られる。すり面に礫面が露出している

ことから、被熱後に使用されたと考えられる。 54は破損品。上弦・下弦にすり面を有する。非常に強

く擦られている。その両側の腹面も擦られており、すり面との間に稜が作り出されている。

扁平打製石器（図V－4－17－55／表V－4－6／図版47）

1点のみ出土した。石材は緑色泥岩である。 55は石斧を転用したもので、側縁を両側から粗く打ち

欠いて弧状にし、 もう一方の側縁をすり面として使用している。擦りの程度は強く、よく使い込まれ

ている。研磨された石斧の刃部が残存している。

砥石（図V－4－17－56／表V－4－6／図版47）

16点出土している。大部分が破片である。石材は砂岩が9点、凝灰岩が7点である。 1点図示した。

55は大型の砂岩礫を手ごろな大きさに打ち欠き、上面を砥面として使用したもの。 2点が接合したも

ので、裏面は剥落している。全体的に使用されているが、 中央から下半部が特に平滑になっており、

使用頻度が高かったと推測される。被熱により赤化した部分が見られる。 （芝田）
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表V－4－5 包含層掲載石器一覧（ 1 ）

酎
幅
時
骨
岼
罹
噌
蒔
儒
噌
牲
罹
睡
怪
蠣
鵬
罹
罹
信
砕
砕
牲
幟
悟
僻
砕
瘤
崎
碕
時
崎
特
時
悟
碍
唇
暦
砕
骨
崎
睡
幅
僻
時
癖
蒔
骨
帽
唇
蒔
帽

備 考長さ×幅×厚さ(cm)

2．60×1.00×0. 19

3．21×1.40×0.38

3．35×1．55×0.47

4. 10×1， 59×0.44

5. 19×1.51×0.51

6.30×1.63×0.54

2． 19×1．59×0．30

2．87×1.88×0.31

3. 12×1.59×0.36

3．30×1．80×0． 50

2．80×1.81×0. 51

3.05×1．85×0. 39

3.60×1.40×0.28

4. 10×1.70×0.37

4.21×1.60×0.41

4.70×1.40×0.34

2．69×1.30×0． 32

2．33×1．42×0．36

2.60×1.39×0．37

2．95×1．40×0．44

3．80×1.91×0.45

5.30×2.20×0． 58

5．30×2．49×0. 59

5．68×3. 20×0.78

5．61×2.41×0.55

5.00×1.61×0．53

3．71×1.90×0.75

4． 58×2. 19×0. 97

3．39×1．61×0.83

6．65×1.72×0.58

7．30×3．69×0.99

3．85×1.60×0.37

5．75×2．07×0．63

2.70×1.78×0．37

7.20×3.05×0．66

4．50×2．25×0． 58

2．69×2．59×0.78

2．47×2．62×0．98

3．49×3. 11×0.77

5．89×4. 18×1.49

6．24×3．62×0.85

4．70×3．68×0.74

3．75×2.71×0.71

5．09×l. 58×0.83

3. 11×3. 78×1.81

4．40×7.40×2.78

(6.24)×6. 52×(1.73)

(5.30)×4.50×1.43

12. 66×7.40×4.00

9．94×7．30×4.00

石質

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

メノウ質頁岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チャート

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁 岩

黒曜石

頁 岩

頁 岩

頁 岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

緑色泥岩

緑色泥岩

砂 岩

泥 岩

鍔
１
２
３
ｌ
４
ｌ
５
６
７
８
９
叩
一
ｕ
ｌ
Ｅ
－
昭
陞
一
鴫
一
岨
Ⅳ
昭
哨
一
加
一
皿
一
塊
一
竺
型
一
妬
一
恥
”
｜
鴻
一
調
一
別
一
副
一
塊
調
一
弘
一
弱
鎚
一
訂
一
認
一
調
一
伽
狐
埋
一
弼
竺
妬
一
妬
一
卿
一
蛤
一
釣
一
列

分 類

石 嫉

石 嫉

石 鍼

石 鑛

石 嫉

石 砿

石 鎌

石 錐

石 嫉

石 嫉

石 嫉

石 嫉

石 雛

石 鑛

石 雛

石 鑛

石 鰄

石 嫉

石 鑑

石 鰄

石 鑛

石槍・ナイフ

石槍・ナイフ

石槍・ナイフ

石槍・ナイフ

石 錐

石 錐

石 錐

石 錐

石 錐

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

石 核

石 核

石 斧

石 斧

たたき石

たたき石

出土地点･番号

O12a・ 6

K12d． 2

M5d･ 1

R15d･4

V25d． 3

Q11d． 5

Q16b･ 5

NlOc・ l

R15d ・ 6

N15a・ 3

P18c・ l

N15b・ l

T18d・ l

N16a･2

N6d． 1

P15d． 3

L6d・ l

L6a･4

Q23b・ l

Q12c・ l

M5a･ 1

H10b･ 1

O15b･ 3

011d･ 7

015c・ 3

T17d・ 18

Ql2b・ ll

T20b・4

Lllc･28

T17d・ 17

J14b・ 1

T16d･ 8

Pllb・ 3

J10d． 9

P10b・ 17

T18b・ 15

112b･ 3

Plla・ 6

P13d.4

113b･ 2

P17d･ 1

Hllc・ 2

T17d．24

Q16b･ 1

T17d･ 16

09b・ 6

013a・ 10

P10b・ 12

W26a・ 7

P10d・ ’

重量(9)

0．6

1． 6

2．3

2．4

3．2

4．6

0.8

1 q
上｡U

1.4

2．0

2. 1

1.6

1.3

2．3

2. 1

2.0

0.6

0.7

0．8

1.3

2．6

4．3

4．8

9．2

4．3

qQ
U.』

4．4

4．5

2．8

5. 1

22．3

ワq
皇･ リ

7．6

1. 1

13．0

5．6

5． 1

行F

0．0

9．7

26．9

13.7

9．8

7． 5

5． 1

21．8

85．6

(106. 5)

（53.2）

612.0

521.0

欠損品

2点が接合

欠損品

欠損品

欠損品

被熱
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表5－4－6 包含層掲載石器一覧（2）

窪
一
別
一
囲
一
粥
一
別
一
弱
一
郎

出土地点･番号

Ll4c ・ 4

W26a･6

Q12c ・ l6

V26c ・7

Pl1d･ 11

Rl6b・ 5

分 類

たたき石

す り 石

す り 石

す り 石

扁平打製石器

砥 石

位

幅
時
崎
骨
崎
崎

層 長さ×幅×厚さ(cm)

10.40×11．0×5. 10

6．95×14.40×5． 12

6．30×14.60×6．25

6．40×(12. 18)×4.90

4.40×10.80×1.80

(27. 20)×(14.20)×(7. 20)

重量(9)

864. 0

725.0

810. 0

（499. 5）

127.2

(2660.0)

石質 備 考

泥 岩
砂 岩

砂 岩被熱

砂 岩

緑色泥岩

砂 岩被熱2点が接合

（3） 土製品

再生土製円盤（図V－4-18-1/表V－4-7/図版47)

1点のみ出土した。出土地点はイモッペ川旧河道にあたるQ-17-b、出土層位はV層下位である。

全体が磨耗しており、周縁が内傾するように整形されている。器面にはLRと推定される斜行縄文が

認められる。内面は磨耗が激しく、内面調整の痕跡すら残っていない。胎土に砂を多く含む。器面の

施文、胎土から縄文時代中期後半の土器片を再生利用したものと思われる。 この周辺の同じ層位から

は縄文時代早期後半、前期前半の遺物が数点出土している程度で、遺構もなく関連すると思われる遺

物もない。川の氾濫等の自然営力により流動しているものと思われる。 （鎌田）

（4） 石製品

勾玉（図V－4-18-2/表V－4-8/図版47)

1点のみ出土した。玉類の出土はイモッペ川流域の遺跡群では初めてとなる。出土地点はイモッペ

川旧河道にごく近い平坦面上で、 当時の川原面と考えられる。 卜H十層位がV層中位であることから、

縄文時代中期ごろの所産と推測されるが、川の氾濫その他自然営力の影響を受けて流動している可能

性が高い。包含層中より全く単体での出土で、周囲に遺構はなく、関連すると考えられる遺物も同じ

層位より出土していない。形状は尾部がほぼ直角に折れ曲がったL字形を呈し、頭部の方がやや厚い。

全面が研磨されており、緑色がかった光沢がある。両面から穿孔されている。孔には糸ずれの跡が見

られるが、尾部に重みがあるため軸がやや傾いている。石材は蛇紋岩と考えられる。 （芝田）

表V－4－7 土製品一覧

遺物

番号
発掘区 層位番号 分類 長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 備 考

Ⅲ群b類土器片を再生利用1 1 再生土製円盤 Q17b l 5 1 V下 | (5.3)×(4.3)×(1. 1) 23.3

表V－4－8 石製品一覧

遺物
番号

番号 分類 調査区 層位 備考長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 石質

1 1勾 玉 M16a l 9 V層中 | 4.20×2.62×1. 30 1 16. 1 1 蛇紋岩

<m
〈－ ~、 ， 2

0 5cm

図V-4-18包含層出土の土製品．石製品
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＜補遺＞宮戸3遺跡出土の土器について（図V－4-19)

平成13年10月、宮戸4遺跡樹林部分の試掘調査を行った。その際平成12年度に調査を終了してい

る宮戸3遺跡の調査範囲内に多数の土器片が散らばっているのを確認した。出土地点はE19グリッド

で、TP-18のすぐ南側である。 これらの破片は風倒木痕に取り込まれるように埋まっており、Tピ

ット完掘後の包含層の掘り下げが十分でなかったため、調査時点では検出されなかったものと見られ

る。ただちに周辺を精査したところ、土器片125点が得られた。 この遺物の取り扱いについては、平

成14年度以降、宮戸3遺跡に隣接する「宮戸4遺跡樹林部分」の調査が行われた時点で併せて報告す

ることとし、平成13年の冬季整理では接合・復元作業のみを行った。 この結果、一個体が復元され(1)、

先に報告した北埋調報153の図V－6-4 (114頁）に掲載された5a(2)および5b(3)と同一個体であ

ることが判明した。

今年度、 「樹林部分」の調査が行われなかったことから、報告は次年度以降に繰り越すこととした

が、実測・ トレース図を作成してあったので、取り急ぎここで報告することとした。なお、 この土器

は本報告書の口絵2に宮戸4遺跡の復元土器とともに載せてある。

紳線

□

10cm

二

蕊蕩＝, 》夢

出土地点●

~

単

t雲 ４
１
・~弾蝿

10

1 3 苧

0 6cm

図V-4-19 宮戸3遺跡出土の土器
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1は出土した125点のうち43点が接合したものである。 口縁部から胴下半部までの2分の1ほどが

残存する。胴上半部には炭化物が付着し、下半部は赤褐色を呈する。胎土には2～5IIII11ほどの白色の

小砂利が混入する。内外面ともに指でナデ調整したとみられ凹凸が著しい。底部の様相は知られない

が、胴部が張り出さない器形である。平縁かとみられ、 口唇部をわずかに肥厚させ、平滑に調整して

いるがやや丸みを帯びるところもある。内外面角には縄の圧痕により斜めに刻みが加えられている。

lの口唇上には施文はないが、沈線が部分的に引かれているようである(2)。器面には短縄文を密に施

すことにより帯状に曲線的文様が施されている。全周するのであろう。 口縁部直下のものは口縁に沿

って巡るようである。また、底部付近では間隔が密である。帯状の文様間の無文部に縄端による刺突

列を配する部分、短縄文の上下に同様の刺突文を加えている部分がある。 I群b－2類コッタロ式

に相当するものである。 (遠藤・芝田）
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Ⅵ 自然科学的手法による分析

Ⅵ 自然科学的手法による分析

1 放射性炭素年代測定

(株)地球科学研究所

報告内容の説明

74Cage(yβ〃 14C年代 ''measuredradiocarbonage"

試料の14C/12C比から､単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。

半減期はリビーの5568年を用いた。

補正14C年代"conventional radiocarbonage"

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り
14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の 13C値を-25(%･)に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

補正74Cage

fyβ〃

673C(be伽ﾉﾉﾉ 試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%｡）

で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13C/12C)[標準］ x 1000613C(%o)=
(13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

暦年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により､暦年代を
算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定､サンゴのU-Th年代と

14C年代の比較により､補r曲線を作成し､暦年代を算出する。最新のデータベース（

′' INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration'' Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3))

により約19000yBPまでの換算が可能となった｡＊

*但し、 10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので､補正前のデータの保管を推奨します。

′'Thecalendarcal ibrationswerecalculatedusingthenewestcalibrationdataaspubl ishedinRadiocarbon,Vol.40,
No.3, 1998usingthecubicsplinefitmathematicsaspubl ishedbyTalmaandVogel ,Radiocarbon,Vol .35,No. 2, pg
317-322, 1993:ASimplihedApproachtoCalibratingC14Dates. ResultsarereportedbothascalBCandcalBP.
Notethatcal ibrationforsamplesbeyondaboutlO,000yearsisstil lverysubjective. Thecalibrationdatabeyond
aboutl3,000yearsisa''bestfit''compilationofmodeleddataand,althoughan improvementontheaccuracyofthe
radiocarbondate,shouldbeconsideredi l lustrative. Itisverylikelythatcal ibrationdatabeyondlO,000yearswil l
changeinthefuture. Becauseofthis, itisveryimportanttoquotetheoriginalBPdatesandthesereferences in
yourpublicationssothatfuturerefinementscanbeappliedtoyourresults.''

測定方法などた湾するデータ

測定方法 AMS : 加速器質量分析

Radiometric : 液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

処理･調製･その他 ： 試料の前処理､調製などの情報

前処理acid-alkali-acid : 酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes :酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

none ：未処理

調製､その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction : 骨､歯などのコラーゲン抽出

CelluloseExtraction : 木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting : Radiometricによる測定の際､測定時間を延長する

BETAANALYTICINC.

4985SW74Court,Miami ,FI , U.S.A33155

分析機関

I53



試料データ C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

613C(permil) 補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)

Beta- 174515 3580＋40~ －28．8 3520+40~

試料名( 21721) YONE4

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 174516 3680+40~ -26.4 3660＋40~

試料名( 21722)MIYA4

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

年代値はRCYBP(1950ADを0年とする)で表記｡モダンリファレンススタンダードは国際的な慣例としてNBSOxal icAcidの

C14濃度の95%を使用し､半減期はリビーの5568年を使用した｡エラーは1シグマ(68%確率)である。

表1 鵡川町米原4遺跡・宮戸4遺跡放射性炭素年代測定分析試料一覧

試料番号蕊|種類
垂
㈲ 層位蔦取曾遺構名 備考発掘区

炭化材 F-15X V層下YONE4 AMS 0. 10 H･ I-45 2002. 6. 12 フローテーション後に回収

土器囲い炉内からのハンドピック炭化材 H－2※ 覆土l層2002. 6.4MIYA4 AMS 1 . 14 BO ・CO-38

※F-15は焼土跡、H－2は住居跡
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VI 自然科学的手法による分析

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables: C13/C12=-28.8:lab.mult=1)

Laboratorynumber: Beta－174515

Conventionalradiocarbonage: 3520i40BP

2Sigmacalibratedresult: CalBC1940to1740(CalBP3900to3690)
(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage
withcalibrationcurve: CalBC1880(CalBP3830)

1Sigmacalibratedresult: CalBC1900tol760(CalBP3850to3720)
(68%probability)
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References:

Dara6ase〃sea

Ca〃b麺〃o伽Dam6ase

Ea〃o前aJCO掘加e〃r

S"jver,M. ↓ vα〃derP"c",H, 1998,Raぬocw･6o〃卒0βﾉ,pxij-x"j

INTC4L”Raaocα『伽〃J4geC"J"rα〃0〃

S"iver,".,er.g/､， ノ998,RqdiocLzr6o〃イ0βﾉ,pﾉ0打-ﾉ083

M“んE伽α〃Cs

｣4Simp〃72α』知proqchroC""brα伽gCI4"""

rαﾉ碗α, z4.S. , ﾘﾉbgeJ, .ﾉ:C., J993,Raaio"rbo"""ﾉ,p3ﾉ7-322
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables: C13/C12=-26.4:lab.mult=1)

Laboratorynumber: Beta-174516

COnventionalradiocarbonage: 3660*40BP

ZSigmacalibratedresult: CalBC2140to1920(CalBP4090to3870)
(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage

withcalibrationcurve: CalBC2030(CalBP3980)

lSigmacalibratedresults: CalBC2120to2090(CalBP4070to4040)and
(68%probability) CalBC2050tol960(CalBP4000to3910)
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W 自然科学的手法による分析

2 宮戸4遺跡の古植生について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

北海道勇払郡鵡川町宮戸4遺跡は、鵡川の支流イモッペ川左岸に分布する河岸段丘の、傾斜地から

氾濫原にかけて立地する。 これまでの発掘調査により、主に縄文時代の遺構遺物、河道跡が検出さ

れている。 このうち、 Tピットは沢の斜面上に構築されている。

今回は、 Tピット構築時の古植生に関する情報を得るために、花粉分析と植物珪酸体分析を行った。

1 ．試料

調査区内の基本土層は、主に火山灰やそれを母材とする土壌により構成され、大きくI層～Ⅷ層に

区分される。Tピットは、縄文時代中期～後期にかけて堆積したとみられるV層中～上位より掘り込

まれている。そのため、対比試料として、 CO-40調査区南壁の基本土層から土壌試料2点を採取した。

一方、 Tピットについては、構築から埋積開始までの情報が集積していると思われる底部の土壌を

調査対象とした。 このうち、 TP-19･TP-20･TP-21では埋積物の長軸方向の断面、 TP-22は同

じく短軸方向の断面より、それぞれ底部の土壌試料1点が採取された。また試料採取は、発掘担当者

により現代の土壌などが混入しないように注意深く行われた。

分析試料は、基本土層V層試料および土坑底部試料の合計6点である（表1）。

表1 分析試料
調

奉

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

出十遺物から推定
される時期

分析項目

花粉 | Po
● ｜ ●
● ｜ ●

●

採取地点 層位 備考

層
層
層
層
部
部

Ⅱ
脂
咽
９
上
中

土
土
士
士
層
層

覆
覆
覆
覆
Ｖ
Ｖ

１

２

２

２

４

９

０

１

２

０

｜
｜
｜
｜
｜
壁

呼
Ⅳ
”
Ⅳ
印
南

縄文時代中期後半
～後期初頭 ●

Tピット

底部 ●
｜
● ●

｜
●
｜
●

縄文時代後期

縄文時代中期

対比

試料

●
｜
今

h直物珪酸体分析PO:植物珪酸体分析

2．分析方法

（1） 花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、節別、重液（臭化亜鉛：比重2. 3)による有機

物の分離フシ化水素酸による鉱物質の除去、 アセトリシス（無水酢酸9 ：濃硫酸lの混合液）処理

による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残湾をグ

リセリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全

ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木

本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とし

て、百分率で出現率を算出し図示する。

（2） 植物珪酸体分析

湿重59前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理(70W， 250KHz、 1分間)、沈

定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム、比重2. 5）の順に物理・化学処理を行い、植物

珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、

プリユウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以
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下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐瀬（1986）の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から

古植生について検討するために、植物珪酸体群集図を作成した。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と

機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

3．結果

（1） 花粉分析

結果を表2、図1に示す。

表2 花粉分析結果
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図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なものを示す。なお、木本

花粉総数が100個体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れがあるので、出現した種類を

＋で表示するにとどめておく。

試料番号5以外の5試料では、花粉化石の産出状況が悪い。木本花粉ではコナラ属コナラ亜属・ハ

ンノキ属草本花粉ではイネ科・ヨモギ属・キク亜科などがわずかに検出される。シダ類胞子ではヒ

カゲノカズラ属・ゼンマイ属などが認められる。

試料番号5では草本花粉の割合が高く、 イネ科・カラマツソウ属・ヨモギ属・キク亜科が多く産出

する。木本花粉ではコナラ亜属が最も多く産出し、ハンノキ属などを伴う。シダ類胞子ではゼンマイ

属が多く認められる。
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W 自然科学的手法による分析
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図1 花粉化石群集
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を

除く数を基数として百分率で算出した。なお、●○は1％未満、 ＋は木本花粉100個体未

満の試料について検出した種類を示す。

（2） 植物珪酸体分析
表3植物珪酸体分析結果

結果を表3，図2に示す。各試~
TP-19TP-20TP-21TP-22 CO 40壁面

料では植物珪酸体が検出されるも 種 類 1lE 15層 18E 9層 V層上V層中試料番号 1 2 3 4 5 6

のの､保存状態が悪く､表面に多イ勢謡剰騨:体 25 8 4 17 15 10

数の小孔（溶食痕）が認められる。 タケ亜科 103 21 94 101 168 158
ヨシ属 46 2 16 7 11 29

基本土層V層の試料番号5 ． 6 ウシクサ族ススキ属 5 1 － 9 15 10
イチゴツナギ亜科 88 8 89 106 174 222

では、 いずれもクマザサ属を含む 不明キビ型 94 13 33 46 59 129

ﾀケ亜科およびｲﾁｺﾂﾅｷ亜科矧;寡麹 ‘！ ； ： ； ： ｜＃
の産出が目立ち､ ヨシ属ススキイ勢議喫嘩鵯醸体 36 11 30 16 26 29

タケ亜科 58 6 50 44 61 53属なども認められる。
ヨシ属 3 1 6 14 2 3

一方、 TP-20を除く土坑底部 ウシクサ族 3 1 - 3 －
不明 13 7 22 32 22 25

でも同様な産状が見られ、試料番合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体 380 57 243 298 447 589

号1 ． 3 ．4でクマザサ属を含む イネ科葉身機動細胞珪酸体 113 26 108 109 111 110

タケ亜科およびイチゴツナギ亜科 総計 493 83 351 407 558 699
の産出が目立ち、 ヨシ属ススキ属なども認められる。TP-20の試料番号2も検出個数が少ないも

のの、検出された種類の中ではタケ亜科およびイチゴツナギ亜科の検出個数が多い。

TP-20

15層
2

TP-21

18E
3

TP-22

9層
4

4．考察

CO-40調査区でみられた基本土層V層のうち、中部では花粉化石の検出は少ないものの、上部か

らは多くの花粉化石が検出された。 V層上部の花粉群集は草本類の占める割合が高く、イネ科・カラ

マツソウ属・ヨモギ属・キク亜科が多産する。また、植物珪酸体の産状からは、 クマザサ属を含むタ

ケ亜科およびイチゴツナギ亜科をはじめとしたイネ科植物の生育がうかがえる。 これらは開けた明る
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図2 植物珪酸体群集

出現率は、 イネ科葉部短細胞珪酸体、 イネ科葉身機動体の総数を基数として百分率で算出した。
なお、 十は100個体未満の試料で検出された種類を示す。

い場所を好む種が多いことから、 V層上部が堆積した縄文時代中期～後期の本遺跡周辺は、 これらの

草本類が多く生育する開けた環境であったと推測される。また、木本花粉の中で出現率が高かったハ

ンノキ属やコナラ亜属は、河畔林や湿地林を形成する種を含む種群である。湿潤な場所に生育する種

類であるヨシ属の珪酸体も認められることを考慮すれば、周辺の河畔や低湿地にヨシ属などの下草を

伴った河畔林や湿地林が存在したと推測される。

一方、斜面上に分布する土坑の底部では、花粉化石がほとんど検出されなかった。一般的に、花粉

・シダ類胞子の堆積した場所が常に酸化状態にあるような場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分

解・消失するとされている（中村、 1967 ;徳永・山内、 1971)。また、同一試料からは、酸化状態で

分解されにくいとされる植物珪酸体が豊富に検出されている。 したがって、花粉化石が検出されなか

った要因としては、堆積時に取り込まれた花粉・シダ類胞子が、酸化状態の中での経年変化により分

解・消失したためと考えられる。植物珪酸体の産状はV層と同様であり、土坑周辺の斜面上にも同様

なイネ科植物が生育したと思われる。花粉化石の産状も考慮すれば、斜面上は酸化状態にある乾いた

場所であったと思われる。ただし、斜面下方に構築されているTP-19やTP-22では、湿潤な場所

に生育するヨシ属の産出が上位のTピットより目立った。 これは、斜面下方にヨシ属が生育するよう

な湿潤な場所が存在したことを示唆する。

ところで、静岡県三島市の下原遺跡や加茂ノ洞B遺跡では、 旧石器時代の陥穴状土坑がススキ属な

どの草本類が地面を覆う、土坑の存在の判りにくい場所に構築された可能性が指摘された（植木ほか、

1996)。本遺跡で産出の目立ったイチゴツナギ亜科などのイネ科は、他の種類の草本類とともに群落

を作って生育し、地表面を覆う。そのため、上記の調査例と同様に、本遺跡のTピットも草本類が地

面を覆う、土坑の存在がわかりにくい場所を選んで構築された可能性がある。

【引用文献】
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所調査報告第72集「下原遺跡I｣, p.62-86,静岡県埋蔵文化財調査研究所．
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Ⅵ 自然科学的手法による分析
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図版1 花粉化石・植物珪酸体
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Ⅵ 自然科学的手法による分析

3 宮戸4 ・米原4遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析

藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏交易圏を探るという目的で、蛍光x線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている1 , 2~ 3)。

石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に自然の力で移動した

岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必要条件を満たす。

また、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、他の露頭から原石が流れて来ない

ことが証明されて、十分条件を満たす。よって、ただlか所の一致する露頭産地の調査のみで移動原

石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『遺物とある産地の原石組成が一致する必要はあるが、

他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、そこの産地のものと言い切れない。従って、

他の産地に一致しない証明も同時に必要である。一致しなかった産地との交流がなかったと証明され、

考古学資料として非常に有用と思われる』。

考古学では、人工品の様式が一致するという結果が非常に重要な意味をもち、見える様式としての

形態や文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材がある。 これ

らが一致するということは古代人が意識して一致させた可能性があり、すなわち、古代人の思考が一

致すると考えてもよく、相互関係を調査する上で重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分

類ではなく、 自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡か

ら近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを

十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判

定する可能性がある。

人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と

出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明

できず、その石器原材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一

致したことが、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定でき

なくなったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。 B産地と

一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と

交流がなかったと言い切れる。 ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、

B、 C， D…）の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明す

れば、石器がA産地の原石と決定することができる。 この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基

準が混乱し不可能であると思われる。また、 自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるか

は、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からな

い。産地分析の結果の信頼性は何か所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較

した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。

黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有さ

れる微量成分組成には異同があると考えられる。 このため、微量成分を中心に元素分析を行い、 これ

を産地特定の指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、原産地ごと

に数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比
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して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出

地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、

分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングの

T2乗検定を行う。 この検定を全ての産地について行い、 ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石は

A産地では1個中に1個みられ、 B産地では1万個中に1個、 C産地では100万個中に1個、 D産地

では…1個と各産地毎に結果を得る。 このような客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能

性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定

する。今回分析した遺物は、北海道勇払郡鵡川町に位置する宮戸4遺跡出土の黒曜石製石鍼49個、米

原4遺跡出土黒曜石製スクレイパー1個の合計50個である。 これらの産地分析の結果が得られたので

報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。Al、 Si、K、 Ca， Ti、Mn、 Fe、 Rb， Sr、 Y， Zr、Nbの12元素

をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、産

地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、Y/Zr、

Nb/Zrの比量を産地を区別する指標としてそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸東関東、 中信高原伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰

九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくさ

れている。元素組成によってこれら原石を分類し、表lに示す。 この原石群に原石産地は不明の遺物

で作った遺物群を加えると225個の原石群になる。以下、北海道地域および一部の東北地域の産地に

ついて記述する。

白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿

砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山

の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第一群）にまとまる。また、 あじさいの滝の露頭

からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白滝第二群)。

また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で、組成はあじさい滝群に似るが石肌で区

別できる。幌加沢よりの転礫の中で70％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別で

きず、残りの30%は赤石山群に一致する。

置戸地域産原石は、常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、元素組成は置戸・所山群にまとま

る。また、同町の秋田林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。

留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石は、ケショマップ第一および第二群に分類される。

また、 白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および常呂川に通じる流域にあり、両河

川の流域で黒曜石の円礫が採取される。湧別川下流域から採取した黒曜石円礫247個の組成分類結果

を表2に示した。中ノ島、北見大橋間の常呂川から採取した37個の円礫の中には、独特の組成の原石

も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表3に示した。

十勝三股産原石は、河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より採取される。 こ

の原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川

に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互

に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原

164



W 自然科学的手法による分析

石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遣物石材の産地

分析で、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、

サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地

域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。

清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地より産出する黒曜石から2つの美蔓原石群が作ら

れた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。

名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。

これらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12％は名寄第二群にそれぞれなる。

旭川市の近文台、台場嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20%

が近文台第一群69％が近文台第二群11%が近文台第三群それぞれ分類された。台場の砂礫採取場

からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒灰色系円礫も見られ、台場第一、二群を作った。また、

滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は､組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり､21%

が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜町恵袋別川培本社から

も採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原

石が採取される。産出状況や礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致

し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。

赤井川産原石は、余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。少球果の

列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第一群を、 また、球果の非常に

少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第二群を作った。 これら第一、二群の元素組成は非常

に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。

豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第一、二群に区別され、豊泉第二群の原石は斑

晶が少なく良質である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。

青森県教育庁の斉藤岳氏より提供された奥尻島幌内川産黒曜石により、原石群が確立されている。

出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた。 この出

来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1点採

取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。

青森県西津軽郡深浦町の海岸や同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で

六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森

市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森

地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第一、二群と弁別は可能であるが、原石の組

成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鎌が作れる大きさがみ

られる程度である。

麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で、 中には5cm大のものもみられる。また、考古学者

の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

産地分析は、 日本、近隣国を含めた産地の合計225個の原石群と比較し、必要条件と十分条件を求

めて遺物の原石産地を同定する。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製
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石器で、水和層の影響を考盧するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、影響を受けや

すいと考えられる。Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かず

に産地分析を行った場合、 いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても

風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴うが、

遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製の遺物は、 白っぽく表面が風化して

いるために、 アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。

宮戸4・米原4遺跡より出土した黒曜石製遣物の分析結果を表4－1 ． 2に示した。石器の分析結

果から石材産地を同定するためには、数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単に

するためRb/Zrの一変量だけを考える。

宮戸4遺跡より出土した、表4の試料番号88154番の遺物ではRb/Zrの値は1.015で、赤井川第一

群の［平均値］ ± ［標準偏差値］は、 0.969±0.060である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)を基

準にして考えると、遺物は原石群から0.8o離れている。 ところで、赤井川第一群原産地から100個の

原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.8oのずれより大きいものが42個ある。すなわち、 こ

の遺物が、赤井川第一群の原石から作られていたと仮定しても、 0.8o以上離れる確率は42%である

と言える。だから、赤井川第一群の平均値から0.8oしか離れていないときには、 この遺物が赤井川

第一群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところが、 この遺物を赤石山に比較

すると、赤石山の平均値からの隔たりは、約5oである。 これを確率の言葉で表現すると、赤石山の

原石を採ってきて分析したとき、平均値から50以上離れている確率は、 10万分の1であると言える。

このように、 10万個に1個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えら

れないから、赤石山の原石から作られたものではないと断定できる。 これらのことを簡単にまとめて

言うと、 「この遺物は赤井川第一群に42％の確率で帰属され、信頼限界の0. 1%を満たしていることか

ら赤井川第一群産原石が使用されていると同定され、 さらに赤石山に0.001%の低い確率で帰属され、

信頼限界の0. 1%に満たないことから赤石山の原石でないと同定される｣。遺物がlか所の産地（赤井

川第一群産地） と一致したからと言って、例え赤井川第一群と赤石山の原石は成分が異なっていても、

分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であるこ

とから、他の産地に一致しないとは言えない。同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致

する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川第一群産地）に一致し必要条件を満足したと言って

も、一致した産地の原石とは限らない。 このため、帰属確率による判断を表1の225個すべての原石

群について行なって十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして消

していくことにより、はじめて赤井川第一群産地の石材のみが使用されていると判定される。

米原4遺跡より出土した、表4の試料番号88203番の遺物ではRb/Zrの値は1.086で、十勝三股の

［平均値］ ± ［標準偏差値］は、 1.097±0.055である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)を基準に

して考えると遺物は原石群から0. 2o離れている。 ところで十勝三股原産地から100個の原石を採って

きて分析すると、平均値から±0.2Oのずれより大きいものが84個ある。すなわち、 この遣物が、十

勝三股の原石から作られていたと仮定しても、 0.2o以上離れる確率は84%であると言える。だから、

十勝三股の平均値から0.2oしか離れていないときには、 この遺物が十勝三股の原石から作られたも

のでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山に比較すると、赤石山の平均値からの

隔たりは、約4.31oである。 これを確率の言葉で表現すると、赤石山の原石を採ってきて分析したと

き、平均値から4. 31o以上離れている確率は、 5万分の1であると言える。 このように、 5万個に1

個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられないから、 この遺物は、
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赤石山の原石から作られたものではないと断定できる。 これらのことを簡単にまとめて言うと、 「こ

の遣物は十勝三股に84％の確率で帰属され、信頼限界の0. 1%を満たしていることから十勝三股産原

石が使用されていると同定され、 さらに赤石山に0.002%の低い確率で帰属され、信頼限界の0. 1%に

満たないことから赤石山の原石でないと同定される｣。遣物が’か所の産地（十勝三股産地） と一致

したからと言って、例え十勝三股と赤石山の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石

でなく遺物で、 さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致

しないとは言えない。同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。

即ちある産地（十勝三股産地）に一致し必要条件を満足したと言っても、一致した産地の原石とは限

らない。 このため、帰属確率による判断を表1の225個すべての原石群について行なって十分条件を

求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして消していくことにより、はじめて

十勝三股産地の石材のみが使用されていると判定される。

実際はRb/Zrといった唯1つの変量だけでなく、前述した8つの変量で取り扱うので変量間の相

関を考盧しなければならない。例えば、A原産地のA群でCa元素とRb元素との間に相関があり、

Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれ

ば、 A群と比較したとき、 Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。 したがって、 もし

Rb量だけが少しずれている場合には、 この試料はA群に属していないと言わなければならない。

このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビ

スの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確

率を求めて産地を同定する45)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では225個の推定

確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属され

た原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に

低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち赤井川第1群産原石と判定され

た遺物に対して、カムチヤッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和

田峠産の原石の可能性を考える必要がないという結果で、 ここでは高い確率で同定された産地のみの

結果を表5-1 ･ 2に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料を処

理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち

切る。 このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成

のバラツキの範囲を越えて大きくなる。 したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定

の信頼限界としている0. 1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石

産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値を記した。記入されたD2乗の

値が原石群の中で最も小さく、 この値が小さい程遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると

言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。

白滝地域産黒曜石の中で、赤石山産原石の割れ面はガラス光沢を持っている。元素組成が相互に似

た、あじさい滝、八号沢、 白土沢、幌加沢などの群の原石は、 あじさい滝、 I幌加沢産はガラス光沢を

示し、八号沢、 白土沢産は梨肌を示すため、原石産地の判定に梨肌か、ガラス光沢かを指標に加えた。

また、赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門、薦森山地区、

浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、蘆森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、

二群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川また

は十勝産地またこれら3か所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原

石が使用されたか否かは、 1遺跡で多数の遺物を分析し戸門第一群と第二群に同定される頻度を求め、
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これを戸門産地における第一群（50％） と第二群(50%)の産出頻度と比較し、戸門産地の原石であ

る可能性を推定する。今回分析した遣物のなかに全く戸門第二群に帰属される遺物が見られないこと

から、戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さ

く、多く使用された可能性は低いと思われる。また、赤井川第一または二群に高確率で同定され、大

釈迦、戸門と十勝産地に同定された確率は、赤井川に比べて10分の1～100分の1がほとんどで、宮

戸4・米原4遺跡では赤井川、十勝産原石が使用されていたと判定した。

今回分析した宮戸4遺跡出土の黒曜石製石鍼49個の中で、信頼限界の0. 1%に達した遺物は48個で、

分析番号88181番は表1の225個の何処群にも同定されなかった。産地が特定できなかった理由は、 (1)

遺物が異常に風化し元素組成の変化が非常に激しい場合、 (2)遺物の厚さが非常に薄いとき、特に遺物

の平均厚さが1．5mm以下の薄い試料では、Mn/Zr、 Fe/Zrの比値が大きく分析され、 l lnnl厚でFe/Zr

比は約15%程度大きく分析される。 しかし、 lmm厚あればRb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zrについては分析

誤差範囲で産地分析結果への影響は小さく、Mn/Zr、 Fe/Zrの影響で推定確率は低くなるが原産地

の同定は可能と思われる。 (3)未発見の原石を使用している場合、などが考えられる。 88181番の石鍼

は11HI11以上の厚さがあり、厚さの影響はないと言える。 この産地が同定出来なかった石嫉は、産地が

同定された遺物より風化層が厚く、表4を見ると、 88181番はK元素を分母にした元素比の値が、産

地が同定された他の元素比とより小さくなっていて、風化の影響を強く受けていると推測される。 こ

れは推測であるが、風化層内のK元素が黒曜石表面に移動して濃縮し、マトリクス効果の自己吸収に

よるK元素蛍光X線の減衰が減少するために、K元素のピークが大きく観測される。従ってK元素が

分母のCa/K、 Ti/Kの比値が小さくなる。将来的には風化層の厚さから補正が可能の様に思える。

現時点では軽元素比を抜いてマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定を表lの

225群の全ての原石、遺物群について行った結果を推定確率の欄に【 】内に区別して記した。ま

た、赤石山、八号沢群に一致する組成の原石は、 白滝地域の赤石山、八号沢地区以外に湧別川下流域

でも原石が採取される。宮戸4遺跡に、 白滝地域産か、湧別川下流域産の何れかの産地から伝播した

かを推測するには、多数の遺物を分析して、各産地群に同定される頻度を求め、湧別川採取黒曜石原

石の頻度分布と比較して決定される。今回分析した石鍼の中に白滝地域産が少なく、推測の正確さに

問題が残る。赤石山産が9個出現しているにもかかわらず、八号沢・白土沢産に同定された遺物が見

られないことから、湧別川の表2では逆になっていることを考慮すると、湧別川の原石が使用された

可能性は低いと推測される。よって、宮戸4遺跡には白滝地域の赤石山、あじさい滝から黒曜石が伝

播したと判定した。また、所山産黒曜石は常呂川流域からも採取される。宮戸4遺跡の所山と常呂川

第4群に同定された石鍼の数が少なく、統計的に推測できず、所山産地の角礫原石か、北見の常呂川

流域産地で採取され円礫原石が伝播したか特定できない。

今回分析した宮戸4・米原4遺跡出土の黒曜石製遺物50個について各原産地別原石使用頻度を求め

ると、最も多く使用された原石は、赤井川産で40%(20個)、次いで十勝産で、 28%(14個）で、赤

石山産は20%(10個)、 あじさい滝産が8%(4個)、 また所山産と常呂川産がそれぞれ2%(1個）

ずつである。遺跡で使用頻度高い原石産地と交流・交易がより活発であったと推測すると、今回の分

析で、赤井川産地との交流が活発で、次いで十勝地域白滝地域、 また置戸・北見地域との交流も少

ないが確認されたと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。
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表1－1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値(1)

壼雲P
5而荘U両Z~「

分析

個数
原産地原石群名

~Fe／・Zr~

20011士0.063

1.774士0,055

2.714士0.142

3.049±0.181

3.123士0.127

2,975士0.102

3.038土0.125

3.266±0.1 17

2.773士0.097

2.746士0.262

2.912土0,1 17

3.046士0, 163

1.614士0,068

2.705土0. 125

1 ,613±0.090

2.658土0.324

1.813土0.062

1 .726士0,072
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Ⅵ 自然科学的手法による分析

表1－2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値(2)
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表1－3 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値(3)
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0.046土0.012

0.098土0.016

0,029±0,0“

0.075士0.007
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0-651士0.030

０
肺
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却
０
卿
０
０
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表1－4各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値(4)
分孜
個對

原産地原石群名 元暴け
Ca／K

0.261士0.015

35.158±1.1 18

0,186士0,010

0.247士0.018

0.584±0.012

0.262士0,0W8

0.266士0.021

1.629士0.098

1.944士0.054

0.533±0,029

0.553士0.032

0.510士0-010

0.473±0.012

0.154±0.009

一

Sr／ZrRb／Zr

蕊蕊
昌燭県

農警塞員屋三壁
開
一
茄
一
燗
一
個
一
塊
一
塊
一
Ｗ
｜
酬
一
訓
一
帆
一
別
一
訂
一
祀
一
印

令繼鵲十:;悪需
８
－
８

卯
一
伽

Ⅱ
’
０

唯
一
牡

Ｑ
－
ｑ

Ｏ
－
０

２
３

２０
０

０士
蜘
６３０
呪

０

０

鹿児島県
0,028土0.013

0.022±0-㈹9

0‘021士0.010

0‘069±0,022

0,066±0.020

0.024±0.017

3.009士0.014

],338士0,012

議三
鶏宙病
志

湾
ア
｜
、
ン

童
口
王

Ｔ
ｆ
ｐ
Ｔ
ｆ

Ｏ
再
０

０
’
０

０
０
士
吐

８３０
Ｍ

’
’
１カムチャッカ

白頭山灰皿

表1－5 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値(1)
分析

ｲ因数
原産地原石群名

Si／K
0.325士0.042

0.500±0.015

0.407土0.047

0.373士0.043

0.292士0.037

0.258±0，036

0.447±0.011

0.516±0‘015

0.519±0,010

Y／Zr

O‘MO土0.015

0J30±0.015

0.156±0.015

0.165±0.021

0.164±0.021

0.1闘士0,021

0.109±0.013

0.133士0,016

0,107士0.015

0.18吐0.019

0.327士0.042

0.389±0.042

0.263±0.028

0.207±0.022

0,482±0.024

0.281±0,012

0.264±0.029

0‘216±0,015

0.272士0.029

0,331±0,021

0,25i士0.013

0.242±0.011

0,248士0.012

0､177±O‘010

0.241±0.012

0.207±0.018

0.246±0‘013

0.169±0.019

0.409土0鯵024

0.286±0.0】8

0.172±0.030

0.104±0 030

0.102±0.021

0.128土0.022

0.196士0‘037

0,125±0,012

0.202士0.037

0鯵076±0‘032

0,368±0.079

0.327±0.052

Nb／Zr

0.008±0.013

0,015士0.019

0_卯4±0,008

0.016土0.022

0.017±0･023

0.009±0.017

0.017±0.021

0‘019±0.021

0.012±0.016

0.023±0.028

0.037士0,031

0.069士0.028

0.050±0.019

0.007士0-01 1

0.029士0.028

0,009±0.012

0.028±0.030

0.0弘±0.017

0.083±0.037

0.064±0.019

qOO9±0-012

0.008±0,014

0.014士0.016

0‘011土0-013

0.006±0.012

0‘029土0.027

0,008土0-017

0.061±0.015

0,108±0‘023

0.041±0.012

0,068±0.016

0.038±0‘013

0‘似1±0.028

0.047土0.016

0,058±0‘018

0.292±0-010

0.177±0-022

0.079±0.022

0.126±0,079

0.178±0.069

0.034±0,028

0.056±0.側5

0,079±0.028

0‘083±0.026

0.015±0.019

0,009±0.014

0,184土0-023

0.187士O‘023

0-065士0.018

0.058土0.028

0.039±0.016

0.108±0,028

Al／K

0.018±0.012

0.034士0.010

0.029±0,01 1

0.027±0.009

0,023±0.M6

0.018士0.008

0.037±0.003

0.043±0.007

0.“2士0.008

0.025±0.007

0.023±0,011

0.024土0.002

0.023士0.002

0.069士0.006

0,020土0.015

0.021士0.006

0.023±0.009

0,029±0,01 1

0.026士0.008

0.036±0．003

0.058±0.017

0,083±0,029

0.028±0,006

0.064士0鯵025

0.091±0.020

0.017士0.011

0.083士0.013

0.033±0‘005

0.036±0.㈹3

0,049士0,005

0.028±0.030

0.036±0.003

0.038士0.帥3

0,023士0,003
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0,022±0,002

0.021±0.002

0.例O士0.004
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0.497士0,026
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船
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土
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表1－6 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値(2)
分析

個数
元素比

潔
0.246士0.014 1
0.' 19士0.007 1

:鐙:器卜

原産地原石群名

２

０

８

８

８

７
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服

伽
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吐
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杜
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Ｊ
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０

０

０

０

０

０
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Ti／K

O‘062±0.006

6.088±0,868

0.225±0.01 1

0.269±0.006

0.097士0.0“

0.074±0.003

0,1“±0.0Ⅸ

0.160±0.005

0.202士0,005

Mn／Zr

0,017±0.003

0,293±0-032

0,048±0.010

0,031士0.006

0“3±0.帥7

0.029±0.004
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0.076士0.011
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一
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ｒＺ
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叫
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一

睡
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0.150±0,022
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Nb／Zr

0.372±0.035

0.036土0.030

0,015±0,008

0,016±0.006
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0,024±0.006

0.064±0.023

0.024±0.007

0.105土0.017

Al／K
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0,041±0.004

0‘031土0.003

0.017±0.㈹3

0-016±0.002

0.024±0.003

0,026土0.003

0.0?8±0.002
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M群=桑ノ木津留第1群､F群=UT遺物群､HS2群=置戸･個戸山群､FR2群=ケシヨマツブ第一群にそれぞれ一致平均値士標準偏差値､* :ｶﾗｽ質安山岩､NK遺物群:中ｼ原遺跡､HY遺物群:日和山週
典§』埋暫畦差睡里這跡出生:邸垣鈎豊:陛蝉沢坦陸.H§這勉群生進遺跡1Ki埠物群:桐木遺跡.UT遺物群:内屋敷遺跡Ai這澗群:相ﾝ沢遺翫F鎚物藻當ﾌ浪遣蔀訪遺物藻f駕爾鳶蔚?F
R遺物群:東龍郷1，2遺跡､FH遺物群:東9線8遺跡.KT遺物群:北区1遺跡､KS遺物群:キウス4遺跡A-R地区､SG遺物群:志国頭遺跡､OK遺物群:臭名野追跡､TB遺物群:戸平川遺跡､NM遺物群:長桝
遺跡､MK退物群:南方遺跡､YM週物群:南方､藤尾､岩上遺跡､AC1 ， 2，3週物群:アチヤ平遺跡､ |N1 ，2週物群:岩野原遺跡､K19遺物群:K39追跡､KK1 ，2遺物群:計志加里遺跡､HB1 ， 2(プリント様)g
八久保第2週跡､HR遺物群:堀量遺跡､HM追物群:春ノ山遺跡､KU4(硬質頁岩様) :久木野遺跡､ON1 ,2:大原野退跡､N'29:穂香追跡など出土遺物の産地不明の原石群,ｳﾗｼｵｽﾄｯｸ付近:イリスタヤ遺
跡､南ｶﾑﾁﾔｯｶ:ﾊﾗﾄｳﾝｶ､ﾅﾁｷ､ｱﾊﾁﾔ遺跡。

a):Ando‘A､,Kurasawa,H､,ohmori ,T､＆Takeda,E､(1974). 1974compilationofdataon theGJSgeochemical referencesamplesJG-1 granodioriteandJB-1 basa1t.GeochemicalJournalVo1.8, 175-192.

表2 湧別川河口域の河床から採取した247個 表3 常呂川（中ノ島～北見大橋）から採
の黒曜石円礫の分類結果 取した37個の黒曜石円礫の分類結果

I
’ ’原石群名 個数 百分率｜ 術 考 原石群名 個数 百分率 備 考

赤石山群

八号沢・白土沢群

あじさい滝群､幌加沢

ケショマップ第2群

Ks3遮物群

90個

120個

31侭

5個

1個

白滝産地赤石山群に一致

割れ面が梨肌の黒咽石

割れ面が梨肌でないもの

所山群

置戸山群

ケシヨマップ第2群

八号沢群

常呂川第1群

常呂川第2群

常呂川第3群

常呂川第4群

36％

49％

13％

2％

0.04呪

21個

8個

1個

1肥I

1個

2個

1個

2個

秘

魏

％

％

％

％

肥

％

５

２

３

３

３

５

３

５

HS2遺物群に似る

FRI,FR2遺物群に似る

割れ面梨肌

注： 8号沢、 白土沢、 あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面

の梨肌か否かで区別した。 KSl遺物群､所山群に似る

注：常呂川第1～2群は分析場所を変えて複数回測定して作る

1ワク
」'一



W 自然科学的手法による分析

表4－1 宮戸4遺跡出土黒曜石製遣物の元素比分析結果

素 比
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８
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３
３
９
１
１
８
６
４
９
２
３
１
０
５
５
８
８
５
５
８
２
０
７
８
５
３
３
７
８
８
６
５
２
９
３
７

４
６
５
５
５
４
７
７
５
５
７
７
５
４
４
２
９
５
４
９
７
８
３
３
５
８
９
４
４
６
６
３
５
０
４
１
０
５
５
６
４
６
６
８
５
４
５
７
５

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

３

３

３

３

３

４

３

３

４

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

■
ａ
■
●
ｂ
■
凸
叩
■
■
■
ｐ
①
５
５
■
、
■
■
■
■
■
●
●
。
■
●
■
■
■
Ｂ
■
。
■
●
●
●
●
■
ｂ
■
ｂ
ｐ
ｃ
■
●
■
■
■

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

６
２
９
０
９
２
２
６
６
２
５
３
９
２
７
０
８
２
６
７
４
４
３
０
６
５
６
４
９
４
５
７
９
６
３
１
８
０
７
８
２
３
０
６
６
４
９
５
９

２

３

２

３

２

３

３

３

２

３

３

３

２

３

２

３

２

３

２

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

３

３

２

２

３

３

３

２

３

２

２

３

３

３

３

３

３

２

３

２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

■
■
●
●
●
■
ｑ
●
■
●
●
■
■
●
■
●
■
ａ
ａ
Ｄ
●
●
。
■
■
■
叩
■
■
■
ｃ
ｂ
ｐ
■
■
■
■
●
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

７

２

６

９

０

５

９

４

４

４

８

８

７

２

０

３

９

９

５

５

６

４

５

１

５

４

０

６

１

７

０

１

０

６

８

８

１

１

２

７

４

７

６

９

０

６

７

０

８

５

８

７

１

７

４

３

４

２

３

４

２

４

５

３

４

３

４

１

３

６

４

２

４

９

６

３

４

８

９

０

４

７

６

７

３

４

９

７

６

８

５

６

１

０

３

６

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

■
凸
■
●
■
叩
■
■
●
Ｕ
■
■
凸
。
■
●
●
■
■
ゆ
り
●
■
■
■
●
■
■
■
■
●
甲
■
●
■
●
■
。
■
●
■
■
叩
■
■
■
Ｄ
Ｂ
凸

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５
８
４
９
６
０
８
４
１
７
７
７
１
４
５
４
９
７
９
５
５
２
４
３
０
２
０
８
９
２
９
９
５
８
１
８
２
９
８
７
４
３
４
１
４
０
６
３
３

６
３
８
４
３
２
３
８
４
４
２
７
４
８
４
２
６
５
５
６
１
７
９
３
４
９
６
２
４
６
５
４
８
６
５
４
５
０
５
９
８
６
８
６
７
６
１
３
６

２

２

３

２

２

２

２

２

２

２

３

２

２

２

２

２

３

３

４

１

３

３

４

３

３

１

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

３

３

３

３

１

３

３

３

２

２

２

３

２

■
■
■
■
ｂ
●
■
●
叩
■
●
■
■
■
■
①
■
ｂ
ｃ
Ｕ
●
■
■
■
■
■
■
■
●
■
ｅ
■
■
ａ
■
■
■
６
口
■
ｐ
Ｏ
６
●
■
中
。
■
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７

２

４

‐

５

９

５

０

８

８

７

８

１

４

１

０

３

０

１

６

４

１

３

２

９

３

４

２

０

７

９

８

８

２

５

６

４

９

３

１

４

１

１

３

４

８

３

４

３

２

３

５

０

３

４

８

１

０

４

３

５

０

５

７

２

８

５

４

６

１

５

２

８

７

０

１

７

１

１

８

７

９

２

７

２

３

３

７

６

２

５

０

５

３

４

２

２

４

４

４

１

４

４

４

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

１

４

４

４

１

２

２

４

４

２

３

４

２

２

２

４

２

１

４

４

２

４

４

４

３

４

４

４

４

４

４

■
■
■
■
凸
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
●
■
●
舍
叩
■
■
巳
●
■
■
ｇ
ｅ
ｄ
Ｂ
■
ａ
■
９
●
ｂ
■
●
■
ｃ
ｃ
●
■
■
色
色
■
ｂ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

５

０

４

５

７

２

９

０

２

０

１

７

９

３

２

４

０

７

０

７

７

６

６

９

６

５

１

６

７

８

３

８

０

６

０

１

２

５

５

７

１

８

４

１

５

５

９

６

６

１
７
１
５
２
６
０
９
４
２
４
４
４
４
０
１
４
８
６
１
３
７
８
４
８
２
５
５
４
３
６
０
５
９
８
０
２
８
３
８
７
８
５
１
９
９
４
５
６

０
９
８
９
０
９
９
９
９
０
１
０
９
９
０
９
１
０
６
８
０
０
６
３
２
７
０
３
３
１
３
３
４
０
２
８
１
９
３
０
９
０
３
１
９
９
９
０
９

■
■
甲
■
■
■
●
■
●
■
４
０
台
■
■
■
６
■
■
■
巳
０
■
■
■
①
■
●
■
◆
●
■
■
◆
■
■
■
■
ｂ
凸
■
■
■
ｄ
■
ｂ
■
。
●

ｌ

Ｏ

ｌ

Ｏ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

ｌ

Ｏ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

ｌ

ｌ

Ｏ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｌ

Ｏ

Ｏ

３

４

ｌ

６

１

４

６

７

５

２

９

２

９

３

８

５

４

０

２

２

９

７

７

７

１

７

９

３

６

７

３

２

９

０

９

６

９

６

８

６

１

６

８

６

８

０

５

９

８

９

９

９

６

２

８

７

３

２

８

０

４

７

５

３

０

７

０

９

２

６

１

３

４

０

２

１

９

４

１

９

９

２

０

１

３

２

４

１

６

５

１

９

９

４

９

４

８

３

０

２

１

３

２

０

２

１

４

４

４

２

１

３

１

５

１

９

７

３

２

８

８

７

６

２

７

８

２

８

７

０

３

６

１

３

３

９

３

２

３

０

３

２

２

１

２

２

■
Ｂ
凸
■
■
■
■
●
■
■
■
Ｃ
■
。
■
■
■
■
■
■
叩
●
■
口
昏
ｂ
●
凸
■
■
■
ｂ
ｂ
ｃ
■
■
●
●
■
●
■
。
●
■
旬
■
■
■
、

２

２

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

２

２

２

２

２

１

２

２

２

２

２

２

３

２

２

３

２

２

２

２

２

２

３

２

２

２

２

２

２

１

０

４

９

３

１

３

９

４

５

７

３

０

７

８

９

３

４

０

３

６

３

８

３

３

５

０

９

９

１

５

０

４

１

２

１

５

３

１

２

９

１

０

０

５

５

７

７

５

９
９
０
０
９
０
８
６
７
８
８
８
１
８
８
５
７
６
０
４
４
７
９
６
５
４
７
８
８
５
８
８
７
６
６
１
８
０
２
７
７
７
７
７
９
６
７
４
８

０

０

１

１

０

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｌ

Ｏ

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

９
●
●
ａ
■
●
Ｕ
ｅ
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
●
●
■
■
■
■
●
Ｇ
■
■
。
■
■
■
●
■
●
■
甲
●
ａ
●
■
●
甲
■
●
■
Ｄ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

７

５

４

４

６

２

７

５

５

６

９

４

０

６

８

９

２

１

２

３

４

７

３

８

１

０

４

６

５

４

９

７

３

２

１

４

８

３

２

７

３

７

５

３

６

０

０

１

４

６
６
２
６
６
７
６
６
６
７
７
７
７
６
６
６
７
７
２
２
７
６
２
６
６
３
７
３
５
７
５
５
６
７
６
２
６
７
６
６
７
６
６
７
６
７
７
８
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｇ
■
■
叩
■
●
■
毎
０
口
■
■
■
ｇ
●
●
ｂ
■
■
凸
Ｃ
６
■
■
■
●
。
■
●
■
■
●
●
ｇ
ｏ
◆
■
■
■
凸
叩
◆
◆
●
■
■
■
■
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９

３

３

１

７

４

５

９

５

６

７

７

１

５

９

３

７

４

５

５

８

６

７

９

２

２

８

６

８

８

４

２

６

６

２

４

８

１

６

３

３

７

２

３

８

４

３

２

７

５

５

４

６

６

７

６

６

５

７

５

５

５

５

６

６

６

３

５

３

５

５

３

７

８

３

５

０

７

５

７

０

９

６

８

４

６

５

９

８

５

５

９

６

６

６

６

７

７

２

２

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

３

２

２

１

１

１

３

２

１

１

２

１

２

１

２

１

１

２

２

１

２

２

２

１

２

２

２

２

２

２

。
■
■
ｅ
■
■
ｅ
Ｂ
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
◆
■
■
■
●
凸
■
叩
■
●
。
■
■
■
■
■
ｂ
●
●
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■

０

０

０
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表4－2 米原4這跡出土黒曜石製遣物の元素比分析結果

素 比

Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/ I(

遺
番
物
号 ~

フU

Fe／ZrCa／ K Ti／K Mn／Zr

0． 267 0． 076 0． 054 2． 320 1 ． 086 0， 422 0． 328 0． 000 0．028 0． 38188203

IG－l 0． 788 0． 215 0． 065 3「 435 0． 855 1 ． 152 0． 250 0． 085 0． 028 0． 319

標準試料-And0,A. ,Kurasawa,H. ,0hillor i ,T.& Takeda,E. 1 974 coDlpi l al ioll of
dala oll l lle GJS geochemical reference samples JG-l gral1odior i le and
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Ⅵ 自然科学的手法による分析

4米原4遺跡、宮戸4遺跡のうローテーション資料

米原4遺跡の焼土(F-14～16, 18～20， 22･23)、宮戸4遺跡の土器片囲い炉の土壌について、炭

化種子等の微細遺物を回収する目的でフローテーション作業を行った。回収作業にあたっては、浮遊

物に2.00mlと0.425mmの箭を、沈殿物に1.40mmの筋をそれぞれ用いた。

当センターの整理作業所でこれらの資料の選別を行ったが、時間的な制約から今年度の報告書に掲

載することができなかった。 このため次年度以降発行の報告書（日高自動車道関連）に分析資料の報

告を予定している。表1 ． 2は回収資料の概要についてまとめたものである。 （山中）

表1 米原4遺跡フローテーション資料一覧
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表2 宮戸4遺跡フローテーション資料一覧
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Ⅷ成果と問題点
1 米原4遺跡H-4の調査から

今年度、南西壁部分が調査されたH－4は、竪穴の規模は長径3mに満たないものの、 中央付近

で地床炉が検出されており、小型の住居跡と判断された。時期は、 Ⅲ群b－2類土器が床面等で出土

していることから、縄文時代中期後半、柏木川式期とみてよいであろう。 この時期の小型の住居跡は、

石狩低地帯の中央部で多く検出されている。 ここでは、本遺跡の所在する胆振地方東部、および日高

地方西部で調査された同種の遺構について、 どのような特徴があるのか簡単にまとめ、 あわせて本遺

跡での問題点にふれておきたい。

（1） 特徴

この地域において柏木川式期とみられる小型の住居跡は、苫小牧市美沢11遺跡で6軒(北埋調報44)、

同市静川21遺跡で5軒（苫東遣跡群V)、厚真町厚真8遺跡で2軒（苫東遺跡群I)、門別町ペサウン

コツ遺跡で1軒（門別町教委1995)等が報告されている（表Ⅶ－1-1)。 ここで「小型」 とする規

模は、各住居跡の計測値から、長径3m前後以下、床面積5m2程度以下であり、地床炉（可能性が

あるものも含む）や柱穴の検出から住居跡と判断されるものである。

図VII-1-1は、上記の遺跡で検出された小型の住居跡14軒の平面図に本遺跡の2軒を加えたもの

である（図中の番号は表Ⅶ－1－1に対応)。美沢11遺跡では、 (a)地床炉以外の付属構造がないも

の2軒（4， 1)、 (b)床面からの立ち上がり部分に溝がめぐるもの3軒(3 ･ 6 ･ 2)、 (c)床面

より一段高い張り出しがあるものl軒（5）が検出されている。静川21遺跡では、 (a)が5軒(7

~11)、厚真8遺跡では(c)が2軒(12･ 13)、本遺跡では(a)が1軒(15)検出されている。 こ

の他、土坑の検出されるものもあるが（3， 14， 16)、住居跡内での位置規模形態の差が大きく、

今後類例を集めて検討する必要がある。

このように、上記の遺跡では(a)～(c)のように異なる特徴のものがみられた。 (b)は恵庭

市南島松3遺跡（恵庭市教委1992) 51号住居吐等(c)は江別市高砂遺跡（江別市教委1989)H-42

等のように、石狩低地帯でも検出されている。

（2） 問題点

本遺跡では平成12年度の調査において、同時期の可能性がある住居跡が4軒検出されている（北埋

調報153)。 これらは相対的な規模の差によって、大型(H-1)、 中型(H-6)、小型(H-2･ 3)

に分けられる。美沢11遺跡静川21遺跡でも、小型の他に、大型・中型の住居跡が検出されており、

住居跡の重複や掘り上げ土の分布、土器の接合関係等から、柏木川式期内でも構築時期に差のあるこ

とが推定されている。本遺跡では重複するものがなく、土器等の接合による情報も得られていないた

め、住居跡間にどのような時間的関係があるのかは不明である。

規模の違いを時間差として捉えることの他に、小型と大型の住居跡が存在することについて、それ

ぞれの炉の土壌を分析する等、住居跡の性格を比較する上で基礎的な材料を増やしていくことも必要

である。

最後に、縄文時代中期後半に大型、 中型小型の住居跡が近接して検出される例が、胆振地方の東

端にある本遺跡でも確認されたことは特筆されてよいであろう。 （山中）
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ⅥI 成果と問題点
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図Ⅶ－1－1 柏木川式期の小型の住居跡

表Ⅶ－1－1 柏木川式期の小型の住居跡（胆振地方東部・日高地方西部）
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2 タブ．コフ．式期の土器片囲い炉について

今年度、宮戸4遺跡S地点でタプコプ式の土器片囲い炉(H-2)が検出された。鵡川町では初め
ての調査例である。土器片囲い炉は、 タプコプ式期に固有のものではなく、縄文時代中期末葉～後期
前葉の、北筒式、入江Ⅲ類、手稲砂山式などの各形式にも見られる。分布は、西は登別市、南は門別
町、北は芦別市までの広範囲にわたる。 ここではタプコプ式の土器片囲い炉の分布、形態使用され

ている土器時期などを概観し、本遺跡のH－2がどのように位置付けられるのかについて考察する。
（1） 分布

タプコプ式の土器片囲い炉は、石狩低地帯中南部～日高西部で検出されている（図Ⅶ－2－1，表
Ⅶ－2－1）。特に千歳川・島松川流域(1～13) と、苫小牧東部工業地帯の遺跡群(16～21,以下

苫東遺跡群）の2つの地域で濃く分布している。中間に位置する美沢川流域の遺跡群では、 当該期の
土器片囲い炉は検出されていない。宮戸4遺跡H－2は、苫東遺跡群と、かなり離れた門別町のエサ
ンヌップ2遺跡（23）の間を埋める検出例となる。
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W成果と問題点

表Ⅵ1-2-1 タプコプ式土器片囲い炉一覧表

’ 文献特記事項挿図個体数｜分類形状遺構名 炉種類所在地 ’ 遺跡名

石囲い炉に併用楕円形屋内炉 1Ml4－Hl （

遠藤2000北広島市 南の里14
安山岩礫が付属楕円形屋外炉 1土器敷き炉 a

手稲砂山式・大津式共伴 松谷1992

上屋・佐藤1998

楕円形 Pワ~~ 28屋外炉 ４2号炉吐南島松3

胴部片不整形 不明屋外炉 1炉5カリンバ2

森1997b屋内炉 IJ1形H－3 ．HF－1

楕円形 26屋内炉？ 1H－3 ．HF－1カリンバ4 e

森1999

楕円形 。＋e屋内炉？ 4恵庭市 H－4 ．HF－1

楕円形屋内炉 112HF－4 ａ

北埋洲報132ユカンボシE7
楕円形屋内炉 ２3HF－4 a

北埋洲報129胴部片屋内炉 不整形 不明18HF 3

ユカンボシElO
渡辺1997胴部片楕円形屋外炉 不明土器片囲炉 ’

北埋調報133楕円形屋内炉ユカンボシC15 1 3H－28 ．HF－1 a

北埋調報96屋内炉 楕円形 ４ 4H－28 ． I－IF－lオサツ14 a

北埋調報152土坑内・入江式と共伴不整形屋内炉？ ．4 20P 85

キウス4
|上埋洲報157竪穴遺構内屋内炉？ 楕円形 ５1P－140．F-2228 a

北埋洲報90楕円形屋外炉 a＋b
ハ ワ

リ． イLF－15 ｰ

千歳市
北埋調報105胴～底部、平地住居屋内炉？ 楕円形キウス7 H－8 ．HF－1 e＋？

北埋洲報127屋内炉 楕円形 hLH－43・HF－4 1 9

屋外炉 楕円形十器開炉1 b 10~

田村・高橋1994丸子山
屋外炉 楕円形土器囲炉3 ２

n句

‘Ie

高橋・田村1990梢円形屋外炉 2 b十cfヨマイ6 IlF－50

不規則な配置15号住居ht･炉 屋内炉 楕円形 1 e

屋外炉 楕円形土器片囲炉1 b2 11

佐藤・宮夫ほか1995タブコフ

土器片囲炉2 屋外炉 円形 。 211

楕円形 2カ所が切り合う土器片囲炉3 屋外炉 ７ c十．十e 14， 22

不整形11号焼土跡 屋外炉 ． 231

佐藤・宮夫ほか1984柏原18 39号焼土跡 屋外炉 円形 d十e 24,302

50号焼土跡 屋外炉 楕円形 ．1

73号焼土跡 屋外炉 楕円形 b＋e､

佐藤・工藤ほか1997柏原5
84号焼土跡 屋外炉 円形 a十b 尺』

3号住居跡・炉

F－l5

3号住居跡・炉 屋内炉屋内炉

屋外炉

楕円形 b 121

赤石2002苫小牧市 静川
胴部片・礫と併用円形 不明２

24号住居跡・炉 屋内炉 楕円形 一部欠落（再利用？） 宮夫・工藤ほか2002a静川25 1
11

ｺ’e

不整形 佐藤・工藤ほか1990屋外炉 部のみ残存静川8 30号焼土跡 1 （

部欠落3号住居跡・炉 屋内炉 2円形 29C＋e

部のみ残存4号住居跡・炉1 屋内炉 ３円形 （

4号住居跡・炉2 屋内炉 方形 2 （

部欠落 渡辺・工藤ほか1992屋内炉 楕円形静川37 6号住居跡・炉I 3 15, 16f~卜P
写~！し

部欠落8号住居跡・炉1 屋内炉 円形 ２ C十e

8号住居跡・炉2 屋内炉 一部のみ残存円形 1 e

9号住居跡・炉1 屋内炉 楕円形

楕円形

楕円形

炉の内側に焼土なし
1ワ

lイ］ ［

佐藤・工藤ほか19876号住居跡・炉 屋内炉

屋内炉

3 C十e

厚真町 厚真7
7号住居跡・炉 4 d＋e ワ匡

凸J

本報告楕円形 部が二重になる鵡川町 宮戸4 H-2土器片囲い炉 屋外炉 5 18． 19c＋e

長谷山・阿部1989エサンヌップ2 H-29内炉 屋内炉 ｜楕円形 l b l3門別町

※千歳市オルイカl遺跡は平成14年度報告予定（北埋調報188)
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（2） 形態・構造

形態は、土器片が部分的にしか残存しておらず、全体の構造を把握できないものが多いが、概ね楕

円形・円形である。タプコプ式の土器片囲い炉は、厚真7遺跡の分類ではBタイプに属する（佐藤・

工藤ほか 1987)。土器の外面を内側へ向けて、浅い掘り込みの周囲に並べる、 または壁面に貼り付

けるもので、他に手稲砂山式が用いられる。ちなみにAタイプは、土器の内面を内側へ向けて、破片

を垂直に差し込み、方形に並べるもので、北筒式（トコロ6類） ・入江Ⅲ類が用いられる。

土器片囲い炉は屋内炉と屋外炉の両方が見られる。遺跡により様相は異なっており、屋内炉が主体

となる遺跡は、カリンバ4．ユカンボシE7 ･静川37 ･厚真7など、屋外炉が主体となる遺跡は、丸

子山・柏原18･柏原5などである。また、キウス7 ･タプコプ・静川など、両方が存在する遺跡も見

られる。 これらが地域差あるいは時期差を示すものか、用途によって場所を変えたのか判然としない。

使用されている土器はl個体が多いが、 2個体以上用いるものもある。接合関係がわかる出土状況

図が掲載されていないものが多く、土器の各部位がどのように配置されているか把握できなかった。

宮戸4遺跡H－2は、 Bタイプに属する屋外炉である。使用されている土器が5個体と比較的多く、

隙間無くほぼ全周しており、残存状況は良好である。一部で破片を二重にするなど独自の要素も見ら

れる。出土位置と接合の結果から、個体ごとに破片を順番に並べるのではなく、 ある程度同じ大きさ

の破片を、部位に関係なく前後で高さが揃うように配置している。規則性というよりは、全体の均衡

や強度を重視したのではなかろうか。

（3） 使用されているタブ°コブ式土器について

宮夫靖夫氏による型式設定（佐藤・宮夫ほか 1984)以来、主に苫東遺跡群の一連の報告書におい

て、 タプコプ式土器は細分が試みられてきた。 ここでは出土量が多く、様々な類型が見られるという

観点から、柏原18遺跡での赤石慎三氏による細分類（佐藤・宮夫ほか 1995)を参考にして、施文に

より次の5種類に分類した。

a類：竹管または棒状工具による下方からの円形刺突文を施すもの

b類：縄端による刺突文・圧痕文を巡らすもの

c類：縄線文を施すもの

d類：山形突起の下に貼付帯や縄圧痕文を施すもの

e類：縄文のみのもの

図Ⅶ 2－2に土器片囲い炉に用いられたタプコプ式土器を分類別に示した。 a類は胴部に簸状の

貼付帯を巡らす、小野幌式・伊達山式との共通点を有するものである。大沼忠春氏は下方からの刺突

を余市式でも新しい要素と捉えており （大沼 1981)、高橋理氏もこの一群をタプコプ式と見なして

いる（高橋 1996)｡ b類は胴部の貼付帯が少なく、かつ大振りになる。また、輪積みの下端を残し

て、器面が段状になるものがある。まれに縄端以外の工具による縦方向の圧痕文も見られる。 c類は

口縁部付近に数条の横走する縄線文を巡らすもので、平縁が多い。縄線文は2条が最も一般的で、 ま

れに3条、 4条も見られる。縄線文は全周しないものが大半で、山形突起や貼付帯などを単位の区切

りとする例がある。 d類は口縁の頂部または山形突起に、縦方向の貼付帯または垂下する縄圧痕文や

縄線文が施されるもので、 口縁がやや開きぎみになる傾向がある。 e類は口縁が平縁とd類よりも小

振りな小突起部を有するものがある。

地域により主体的に使用される土器に違いが見られる。恵庭および千歳西部では、 a類およびb類

が比較的多い。千歳東部では、 a ．b類よりもd･e類が目立つようになる。以上の石狩低地帯中部

では、 c類は非常に少ない。苫小牧を中心とする石狩低地帯南部では、 a類を除くb～e類各種が見
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図Ⅶ－2－2 炉材として使用されたタプコフ°式土器
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られる。遺跡によって主体は異なるが、 c類とe類が多く、 d類がこれに次ぐようである。また、 日

高西部のエサンヌップ2遺跡ではb類が用いられている。

（4） 時期

次に、 この分類が時期を反映するものか検討する。 2つの炉が切り合う、タプコプ遺跡・土器片囲

い炉3の例でも、新旧の両方でほぼ同じ分類のもの(b･ c･e類）が使用されていることから、時

期が近接している可能性がある。赤石氏は、各遺跡における土器の在り方と土器片囲い炉に使われる

土器のセット関係から、 タプコプ式を、 b類を主体とする時期（古） と、 cないしe類を主体とし、

d類を伴う時期（新)、 という時間差を想定している（佐藤・宮夫ほか 1995)。また、 これを大沼氏

が設定したタプコプ式の、北筒III式（新）に対応する古段階および北筒Ⅳ式に対応する新段階（大沼

1989)に対比させている。エサンヌップ2遺跡H-27では、 b類が北筒Ⅲ式と共伴している（長谷

山・阿部 1989)｡一方､南島松3遺跡B地点2号炉吐では、e類が手稲砂山式・入江式と(松谷 1992)、

キウス4遺跡Q地区P-85では、 d類が入江式と共伴している（北埋調報152 2000)。 これらの土器

型式の編年的位置は、論者によって微妙に異なるが、概ね縄文時代後期前葉の範嬬に含まれる。以上

の点から、 タプコプ式土器はa類が最も古く、続いてb類→c･d･e類が新しいという変遷が想定

される｡今後は､ほぼ同時期と考えられる道東の北筒Ⅲ式･同Ⅳ式を比較検討する必要があると考える。

宮戸4遺跡H－2では、 c･e類に属するものが使用されている。同じ組み合わせによる使用例は、

静川37遺跡で多く見られる（渡辺。工藤ほか 1992)｡H-2より採取した炭化物を用いて、放射性

炭素年代測定(AMS法）を行ったところ、補正Cl4年代で3660=t40 (yBP) という数値が得られた

(第Ⅵ章第1節参照)。これは従来言われてきた、余市式土器群の｢縄文時代後期初頭｣という時期的な

位置付けより若干新しい。 自然科学的分析によりすべてが決定されるとは言い切れないが、 ある程度

判断材料として考慮するならば、H－2はタプコプ式の後半期に相当する時期の所産と推測される。

（5） まとめ

炉は人間の日常生活の中で、衣食住や団蘂の中心的な「場」 としての役割を果たしてきた。炉の用

途は、屋内炉の場合、①食物の加工、②冬季の暖房、③照明、④火に対する信仰施設、⑤火気保有に

よる獣からの護身、⑥用具類製作のための熱加工、などが挙げられる（目黒1995)。屋外炉も同様

の機能を有するが、屋外に選定する何らかの特別な理由があったと考えられる。H－2の場合、焼土

中より黒曜石製の石槍・ナイフ、大量のフレイク・チップが出土しており、石器製作に関係する作業

が行われたと推測される。鋭利な剥片が周辺に飛び散る作業は、居住空間でもある屋内では困難であ

ったのであろう。また、焼土のうローテーションにより得られた炭化種子などの微細遺物を分析する

予定であり、その結果によってさらに別の用途が明らかになる可能性がある（第Ⅵ章第4節参照)。

炉材として土器を使用する意図は何であろうか。付近に礫を採取できるような河川がない場合、選

択の余地が無く、他の材料を用いざるを得ない。 しかしながら、本遺跡ではすぐ近くのイモッペ川で

容易に手ごろな礫が採取でき、実際に米原4遺跡A地区では礫を用いた屋外炉(S-1)が検出され

ていることから、 ことさら土器にこだわる理由がない。当該期の土器片囲い炉が様々な地域で広範囲

に見られることを考盧すると、生活様式の一部として普遍的に存在していたと考えられる。

イモッペ川流域では、縄文時代中期後半～後期前葉に集落が営まれている。一般的な土器編年に従

えば、炉の形態は以下のように変遷する。①柏木川式期：地床炉（米原4遺跡･H-4)、②北筒式

（トコロ6類）期：石囲い炉（米原3遺跡･H-1)、③余市式（伊達山式）期：石囲い炉（米原3遺

跡･H 2)、④タプコプ式期：土器片囲い炉（宮戸4遺跡･H-2)。各時期の炉の形態については、

来年度に、 この地域の集落構造を検討する中で考察したいと考えている。 （芝田）
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Ⅷ成果と問題点

3 宮戸4遺跡のTピットについて（続）

宮戸4遺跡では、 3か年の調査で、 25基のTピットが検出された。地区別では、 S地点10基(TP

-1～4， 19～24)、斜面部分14基(TP-5～18)、水田部分1基(TP-25)である。昨年度の斜面

部分に引き続き、今年度は主にS地点のTピットについて考察する。

Tピットの立地を見ると、標高25.0mより高い部分に7基標高23.5mより低い部分に3基検出さ

れている。調査区中央の東西方向に走る沢地形の高位部分では検出されなかった。南側の沢沿いの斜

面に設けられたTP-1～4，北東側へ突き出した尾根上に設けられたTP-20･21という立地の異

なる2つの配列が見られる。いずれも長軸方向は沢の低位部分へ向かっており、台地上よりイモッペ

川へ降りるエゾシカの動きを想定して構築されたと推測される。

昨年度同様に、底面の長軸長／短軸長の比による形態分類を試みた。長短比15より大きいものをA

型として、以下5毎にB型、 C型D型に分類した。D型については、杭穴の有無によりD1型、 D

2型に細分した（北埋調報168)。斜面部分がD1型またはA型が主体であるのに対して、 S地点はB

型とC型が多い。ただし、長短比によっては、形態の異なるTピットが同じ分類になるという結果も

見られる(TP-22とTP-24など)。例えば、底面が平坦なものと傾斜するものでは、実際の長さが

ほぼ同じでも平面図上の計測値に差が出てくる。オーバーハングについても、 これを最初の掘り込み

時のものか、 あるいは再利用の結果（掘り直し） と捉えるかにより計測値は変わってくる。以上の点

から、長短比による分類は、機械的に数値で分けてしまう危険性を含むことから、 これを採用する際

は1基それぞれの形状について注意し、副次的な基準を加える必要があると考える。

時期を推定する手がかりとなる、他遺構との切り合いや、底部よりの遺物の出土などは見られなか

った。そこで昨年度と同じく、人間の居住域の選地とエゾシカの行動圏という観点から、構築時期を

考える。 これまで主流となってきた縄文時代中期後半～後期初頭（森田・遠藤 1984ほか） という見

解に立脚するならば、イモッペ川流域においては、対岸の米原4遺跡B地区で柏木川式期の集落が営

まれる頃から、宮戸4遺跡S地点でタプコプ式期の土器片囲い炉が作られるまでの期間が相当する。

また、 TP-19～22の底部およびV層より採取した土壌を用いて花粉分析と植物珪酸体分析を行い、

Tピット構築時の古植生を復元した。①遺跡周辺はイネ科植物を主体とする草本類が多く生育する、

開けた明るい環境であった、②斜面上はやや乾いた、斜面下方はヨシ属が生育するような湿潤な場所

であった、 という結果が得られた。 このことから、 Tピットが草本類で地面を覆われた、足元の見通

しが悪い場所を選んで構築された可能性が指摘されている（第Ⅵ章第2節参照)。

発掘調査で得られた知見と自然科学的分析結果を併せて考察すると、 S地点でも中期後半の柏木川

式に相当する土器は出土しており、米原4遺跡B地区の集落の人々が対岸においても活動していた可

能性は高い。 この時期、イモッペ川の両岸は人間の手による自然環境への働きかけ（樹木の伐採住

居の構築など）によって、見通しの良い開けた場所になっていたと思われる。 この段階でエゾシカが

近づくことがあったかもしれないが、人間を警戒する本能が強く、稀であったろう。柏木川式期の集

落が廃絶して荒開地となり、人間の痕跡が消えた頃に、エゾシカが頻繁に現れるようになったと考え

られる。あくまで推測の域を出ないが、北筒式（トコロ6類）～余市式（伊達山式）期に、やや離れ

た米原3遺跡で集落を営んでいた人々が、 Tピット構築の主たる担い手であったと考えている。本遺

跡の調査は平成15年度以降も継続の予定であり、次年度の報告では、宮戸3遺跡・米原4遺跡も併せ

てイモッペ川流域の遺跡群全体のTピットについて考察したい。 （芝田）
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表m-3-1 Tピット属性一覧表

上端規模

長軸(m)短軸(m)

1．95 0．82

1．86 0．95

1．71 0．72

1．73 0．85

1．57 0．83

1．81 1． 12

1．49 0．86

1．54 0．85

(1.39) 0.91

1．56 0．93

1 QR
上pJu

1．86

1．49

1 頁刈
上DJ玉

(1.39)

下端規模

長軸(m)短車

1．93

1．97

短軸

横断面

形状
遺構名 平面形状 深さ(m) 長短比 縦断面形状 底面形状 杭穴 分類

(m)

楕円形

楕円形

１

２

３

４

５

６

７

８

９

伯

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

0． 19 傾斜する1． 11 Y字型

U字型

Y字型

Y字型

V字型

U字型

Y字型

Y字型

Y字型

オーバーハング

オーバーハング

型

型

型
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Ⅷ成果と問題点

4米原4遺跡の黒曜石について

「Ⅲ－3－(4)黒曜石」 （32頁）で述べたように、米原4遺跡の黒曜石製遣物828点について、 肉眼で

観察できる特徴から、A～，｡G･I･Zの7つに分類し、 さらに原石面の形状で細分した。過年度に原

材産地分析された試料の肉眼観察等から、A･Bには白滝産または十勝産、 C･Gには白滝産、 Dには

赤井川産が多く含まれていると推測される｡ IはA～D･Gに当てはまらず、 Zは被熱のため観察でき

ないものである。以下ではその結果について述べる。

（1） 各黒曜石の比率の変化

分類の目的のlつめは、 どのような特徴をもつ黒曜石が本遺跡では多いのか、 また包含層の上下で

分類したそれぞれの黒曜石の点数・比率に変化がみられるのかを確かめることである。

表Ⅶ－4－1 ． 2は分類ごとの点数と比率（％）を示したものである。比較的点数の多いV層下位

と中位のA･Dを比べると、Aは下位で50%(226点) 、中位で40%弱(84点) 、 Dは下位で40%弱(172

点)、 中位で60％弱(131点）を占め、両者の比率に変化がみられる。点数が少ないため実態を反映し

ているとは言えないが、 「V層の下位と中位ではAとDの黒曜石が主に用いられている」 ととらえ

ることは可能である。V層の中・下位では、縄文時代早期後半～後期初頭の土器等が出土しており、

それらの時期における黒曜石の使用傾向とみてよいであろう。

B･C･Gは点数が少なくあまり変化がない。但し、 Bの赤みがからない部分はAに分類された可能

性が高い。

（2） 原材産地分析

分類の目的の2つめは、大部分の黒曜石(AやD等） とは異なる特徴があるものについて、原材産

地分析を依頼することである。その結果、従来知られていなかった黒曜石が見つかることも有り得る。

Iとした黒曜石（暗い灰色地に黒色の流紋がみられるもの）はA～D･Gの分類に当てはまらず、

なおかつ1点のみであったため、小規模産地の可能性もあると考え原材産地分析を依頼した（Ⅵ－3

参照)。判定は小規模産地ではなく十勝産であったが、 Iのような十勝産もあるとされたことは、今

後遣物の観察を行う上で注意されよう。

なお、千歳市キウス4遺跡（北埋調報180)の黒曜石原材産地分析では、 「きめ細かい梨肌」 （本遺

跡ではCに分類される）が十勝産と判定されており、本遺跡での分析例も含め、十勝産には多種多

様な特徴が観察されるようである。

（3） 原石面の形状

分類の目的の3つめは、角礫や円礫といった原石面の形状から、黒曜石原石がどのような地点で採

取されたのか（露頭付近なのか、或いは沢や河川中からなのか等）検討する材料を得ることである。

例えば平成12年度の米原3遺跡米原4遺跡宮戸3遺跡（北埋調報153)では、赤井川産と判定

された黒曜石のうち、角礫の面がみられるものは14点(角礫？2点も含む)、 円礫の面がみられるもの

は1点ある（表Ⅶ－4－3)。両者は原石面の形状の違いから異なる地点で採取されたと考えられる。

また、 円礫の赤井川産は出土例が少ないことから、 この黒曜石の分布を把握していくことで、黒曜石

流通経路の一端を知り得る可能性もあるとされている（藁科2000)。但し、今年度分類した中では、

赤井川産主体の可能性があるDの中に、 円礫の原石面をもつDaはみられなかった（表Ⅶ－4-1)｡

（山中）
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表Ⅶ－4－1 黒曜石分類集計（点数）

帽
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田才雅彦
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谷岡康孝・小柳リラコ

田村俊之・高橋理ほか

鶴丸俊明・豊原煕司

鶴丸俊明・川内基

戸刈賢二・土屋篁

土肥研晶

永田方正
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2000

1996

1984
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長谷川徹 1987 『エサンヌップ4遺跡』門別町教育委員会
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兵藤千秋 2001 『北海道勇払郡鵡川町米原3遺跡』鵡川町教育委員会

ペドロジスト懇談会編 1984 「土壌調査ハンドブック改訂版」

前田正憲 1991 『ショップ遺跡』三石町教育委員会

松浦武四郎著・高倉新一郎校訂・秋葉實解読 1985 「武加和誌上・中・下」

1995 「東釧路I式土器について」 『北海道考古学』 31

2001 『鯉沼2遺跡』厚真町教育委員会

2001 『新北海道の古代1 旧石器・縄文文化」北海道新聞社

1987 『エサンヌップ4遺跡』門別町教育委員会

1989 『エサンヌップ2遺跡・エサンヌップ3遺跡』門別町教育委員会

2001 『北海道勇払郡鵡川町米原3遺跡』鵡川町教育委員会

1984 「土壌調査ハンドブック改訂版」

1991 『ショップ遺跡』三石町教育委員会

・秋葉實解読 1985 「武加和誌上・中・下」

『戊午東西蝦夷山川地理取調日誌中』北海道

出版企画センター

1988 「附録東西蝦夷山川地理取調図編輯川筋取

調図」

『武四郎蝦夷地紀行』北海道出版企画センター

1992 『中島松1遺跡・南島松4遺跡・南島松3遺跡・南島松2遺跡』

松浦武四郎著・秋葉實解読

松谷純一

恵庭市教育委員会

宮夫靖夫 ｢東釧路式土器の分類と編年について｣『苫小牧市埋蔵文化財セ

ンター所報』 l

｢苫東遺跡群における集落の様相｣『苫小牧市埋蔵文化財センタ

ー所報』 2

『苫小牧市東部工業地帯の遺跡群Ⅵ』苫小牧市教育委員会

『苫小牧市東部工業地帯の遺跡群Ⅶ』苫小牧市教育委員会

『苫小牧市東部工業地帯の遺跡群X』苫小牧市教育委員会

『鵡川町史』鵡川町

｢住居の炉」 『縄文文化の研究8 社会・文化』雄山閣

『平取桜井遺跡」平取町教育委員会

『シリ3遺跡」平取町教育委員会

｢Tピット論」 『北海道の研究1 考古篇I』清文堂

『カリンバ4遺跡』恵庭市教育委員会

｢カリンバ4遺跡」恵庭市教育委員会

『北海道の川の名』増補版モレウ．ライブラリー

『アイヌ語地名の研究2」草風館

『西舎5遺跡発掘調査概要報告書』浦河町教育委員会

『静川37遺跡』苫小牧市教育委員会

『恵庭市ユカンボシE10遺跡』恵庭市教育委員会

1999

宮夫靖夫 2000

宮夫靖夫

宮夫靖夫・工藤肇ほか

宮夫靖夫・工藤肇ほか

鵡川町史編慕委員会

目黒吉明

森岡健治・長田佳宏

森岡健治・長田佳宏

森田知忠・遠藤香澄

森秀之

森秀之

山田秀三

山田秀三

吉田正明

渡辺俊一・工藤肇ほか

渡辺俊一
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2002b
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特記事項所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

縄文土器 3068点

（東釧路I1式、東釧路Ⅲ式、綱文

式、静内中野式、 円筒上層式、柏

木川式、天神式、北筒式、余市式、

タプコプ式）

石器等 4405点

（石鍼、石槍・ナイフ、石錐、つ

まみ付きナイフ、スクレイパー、

石斧、たたき石、すり石、砥石、

土製品）

住居跡l

土坑2

Tピット1

焼土10

集石1

縄文時代中期

・前期・早期

よれはら いせき

米原4遺跡 遺物包含地

特記事項種別 ｜ 主な時代 主な遺構所収遺跡名 主な遺物

土器片囲い炉l

Tピット8

焼土19

集石4

縄文土器 15154点

（束釧路I式、東釧路lll式、 コッ

タロ式、 中茶路式、東釧路Ⅳ式、

綱文式、静内中野式、 円筒上層式、

柏木川式、北筒式、余市式、 タプ

コプ式）

擦文土器 61点

石器等 26467点

（石鍛、石錐石槍・ナイフ、つ

まみ付きナイフ、スクレイパー、

ピエス・エスキーユ、両面調整石

器、石核、石斧、たたき石、 くぼ

み石、すり石、北海道式石冠、砥

石、礫）

土製品・石製品6点

縄文後期前葉の

土器片囲い炉。

蛇紋岩製の勾玉。

縄文時代早期

・前期・後期

みやと いせき

宮戸4遺跡 遺物包含地
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